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			アラフォー社畜のゴーレムマスター⑥

			高見梁川

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。
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			第百二十九話　サーシャの回想
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			第百三十七話　裏切り

			第百三十八話　開戦前夜

			第百三十九話　人狼の里

			第百四十話　デアフリンガー王国の事情

			第百四十一話　パズルの迷宮最下層

			第百四十二話　迷宮の魔女

			第百四十三話　地上の異変

			第百四十四話　シェリー襲来

			第百四十五話　破滅の序曲

			第百四十六話　決着

			閑話　とある異世界の物語

		

	
		
			　

			第百二十九話　サーシャの回想

			　

			「え……と、サーシャさん？」

			「お姉さんです？　わふ」

			「いったいどこから飛んできたのよ……」

			　あまりに意外な人物の登場に、松田やステラたちは困惑の声を上げる。

			「えっ？　うそっ！　貴方たちなの？」

			　湖底を塞いでいたパズルの迷宮が動き出した直後、西の空から迷宮の扉へと降り立ったのは、人狼の女性・サーシャだった。見知った松田やステラの姿を見つけて、驚いた様子である。
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			　スキャパフロー王国の市場にいた市井の商人風のいでたちとは違い、今のサーシャは少々露出の多い巫女服のような衣装を纏(まと)っている。

			　確か戦士長と言っていたから、あるいはこれも戦装束のひとつなのかもしれない。

			　松田とステラの間で、何度か視線を往復させたサーシャは、ようやく納得がいったように頷いた。

			「いったいどうやって封印を解いたのかと思ったけど、よく考えたら貴方のゴーレムなら簡単な話よね。さすがにそれは盲点だったわ……」

			　並みの探索者が百人単位で押し寄せてきても、絶対に解除されない封印に仕上げたつもりだったのに、とサーシャは続けた。

			「――――あんたがこの遺跡を封印したってのかい？」

			　ノーラの背後にゆらりと怒りのオーラが立ち上っていた。

			　無意識に腰の剣に手がかかっている。

			　無理もない。

			　彼女の妹や村の仲間たちが時の流れに取り残され、死んだも同然の状態である。

			　いったい何を封印したのか、どうして封印したのか、怒りとともに真実を知りたいと願うのは当然の反応であった。

			「――――貴女は？」

			「この遺跡のせいで、時間を止められてしまった娘の姉さ」

			　怒気を含んだノーラの言葉に、サーシャは愕(がく)然(ぜん)として悲鳴をあげた。

			「まさか……封印が解けたのって今日じゃないの？」

			「ふざけるな！　妹の時が止まって何年になると思ってるんだ！」

			　ノーラの言葉にサーシャは愕然とした。

			　破壊することができずに、念入りに封印を施したはずの遺跡に、いったい何があったというのか。

			「ありえない！　封印は正常に稼働していたはずよ！」

			「…………それについては、とある事情があって……まあ、そちらに責任はないと思うけどね」

			　キッとノーラに睨まれて、松田は肩を竦める。

			　しかし客観的に見て、危険な封印を力ずくで歪(ゆが)めてしまったのは、件の探索者であろう。それなのに、そこまでサーシャを責めるのは筋違いというべきだった。

			　少なくとも松田は、直接の因果関係がないことについてまで他人を責めるのは、一種のパワハラだと確信している。

			「同期の××が退職するらしいが、恥ずかしいとは思わんか？」

			　なんでやねん。同期入社ってだけでほとんど口をきいてもいない相手なのに、どうしてこっちに矛先が向くねん。

			「なんで仕事Ａ社に取られてんだよ！　このカスが！」

			　それ前所長が事故やらかして、うちが切られただけですやん！　前もってわかってましたやん！

			「うるせえ！　そこをなんとかするのが、テメェの役割だろが！」

			　とまあ、流れ弾が被弾するのは社畜には割とよくある話だが、それを理不尽と思わなかったわけではない。

			　短絡的な探索者が派手な魔法をぶちかました責任が、サーシャにあるとは松田には思えなかった。

			「……その言い方、何かあったのね？」

			「どうもこの遺跡を探索したがった馬鹿が、どでかい魔法を門にぶっ放したらしいよ」

			「その人、よほど才能があったのね。生半可な火力じゃ、びくともしないはずなんだけど……」

			「なんでも当時は伝説級に一番近い探索者、なんて言われてたそうだ」

			　憮(ぶ)然(ぜん)としたままノーラが補足した。彼女も自分の怒りが理不尽なものであることは自覚していたらしい。

			「全く、なんて馬鹿なことを……」

			　サーシャは呻くように言う。

			　封印するからには封印しなければならない理由がある。

			　その理由を人間に明かしていなかった自分たち人狼にも落ち度があるかもしれないが、人間という種族のなかには、人狼が不老不死の妙薬だと信じる者も多い。そんな彼らと折衝するのは、サーシャたち人狼にとって、自殺行為であることも確かであった。

			　しかも、実はこの遺跡は、人狼が不老不死の妙薬と誤解された原因と密接に関わっている。

			　つまり、ますます外に出せる話ではない。

			　である以上、人間が自らの利益を求めて封印を解こうとするのも当たり前の話ではあった。

			「再封印……これを？　できるのかしら？　少なくとも私じゃ無理ね……」

			　非常に歯切れの悪いサーシャの反応に、女の勘がノーラに何かを囁(ささや)いた。

			「再封印すれば妹の呪いは解けるのかい？」

			　それこそが、ノーラにとっては何より大事なことであった。

			　逆に言えば、妹が戻らなければ、封印できてもノーラにとっては何の意味もない。

			　予感通り、サーシャの答えはノーラの望むものではなかった。

			「再封印しても、すでに出てしまった影響までは戻せません。気の毒ですが……」

			「それじゃどうやったら、妹の時間をもとに戻せるんだっ！」

			　ノーラは絶叫する。

			　彼女は妹のために正しく人生を懸けた。

			　無理ですと言われて、はいそうですか、と納得できるなら、最初から探索者などやってはいない。

			「サーシャ、君にも事情があるとは思うが、これだけは聞いておかなくてはならない」

			「――何かしら？」

			　半ば以上、松田の問いを理解していながら、サーシャは問い返した。

			　それは二人の間の暗黙の通過儀礼のようでもあった。

			「貴女が――貴女方が封印したのはいったいなんです？」

			「話せない、と言ったら？」

			「あの遺跡を探索して真実に迫るだけです。どちらにせよ放置してはおけませんから」

			「…………そうなるわね。正直、これは私の一存で話すことだから他言は無用よ」

			「わかった」

			　先を促すような視線をサーシャに向けられて、ノーラも不満そうに頷く。

			「わかったよ。話さなければいいんだろっ！」

			「大丈夫です。わふ」

			「お父様に恥はかかせません」

			「まあ、ステラちゃんとディアナちゃんは心配してないけど」

			　少し言いづらそうにサーシャはひとつ咳払いをする。

			「ここはね、とある魔法士と人狼が不老不死の研究をして盛大に失敗したその跡地なのよ」

			　静かな沈黙が訪れた。

			　その沈黙を破ったのは、意外にもディアナである。

			「その魔法士というのは、名をライドッグというのでは？」

			「よくわかったわね」

			　最初からそんな予感がしていた。

			　この遺跡からはライドッグが使用した魔法や秘宝(アーテイフアクト)の気配が色濃く漂っている。

			　クスコも同様に感じていて、もしかしたらここに絢爛たる七つの秘宝(ブリリアント・セブンス・アーテイフアクツ)が封印されているのではないかと疑っていた。

			　というより確信している。

			　そうなるとここに封印されているのは、クスコが唯一情報を手に入れることができなかった名無しのゼロか、あるいは伝聞で入手したほかの秘宝――悠久の癒しグローリアに関する情報が間違っていて、実はここに封印されていたことになる。

			　しかしおそらくはあの寡黙で風変わりな、唯一ライドッグに意見を求められる存在だった名無しのゼロが関わっている、そんな気がした。

			「どこから話せばいいかしら――――」

			　松田やノーラが固唾を飲む空気を察して、サーシャは若干引き気味に嗤(わら)う。

			　これから話す内容は、決して聞き心地のよいものではないからだ。

			「人狼は何も昔から今のように人目を忍んで隠れ住んでいたわけではないわ。もちろん不老不死の妙薬にされてしまったことも大きな原因だけれど、人狼の、とある女性が本気で不老不死を目指していたの。その女性はライドッグと手を組み、人狼を捕えては実験を繰り返した。現在、過剰なほど人狼が居住地を隠しているのは、本来ライドッグに対する備えなのよ」

			　ライドッグには絢爛たる七つの秘宝がある。

			　すなわち場所を特定されてしまえば、宝冠コリンでどこからでも転移されてしまうわけだ。

			　そして魔力結界による隠蔽がなされていなければ、万物を見通す眼イリスに見つかってしまう。

			　宝石級探索者すらいまだ人狼の里を発見できないのには、それなりの理由があるのだった。

			「造物主(デウスエクスマキナ)様はあまりに敵が多すぎました。もちろん、そんな敵に負けるようなことはありませんでしたが、造物主様の親族は大半が殺されたり裏切ったりして、晩年はほとんど不老不死の研究に没頭しておられました」

			　不老不死になれば、もう裏切りも騙し討ちも怖くない。安心して魔法の研究に打ちこめる。というより、不老不死の相手を殺すことなどできないのだから、さすがに愚かな人間も敵対を諦めるだろうというのがライドッグの考えだった。

			　その予想はある意味で正解であり、ある意味で間違っていた。

			　実際にライドッグは、その才能と力を恐れた人間によって殺されたが、たとえ不老不死になったとしても、人間がライドッグを狙うことに変わりはなかっただろう。

			　人間はあまりに完璧なものを恐れる。どこかに弱い部分を見出さなければ安心ができないのだ。

			　そう思えるようになったのは、皮肉にもライドッグの支配からディアナが離れることを決意したからだった。

			「…………ところでディアナちゃん、どうしてライドッグが造物主なの？」

			　そういえばスキャパフローの街での邂逅では、それほど多くの情報を交換していなかった。

			　メインはステラが人狼であることや、どうして松田がステラのご主人様になったのか、という経緯の説明だった。

			　そのためサーシャはディアナの存在は知っていても、彼女が実は絢爛たる七つの秘宝のひとつであることまでは知らなかったのである。

			「そちらが話すのに、こちらが隠すわけにもいかないよな……信じられないかもしれないが、ディアナはライドッグの絢爛たる七つの秘宝の一、終末の杖(アポカリプス・コーン)なんだ」

			「いやいや、あなた何を言っているの？」

			　モルダー、あなた疲れてるのよ……とでも言いだしそうな様子のサーシャに、ディアナは少々気まずそうに答えた。

			「いえ、本当に私は絢爛たる七つの秘宝の一、終末の杖、そしてこの娘は不可視の盾フォウです」

			「…………ごめんなさい。さすがにマツダのロリコンが極まって作り出したゴーレムだと言われたほうが、現実味があるわ」

			「俺は断じてロリコンではない！」

			　ステラとディアナとフォウにまとわりつかれていたら、そう誤解されるのも無理はないが、その点について松田は一切妥協する気はなかった。

			「サーシャさん、ご主人様が言っているのは本当なのです。ハーレプストさんに身体を作ってもらうまで、ディアナはただの杖だったです。わふ」

			「うそっ！　いくらなんでもそれは……絢爛たる七つの秘宝なのよ？　世界を滅ぼすかもしれないと言われた厄災なのよ？」

			「どうです、お父様。これが普通の反応なのですよ？」

			　どやあ！

			　こら、可愛い女の子が鼻の穴なんか膨らませるな！

			「世界の厄災とか言われているけど？」

			「そこは愚か者が自分の理解できないものを恐れているだけですから」

			　どうやらディアナにとっては、世界の厄災認定より、絢爛たる七つの秘宝が空前絶後の歴史的秘宝であることのほうが重要らしい。

			　攻撃の方法として、すぐに殲(せん)滅(めつ)を提案してしまうがために、松田に頼られる機会が少ないのも影響しているのだろう。

			　松田にいい顔を見せたいのは、クスコやフォウという新しい仲間の手前、譲れないところなのかもしれなかった。

			「――えっ？　えっ？　まさか……本当なの？」

			「信じられないのも無理はないとは思いますが。なんというか、秘宝がこんなにわがままなものとは俺も思いませんでした」

			「ひどい侮辱ですわ！　秘宝は基本的に主の命令には絶対服従です！」

			「ディアナはいつもご主人様に逆らってるですよ？　わふ」

			「それはお父様が命令を下さないからです！　命令ではなくただの要望程度なら、秘宝が意思を主張することは許されているんです！」

			「…………ディアナにはきつく命令しておいたほうがいいと思うです。わふ」

			　そう、いかにディアナが人間のように思考し、どれほど人間じみた行動をしようとも、彼女は結局秘宝であることに変わりはない。

			　彼女の術式(プログラム)には、主人に対する絶対服従の命令が組みこまれており、彼女は彼女の意志で主人の命令に反逆することはできないのだ。

			　ともすれば忘れがちになることであるが、ディアナはいかに人間のようにみえても、決して人間とイコールではない。

			　とはいえ、改めて言われなければ思い出さないほどに、命令というものからディアナが遠ざかっていたのも確かなことであった。

			　これがライドッグの秘宝であった頃であれば、そもそも命令ではない要望など、聞く機会さえなかったに違いない。

			（――もしお父様に命令をされたら――）

			　秘宝である自分としては喜ぶべきなのだろう。いや、本能として命令を待ち望む自分がいることも確かであった。

			　そもそも秘宝とはそうしたものだ。

			　それなのに、今はその事実が無性に怖い。それがどうしてなのかわからないが、ディアナは背筋に冷たいものが走るのを感じた。

			　残念ながらディアナに冷や汗をかく機能は付加されていないが、もし付加されていたとしたら、きっと服が濡れるほどであったに違いない。

			　松田という男が、まさにディアナたち秘宝が命令に逆らえないからこそ、心を許しているという事実をディアナは知っている。

			　もちろん合流したばかりのフォウは知らないし、ステラも正確に理解しているかどうかわからないところもあるが、ディアナにはこれまでの経緯から、松田の心の奥底を理解するだけの知性があった。

			（お父様はどうお考えになっているのでしょうか……）

			　いや、聞くまでもない。

			　松田にとってディアナやフォウは頼りになる秘宝だ。そうでなくてはならなかった。

			　個人はともかく、国家や組織には裏切られ続けている現状では特にそうである必要があった。

			「絢爛たる七つの秘宝が知性ある秘宝(インテリジエンスアーテイフアクト)だとは聞いていたけれど、こんなに人間味のある知性体だったなんて……」

			　魔法技術の常識が壊れる、とサーシャはいまだ信じられなそうに震える声で呟いた。

			　そのどこか畏れるような呟きに、ディアナはようやく思考から現実へと復帰した。

			『もとからこんな人間味があったわけじゃありませんわ』

			　控えめにクスコがサーシャに抗議する。

			　身体を持たぬ秘宝にすぎなかった頃のディアナは、こんな我がままで好き嫌いの激しい性格ではなかった。

			　むしろクスコのように自由意思のままに行動する使い魔を見下していた感すらある。

			　主人には無条件で従うもの。

			　寵愛を強請ったり、報酬を欲しがる使い魔なんて、ライドッグの僕の風上にも置けない。

			　そう迷いもなく断じたディアナをクスコはまだ覚えていた。

			「…………そんなに大層なものなのか？　絢爛たる七つの秘宝とやらは」

			　ライドッグの死後千年以上が経過した今、散逸した絢爛たる七つの秘宝の情報をノーラは知らなかった。

			　実際のところ、長寿のエルフでもなければまず覚えている者もいない。

			　かろうじて言い伝えの中に存在する伝説そのものである。

			「私も当時の情報は長老からまた聞きしただけだけど、ライドッグとその僕だけで全世界を敵に回せると言われているのよ。国家も伝説級探索者もひっくるめて」

			　実際のところ、正面から細工なしに戦闘となれば、全世界が総力をあげてもライドッグを倒すことはできなかった。

			　だからこそ、謀略による暗殺でライドッグは殺されてしまったのである。

			　呪(じゆ)詛(そ)だとも毒殺だとも言われるが、その手段はいまだ定かではない。

			　そんなライドッグの絶大な戦闘力の、半分以上が秘宝と使い魔によるものだとされていた。

			　いかにライドッグが秀でた魔法の使い手だとしても、一人で使える魔法や思考は限られる。しかし、自立して思考する複数の秘宝を味方に戦えば、限界は突破できる。そのような秘宝の存在はそれだけで脅威だ。

			　いわば、それぞれが優秀極まる魔法士である。

			　そのひとつひとつが、国家に匹敵する戦略兵器であれば、なおのことであった。

			「絢爛たる七つの秘宝を破壊することは結局どこの国にもできなくて、封印するにとどめるしかなかったのよ。今では失われた技術をもってしても不可能だったの。下手に触って滅亡した国もあったしね」

			「お前ら、そんな物騒なもんだったのか…………」

			「なんですかっ！　その目は！　お父様は私の身体をむくつけき男どもにいじられても平気なの？」

			「…………それで一国を滅亡させるのは正直どうなの……」

			「ちがっ！　わわわ、私じゃないわ！　ちょっと派手に抵抗はしたけど……国ごと吹きとばしたのは私じゃないわ！」

			　さすがにディアナの禁呪をもってしても国ごと滅亡させるには足りない。

			　おそらくはよほど腕のいい魔法士が、契約に直接介入するような術式を施したことで、秘宝の自動防御機能が働いたのだろうとディアナは想像しているが、それにしても一国を滅亡させたというのは尾ひれのついた噂であろうとディアナは思う。

			　――もし尾ひれのついた噂だとすると、やはり犯人はディアナであるという可能性も高くなるのだが。

			（あら？　やっぱり全力で王都まるごとだと……私が滅ぼしたことになるのかしら？）

			「…………すごく信じられないけど、なぜか納得したわ。マツダも十分非常識だしね」

			「不本意な言われようですね」

			「常識的な人間は何百体もゴーレムを操ったり、人狼や秘宝と旅したりしないわ」

			「それを言われるとつらい……」

			　まだ心にかつて社畜日本人(ジヤパニーズビジネスマン)であった記憶を残している松田にとっては、認めがたい話である。

			　もっとも説得力がまるでないのも確かであった。

			「――――まさか貴方たちまでライドッグに関りがあるだなんてね。これも縁というものかしら」

			　ひとまずサーシャは松田やディアナの事情を受け入れることにした。そうしないと話が先に進めなそうだからだ。

			「まずはどこから話したらいいかしら…………」

			　ふう、と長いため息を吐いて、サーシャは記憶を振り返るように目を細めて天を仰いだ。

		

	
		
			　

			第百三十話　古き災厄

			　

			「今から千年以上も前、とある人狼族のひとつに、天才的な魔法士が現れたわ。その頃は人狼も数あるひとつの種族に過ぎなかったから、小さな支族に分かれて隠れ住むようなことはしていなかった」

			　それどころか小さいながらも人狼はひとつの国家すら所有していた。

			　その国の名をパズルという。

			「それじゃまさか…………」

			　呻くように言うノーラに、サーシャは頷いて見せた。

			「そう、このパズルこそはかつて人狼が集まり治めた地上で唯一の国家、その首都だったの」

			　――――そう。エルフやドワーフと同じように、人狼もまたかつてはこの世界の一員として胸を張れた時期があった。

			　種としての滅亡を免れるため、隠れ住まねばならぬようなこともなく、エルフほど閉鎖的な種族でもなかった。

			　むしろ人間と共存するコミュニケーション能力に優れていたとさえいえる。

			　そんな人狼族を、ある災厄が襲う。

			　王家の庶子として生まれた娘――その名は今となっては誰もわからない。同じ人狼の一族ですら禁(きん)忌(き)として伝えることを拒んだからだ――が、その類まれなる美しさと魔法の才を見出され、頭角を現すのにそれほど時はいらなかった。

			「人間との紛争が発生し、彼女が戦場に姿を現したのは十二歳のときだと言われているわ。この遺跡に色気を出した、今はもうないマブルチカ王国の一個連隊がそれで全滅したとか」

			「やれやれ、いつの時代にも天才ってのはいるもんだね」

			　うっとうしそうにノーラは長髪をかきあげた。

			　ノーラは決して無能ではない、努力する秀才だが、世の中にはそんな努力を嘲(あざ)笑(わら)うような天才がいることは知っている。

			　松田もそうした天才の一人だ。本人にその自覚はないようだが、たまにノーラは松田の持つ桁外れの才能に嫉妬して、神の不公平を呪う気持ちになるのだった。

			「その頃はまだ良かった。人狼は種族としてはマイノリティーに属したから、彼女のような天才は抑止力としてとても貴重だった。当時の国王は諸手を挙げて彼女の功績を称えたそうよ」

			　もともと人口や国土の少ない人狼は、大国からすれば、いつ攻略しても構わない獲物だった。

			　パズルの迷宮の利権も、またそれを後押ししていた。

			　実際のところ国境や利権をめぐるトラブルはこれが初めてというわけではなく、日常的に繰り返されてきたことだった。

			　そこに颯爽と登場した天才魔法士。

			　彼らが熱狂するのも無理からぬ話である。

			「その後も彼女は護国の守護神として、戦力の中核であり続けた。そんなときに二人は出会ってしまう……」

			「それが――ライドッグ……」

			　サーシャは松田の予想に無言で頷いた。

			「二人が最初に出会ったのは戦場ではないわ。ライドッグがパズルの迷宮の探索にやってきたのよ。彼もまだ伝説級の探索者になったばかりで、絢爛たる七つの秘宝も持っていなかった頃の話よ」

			　そのときライドッグは、すでに四十代も半ばになろうとしていたという。

			　エルフと違い、人間の一生はあまりにも短い。

			　その寿命を延ばすために、高位の魔法士たちは必死に探索と研究を続けるのである。

			　ライドッグもまたそんな魔法士の一人であった。

			　自分ほどの才能を持つ魔法士が、たかが百年ほどで失われてよいはずがない。

			　高位になればなるほど、人間の魔法士は例外なく寿命を延ばすための研究をしていくことになる。

			　伝説級の魔法士ともなれば、四百、五百年ほどまで寿命を延ばすのは難しくはあっても不可能ではなかった。

			　それでもなお、ライドッグは満足できなかった。

			　彼が求める魔法の秘奥はまだ遥かに遠く、そのために必要な時間が五百年程度で足りるとは到底思えなかったからだ。

			　永遠の命が欲しい。

			　永遠の時間さえあれば、自分ならどこまでもこの魔法を進化させることができる。

			　魔法の発展が世界を幸福にしてくれると、その頃のライドッグは本気で信じていた。

			　そんな理想に燃えるライドッグと、天才として祭り上げられはしたものの、孤高の存在であった人狼の女が出会ったのは、ある意味運命であったのかもしれない。

			　初めて出会う同じレベルの天才同士、しかも異性の相手に二人は急速にその距離を縮めていった。

			「…………まあ、急に恋愛関係とまではいかなかったらしいけどね。二人は公務やら研究やらそっちのけで毎日迷宮の攻略にいそしんでいたらしいわよ」

			　このパズルの迷宮だが、ひとつ大きな特徴を持っていた。

			　それが迷宮内の場所によって、時間の流れが違うという原因不明の現象である。

			　特に二百階層を超えると、時間の速さがほぼ半分以下になる。これは体感時間に対して、実際の時間の経過が半分以下になるという意味だ。

			　この現象の謎が解明できれば、人が人生で活動できる時間を倍以上に増やすことができる。うまく応用することができれば、限りなく不老不死に近づくことも可能であるはずだった。

			　そんな理由で、パズルの迷宮は当時世界的にも人気の迷宮であったという。

			　この迷宮を復活させるために、国をあげて優秀な探索者を動員したのは、故ないことではなかったのだ。

			　おかげでノーラの妹はいい迷惑であったわけだが。

			「…………でも二人の協力は長くは続かなかった。ライドッグは喧嘩別れするようにパズルを去り、女は憑かれたように攻略を進めた」

			「ライドッグは去った？」

			「――――と、伝えられているわよ？　理由はわからない。いつの間にかライドッグの傍らには、もう一人の人狼の女がいたらしいわ」

			「えええっ？　それじゃいったいどっちの女が厄(やつ)介(かい)事を引き起こしたんですか？」

			　てっきり名を残すことすら許されなかった女が迷宮で事故を引き起こし、人狼がライドッグに狙われる原点になったものと思っていたディアナは食い気味に尋ねた。

			「――――詳しいことは私にもわからない」

			　ただでさえ禁忌として言い伝えが途切れがちで、サーシャが聞いた話も正確なものかどうかは甚(はなは)だ疑わしいのである。

			　あるいは主客が転倒していてもおかしくない、とサーシャは思う。

			　彼女にとって、この話はすでに神話の領域なのだ。

			　歴史的事実というには、あまりに時が経ちすぎていた。

			　長老といえども実際に見聞きした者はおらず、人狼が隠れ住むことになったことに対する怨念が、話をどれほど歪ませているか、わかったものではなかった。

			「女のことはいいよ！　早く話を先に進めとくれ！」

			　ディアナと違い、ノーラにとって大切なのは、この迷宮が妹に及ぼした影響とその解除方法である。

			　ライドッグを取り巻く女模様になど、最初からなんの興味もない。

			「……それじゃ先に進めるわね。迷宮を攻略する過程で、二人の不老不死に対する意見が衝突したらしいわ。大抵の場合、長寿を実現しようとする魔法士には二つのアプローチがあるけど、それが何かわかる？」

			「生憎(あいにく)と俺はその辺は素人なものでして」

			　土属性に特化した松田には答えられるはずもないが、ディアナは違った。

			　彼女は知性ある秘宝として、様々な属性の魔法に関するエキスパートでもあったからだ。

			　伊達に終末の杖という異名をとっていたわけではない。

			　ディアスヴィクティナ、終末の杖、またの名を魔法の図書館(マジツクライブラリー)という。

			　殲滅と破壊に好みを全振りしているからわかりにくいが、ディアナはほぼすべての属性魔法を使いこなす万能魔法士である。

			　その驚くべき多様性から、ついた仇名が魔法の図書館。単純に使える魔法の多さだけなら、ライドッグすら凌(しの)ぐと恐れられたものだった。

			　ゆえにディアナにとって、サーシャの問いの回答は至極簡単なものであった。

			「停止か逆行ですね？」

			「うん、さすがに知っているよね。というかなんでマツダは知らないの？」

			「これには山よりも高く海より深い理由(わけ)が……」

			「ステラもわからないです！　わふ！」

			「……ステラちゃんには最初から期待してないわ……」

			　思わずがっくりと脱力するサーシャであった。

			「続けるわよ？　理論的には二つかもしれないけれど、現在魔法士が使用するのは例外なく停止――それも完全な停止ではなく老化を遅くするものよ。エルフの長寿も構造的にはこの停止が劣化したものと考えられているわ」

			「なるほど」

			　年齢には敏感にならざるをえない微妙なお年頃のノーラも、この話題には文句をつけようとはしなかった。

			　アンチエイジングは、女性にとって異世界であっても、共通の関心事なのである。

			「だからエルフのような長寿の種族でもないかぎり、人間が長寿を達成しようとしても肉体の老化は避けられない。いかに伝説級の魔法士だとしても、二十代三十代で完成させられるほど簡単な技術ではないから」

			　サーシャの言う通り、この世界に寿命を延ばした魔法士は何人もいても、その中に若者は一人もいない。

			　大抵は老人になってから、ようやく死期を延ばすだけの力量を手に入れる。

			　エルフであれば、若々しいままに寿命を延ばせるだろうが、逆に彼らはもともと寿命が長いので、自分の寿命を延ばすことに興味がないのだ。

			　ゆえにこの世界で長寿を手にした魔法士は、幻影で見た目を操作することがあっても、実は老人ばかりということになる。

			　不老不死に近づくことができても、若返りに成功した魔法士はいない。

			「ライドッグは停止では満足できなかったのね。肉体、特に脳が老化したままでいることを容認できなかった。彼がパズルを離れたのは、逆行の術式を研究するためだと言われているわ」

			　そのライドッグの決断を人狼の女は受け入れることができなかった。

			　おそらくは彼女なりにライドッグを愛していたからではないか、とサーシャは思う。

			　その後も逆行に成功したという例をサーシャは寡聞にして知らない。

			　魔法技術が今よりも進んでいた当時でも、ライドッグの試みは無謀にしか見えないものだった。

			　そんな無謀な挑戦よりも、確実な長寿を目指すべきだ、と彼女は考えたのではないか。

			「ライドッグと別れた後の彼女は、精神の均衡を失っていく。そして究極の不老不死――自分自身ではなく他人の時を止める実験を開始するの」

			「それはっ！」

			　ノーラは叫んだ。

			　まさにそれこそが妹を侵している症状そのものに思われた。

			「彼女が何を考えたのかはわからない――もしかしたらライドッグを死なせたくなかったのかも。いずれにしろ彼女は選択を間違えた。土台無理なのよ。停止を他人に施すことができるくらいなら、今頃王侯たちはみんな金と権力にあかせて長生きしているわよ」

			　不老不死は誰もが夢見る究極の目標だ。

			　どれほど強大な力を誇ろうと、いかに傾城の美貌を誇ろうと、その時間は決して長いものではない。

			　だからこそ彼らは持てるすべての権限を用いて不老不死、または若返りの研究をさせた。

			　しかしそれが成功したという記録は歴史上一度たりとも存在しないのである。

			　かろうじて見た目だけ老化を遅らせる秘宝(アーテイフアクト)が、伝説級の国宝として存在している程度だ。

			　いまだ死の恐怖から逃れられた者は、この世界には一人としていない。

			　不死者として名高い吸血鬼やリッチも、厳密な意味で不死ではなく、代替作用で寿命を延ばしているに過ぎない。

			　結局少しずつ身体は劣化するし、肉体と寿命が同期しているのでダメージを負うとすぐに消滅する。

			　そんな不完全な生しかないのに、他人の生命まで操ろうとする試みが成功するはずがなかった。

			「結果、パズルの住民の間で犠牲者が出始めた。時間の感覚がおかしくなって、まともな生活ができなくなったり、一週間眠り続けて、逆に一週間起き続けたり」

			「その程度で済めばよかったのにねえ」

			「うん、でも済むわけがないわ。彼女を止められるかもしれなかった人間は、もうそこにいなかったんだもの」

			　研究の意味、成果、構想、そして彼女自身を理解できるただ一人の男は、もうパズルから去っていた。

			「――――そして彼女はついに決定的な事件を起こす。迷宮を探索中の探索者パーティーが時間を止めた状態で発見されたの。停止が不完全だったせいで、彼らは餓死していたわ。見た目はまるで生きている状態そのままに」

			「おい！　ちょっと待てよ！」

			　聞き捨てならなかったのはノーラである。

			　妹の時間が動き出しても、実は死んでいたなど到底認められることではなかった。

			「幸か不幸か、そのときより技術は進歩しているから、死んでいる可能性は排除してもいいわ」

			「……脅かすない。幸も不幸も幸に決まってるじゃねえか！」

			「生きているからこそ、家族は望みを捨てられない。しかも運よく目が覚めた頃には、知っている家族も友人も誰もいないなんてことだってありうるのよ？　いいえ、そんなことより私が怖いのは……」

			　サーシャは冬の冷気にあてられたようにブルリと肩を震わせた。

			「生きている実感もないのに、永遠に死ねないとしたら、それは死ぬことよりも恐ろしいわ」

			　それはサーシャから見れば逸脱と孤独である。

			　誕生し、生きて、死んでいくという世界のサイクルから逸脱してしまった異形であり、そのことが、サーシャには心底恐ろしかった。

			　人の精神というものは、永遠という重みには耐えられないとサーシャは思う。

			　エルフですら、生きていることに倦み疲れる長老も多いというのに、まともな人間に耐えられるはずがなかった。

			「――――話を続けるわね。女は王家の血筋で、今や救国の英雄だから、その実験で多少の犠牲者が出たからといって、なかなか処罰することはできなかったのね。それからも犠牲者は増え続けた。そしてついにあまりに行方不明者の数が多いことで、パズルの迷宮を利用する探索者が激減してしまったわ」

			　さすがにこうなると、王国も女を放置しておくことはできなかった。

			　迷宮の収入は王国の財源として重要な部分を占めていたので、それがなくなるというデメリットを見逃すわけにはいかなかった。

			　折よくというべきか、周辺諸国との関係も、婚(こん)姻(いん)政策や条約の締結により以前より格段に安定したものになっていた。

			「連続探索者行方不明事件の犯人として、女は拘(こう)束(そく)された――――正確には拘束しようとしたけれど逃げられた。女は迷宮内に立てこもり、討伐にきた兵士たちを次々と実験台にしていったの」

			　単身で万騎に匹敵すると謳われた王国の守護神が今や、災厄の化身になろうとしていた。

			　たちまち百を超える騎士の命が失われ、国王は決断を迫られる。

			　軍による集団戦に向いていない迷宮では、古来より探索者こそが最大の力を発揮するのだ。

			　莫大な報酬を約束して、各地から優秀な探索者が集められた。

			　そのなかに、あのライドッグとともにパズルを離れた人狼の女の姿があったという。

			「ライドッグの姿はなかったらしい。女がこれまでどうしていたのか、知る者は誰もいなかった」

			「私たち絢爛たる七つ秘宝も知らない存在ですね。造物主様は妻も弟子も取らぬ人でしたから」

			　ライドッグは孤独な男だった。

			　子供は作ったがすべて私生児ばかりである。

			　行く先々で歓迎され、国王と同格のもてなしを受けはしたが、一人たりとも懐に入れようとはしなかった。

			　かといって松田のように秘宝や使い魔を、同等の人格として扱うわけでもない。

			　あのライドッグの孤独を、ディアナは今さらながらに恐ろしく思うのだった。

			「おそらくはその人狼の女が、不老不死の術式についてのエキスパートだったんだと思う。紛らわしいから、この女を覆面(マスク)と呼ぶわね」

			「マスク？」

			「なんでもその女は、ずっと覆面を外そうとはしなかったらしいのよ」

			「なるほど、それで覆面(マスク)ね」

			「この先は、ほとんど私の推測だからそのつもりで聞いてね。さすがに精鋭の探索者たちを相手にするのは、女にとっても無理だった。たちまち彼女は追いつめられたの」

			　どれほど優秀な魔法士でも、同じく優秀な探索者が連携をとって攻撃してくれば傷つき退却を余儀なくされるものだった。

			　うまく退却できただけでも、彼女の力は空恐ろしいもので、過剰にすら思われた戦力が決して過剰ではなかったことを証明した。

			「追いつめられた彼女は切札の停止魔法を発動させた。でも、それはやはり不完全だったの。人の肉体の老化を完全に停止させることができれば、理論的にはいかなるダメージも無効化させることができる。止まっているものを傷つけることはできないから」

			「…………それはもう老化停止とかいう次元の問題ではないような」

			　単なる不老不死ではなく、完璧なる状態の保存。それができたらもはやそれは人間ではない。神の所業だ。

			「まあ、当たり前よね。人が本当の意味で不老不死になったら、それはもう人ではないもの」

			　どうやらサーシャの感想も松田と同様であったらしい。

			「でもさすがは天才と謳われただけあって、女を殺すことはできなかったらしいわ。討伐に参加した探索者たちもあわや、という時、覆面(マスク)が女の術式を逆手にとり、彼女を時間の牢獄に封じ込めた――とされているの」

			「歯切れが悪いわね」

			「もっとも大事な証人となるべき覆面が、その場で命を失ってしまったから、すべては憶測にすぎないのよ。いずれにしろ覆面が命を懸けた牢獄を解放するには、彼女と同等の天才が必要だった。だから当時の国王は迷宮を完全に封印することを決めた」

			「思った以上にやばい話じゃないか」

			　下手をすれば当代最高レベルの探索者が束になっても敵わなかった伝説の魔女とご対面ということになる。

			　そもそも松田では覆面が施した牢獄の封印を解除することもままなるまい。

			　ボスモンスターを倒せばよいだけの迷宮攻略とはあまりに勝手が違いすぎた。

			「そう、だから里から術者を集めて再封印するしかないと思うのだけれど……」

			「冗談じゃないよ！」

			　反射的にノーラは叫んでいた。

			　再封印するということは、妹たちを見捨てるということだ。

			　それができるくらいなら、ノーラはこんな年齢(とし)まで血のにじむような努力を続けてこなかっただろう。

			　これは彼女がようやく得た、ほんのわずかな希望の光なのだ。

			「この遺跡が暴走すれば、何十倍何百倍も犠牲が出るかもしれない。その責任が貴女にとれるとでも？」

			「生憎、妹を捨てるくらいなら、誰にどれだけうらまれようと本望さ！」

			「――――マツダ、貴方は理解してくれるわね？」

			　正直なところ、サーシャにとってノーラは全く脅威ではない。

			　今この場においては、ディアナやステラを従える松田こそが最強の存在だった。

			　人狼の戦巫女たるサーシャの実力をもってしても、今の松田は対抗することが難しい。

			　ディアナとフォウが絢爛たる七つの秘宝だと判明した今では、なおのことだ。

			「――臭いものに蓋をするって嫌いなんですよね」

			　面倒なものは誰しも先送りしたいものである。

			　それは国家だろうと企業だろうと変わらない。

			　その結果、真面目で誠実な者ほど貧乏くじを引かされる。

			　退職した本当の責任者はうまく逃げ切り、本来なんの責任もない人間が首を斬られるのだ。

			　そうした先送りというものが松田は嫌いだった。

			　というか、そもそも松田が地方支社に飛ばされたのが、前任者の尻ぬぐいのためである。これで嫌いにならないほうがどうかしている。

			「では貴方ならこの問題を解決できると？」

			「わずかながら糸口は見えますので、試してみる価値があるかな、と」

			「貴方は魔法には詳しくないと言っていたと記憶しているけれど？」

			　解決できるなら、これほど長く封印を続ける必要などない。

			　伝説級の探索者すらさじを投げたのが、このパズルの迷宮なのである。

			「話してしまって構わないだろうね？　ノーラ」

			「ふえ？」

			　急に話題を振られたノーラが、なんのことかはわからずに間抜けな声をあげた。

			「彼女には非常に稀少な魔法完全無効のスキルがある。この災厄の大本に刃を届かせることも……あるいは」

			「あああああああああああっ！」

			　今さらのように松田の言っていることに気づいて、ノーラは叫んだ。

			「もしかしたら、このスキルでマリーカも？」

			「それができればいいんだけど……試してみるかい？」

			　どうして気づかなかったのだろう！　と慌ててマリーカが安置された洞窟へ飛び出していったノーラだが、しばらくして見るからに気落ちした表情で戻ってきた。

			「…………駄目だった」

			「いい思いつきだと思ったんですが、やはり大本を潰さなきゃ駄目ですか」

			　ふう、と松田は嘆息する。

			　おそらくは駄目だろうという予感はしていた。

			「本気でやる気なの？」

			　あまりにも分の悪い賭けだ、とサーシャの瞳が語っている。

			　正直なところ、そこまでの義理は松田にはないはずだった。

			　しかしここまできてマリーカを見捨てるという決断は松田にはできなかった。

			　我がままに生きる。

			　そのためについに国家を相手に戦って勝利した。

			　幸せそうなハーレプストとラクシュミーを見たときに、自分も変わりたいと思った。

			　同時にあの二人も所詮は同じだと囁く自分もいる。

			　本当に危なくなったら、いつでもマツダを切り捨て自分の幸福を追求するはずだ。信じたらいけない。

			　残念ながら、松田の本音はそれを否定できないでいる。それでも変えたい。変わりたいと思う。

			　その気持ちを今は大事にしたかった。

			「――――お父様、私も攻略すべきだと思います」

			　おそるおそる松田に口を出したのはディアナである。

			「ここには絢爛たる七つの秘宝の気配があります。何も確かめずに封印してしまうべきではありません。貴女もそう思うでしょう？　クスコ？」

			『そうね。多分、間違いないわ』

			「そんな……ありえないわ！　ここは千年以上前に封印されているのよ？　確かに封印は歪んだかもしれないけれど、それだって十年ちょっと前の話でしょう？」

			　時系列がおかしいとサーシャは言った。

			　いつ絢爛たる七つの秘宝が造られたか定かではないが、ライドッグ存命中であると考えて間違いはないだろう。

			　この遺跡が封印されたのは、人狼がまだライドッグに狙われる以前の話だ。

			　ライドッグの死後、秘匿されたといえど、絢爛たる七つの秘宝をこのパズルに隠すのは不可能であるはずだった。

			「わかりません。でも私はこの感覚が正しいと信じます」

			　そしてすがるように松田を見つめるディアナに、松田は苦笑するように優しく頷いた。

			「ですから、サーシャさん。俺たちはこのパズルの迷宮に挑みます」

			　ノーラやマリーカに対する同情心ではなく、強い己の意志が松田の瞳に宿っているのを見て、サーシャも説得を諦めた。

			「…………仕方がないわね。でも、それはそれとしてこっちも再封印の準備は進めさせてもらうわよ？　場合によっては貴方たちを見捨ててこの遺跡を封印するわ」

			「それはまあ、やむを得ないですね」

			　松田には松田の事情があるように、サーシャにはサーシャの事情がある。

			　まして攻略の如何によっては、さらに破滅的な暴走が引き起こされないとも限らないのだ。

			　サーシャがそれに備えるのはむしろ当然のことであろう。

			「ありがとうマツダ！　私はあんたを信じてたよ！」

			　感極まったノーラが勢いよく松田に抱きつくと、豊満な胸をギュッと松田の胸に押しつける。

			　グニャリという魅惑的な柔らかさと弾力の感触に、松田も思わず口元が緩むのを抑えることができなかった。

			「おうふ」

			「不潔です！　お父様！」

			「ご主人様、すぐに離れるです！　わふ」

			「なんか貴方たちと話していると、事の深刻さを忘れるわよ……」

			　こめかみを押さえて、サーシャは苦笑しながらふるふると首を振った。

		

	
		
			　

			第百三十一話　攻略の始まり

			　

			　パズルの迷宮はライドッグが生きた時代よりもさらに古く、一説には大陸でもっとも古い迷宮とも言われる。

			　その謎はいまだ解明されておらず、もし封印が解かれたことが知れ渡れば多くの探索者が来訪することは確実であった。

			　何よりパズルには世界中どの迷宮にもない、あまりにも魅力的な研究対象がある。

			　すなわち、特異な時間の流れである。

			　そこには全人類の悲願のひとつでもある、不老不死への鍵が隠されていると言っても過言ではなかった。

			　もしかするとライドッグが生きていた頃より遥かに昔、いまだこの世界で認知されていない文明の英知の技なのかもしれない。

			「――――召喚(サモン)、ゴーレム」

			「いつ見ても反則よね」

			　単純な戦闘力以上の汎用性が、松田のゴーレムにはある。

			　探索者として数多くの迷宮で、死と隣り合わせの経験をしてきたノーラにとって、それは全くの反則であった。

			　ゴーレムは文句も言わず、疲労もせず、罠(わな)にかかって破壊されてもすぐに再召喚されるだけだ。

			　大概の魔物など、その性能と数の暴力で、鎧(がい)袖(しゆう)一(いつ)触(しよく)に滅ぼされてしまう。

			　ほとんどノーラが何もせぬままに、どんどん攻略が進んでいく。

			　三十階層ほど降りると、そこはごつごつとした岩が転がる荒野になった。

			「確かここは夜の荒野だったね」

			　サーシャの言葉を思い出して、ノーラは呟いた。

			　明るい月夜のようなぼんやりとした銀の輝きが、荒野に降り注いでいる。

			　この階層付近は、時間の流れが速いため、体感時間では半日でも地上では一日が経過しているらしい。

			　そのため低級の探索者は、このパズルで探索することを嫌がったそうだ。

			　その後一定の階層ごとに、時間の流れは遅くなったり速くなったりを繰り返す。

			「ま、そのかわり魔物さえ対処できればすぐに突破できるけど」

			　

			　ギャピピ！（な、なんだこいつら？）

			　グルルルル！（すごい数だ！）

			　ゴッホゴッホ！（いくら倒してもきりがないぞ！）

			　モルスアアアアア！（もうだめだああああ！）

			　

			　それはもはや蹂(じゆう)躙(りん)としか表現しようがなかった。

			　魔物は数がいても、集団戦を戦うことはできない。

			　しかし松田は先ごろヴィッテルスバッハ公国との戦いにおいて、集団が個を凌駕するケースがあることを体験した。

			　もともとゴーレムは一個一個が松田の分身であり、十分な連携が取れていたが、今はさらに状況の変化に対処するための即応予備をおいて不測の事態に備えている。

			　そうすることで余裕が生まれ、下手な陽動に引っかかるリスクも少なくなっていた。

			「えげつねえ……」

			　盾騎士、槍騎士、弓騎士、そして空からグリフォン、と全く隙のない集団ゴーレム運用は強力な魔物ですら手も足も出ない。

			　どこまでも理詰めでリスクのない戦い方に、思わずノーラが相手に同情してしまうほどであった。

			　ノーラやステラたちが暇を持て余しているうちに、あっさりと夜の荒野は突破された。

			　

			「お父様！　次はディアナにも戦わせてください！」

			「ステラも！　ステラもご主人様のお役に立ちたいです！　わふ」

			　あまりに圧倒的なゴーレムの前に、出番のなかったディアナとステラが不満の声をあげた。

			　ある意味、いつもの光景である。

			「私は楽をさせてもらえるのなら、それにこしたことはないんだがね」

			「ディアナお姉さま！　守りはこのフォウにお任せください！」

			　深刻さを一切感じさせないやり取りに、サーシャは身震いするような恐怖を感じていた。

			（何よ……これ！）

			　強力な個人も集団には勝てないというのが、この世界の常識であるはずだった。

			　魔力も体力も無尽蔵ではない以上、伝説級の探索者といえど一人では国を相手に戦うことはできない。

			　だからこそ国家の束縛を嫌う伝説級探索者は、迷宮の主としてそこに引きこもるのである。

			　迷宮は集団の戦いに向かないうえに、魔物や罠で自らを守ることができるからだ。

			　しかし松田の戦いぶりは、その常識を根底から覆(くつがえ)すものであった。

			　ゴーレムの恐ろしいところは、その汎用性の高さに尽きる。

			　万の軍勢を吹き飛ばす極大魔法の使い手も、その背中は無防備なものだ。

			　ライドッグが国家も手出しできないアンタッチャブルとして君臨できたのは、自立して行動できる絢爛たる七つの秘宝と使い魔の存在が欠かせない。

			　さらに地中から空中まで隙なくゴーレムを展開できる松田は、このまま成長すればライドッグをも凌ぐ魔法士になるだろう。

			　はたしてそれがよいことなのかどうか、サーシャには判断がつかなかった。

			　――――恐ろしい。

			　人柄がどれだけ誠実であっても、日頃の行いがどれだけ優しくても、強すぎるということはそれだけで恐ろしいものだ。

			　サーシャ自身もまた、優秀な戦士であるために、同年代の友人からは浮いた立場であった。

			　それを恨んだことはないが、理不尽だと思う自分もいた。その考えが吹き飛ぶような感覚である。

			　サーシャはかろうじて、松田に対する恐怖や、将来の危険に対する想像を抑え込んだ。

			　これ以上考えると、今のうちに松田を殺しておいたほうがよい、などと考えてしまいそうだった。

			　かつてライドッグも経験した強者ゆえの畏れ。

			　松田の力も、いつの間にかその足元程度には達していたようである。

			（いけない。彼はステラちゃんの大事な人なのに…………）

			　もしかすると、再封印の前に松田たちは、本当にこのパズルを攻略してしまうかもしれない。

			　はたしてそれがよいことなのか、サーシャには判断することができなかった。

			　

			　一気に五十階層ほども潜ると、神殿型の階層エレベーターを覆うようにして巨大なムカデがうねうねと身体をくねらせている。

			「気持ち悪いです。わふ」

			「ばらばらにしても油断できないですから、跡形なく燃やしてしまいましょう」

			「階層エレベーターまで破壊しそうだから、禁呪はなしな」

			「お父様のいけず！」

			「いい加減、お前は火力から離れろ」

			　ちゃんと他の魔法も知っているくせに、最大火力魔法をぶっ放そうとばかりするから性質が悪い。

			「――簡単に言ってるけど、あれは魔法が効きにくいわよ？　フィア・センチピードって毒と恐慌を付与してくるから気をつけて」

			「生憎俺のゴーレムには毒も恐慌も効かないよ」

			「……それもそうね」

			　人間なら致命傷になりうる状態異常系の魔法やスキルが、松田のゴーレムには全く効果がない。

			　自分では戦う必要のない松田は、まさにゴーレムたちに君臨するゴーレムの王だ。

			　松田の二つ名はゴーレムマスターだが、ゴーレムキングの名こそ相応しいとサーシャは思う。

			「さて、召喚(サモン)ゴーレム！」

			　確かにムカデは生命力の強い魔物だが、すりつぶしてしまえば何の問題もない。

			　松田は巨大なメイスを担いだサイクロプスゴーレム四体を召喚する。

			「フォウ、念のため防御を頼む」

			「任せて！」

			　ライドッグのような魔法士ならばいざ知らず、フィア・センチピード程度の攻撃ではフォウの盾は突破できないだろう。

			　不可視の盾と、新型ゴーレム十二体の円卓騎士(ナイトオブラウンズ)に守られた松田は、傲然とフィア・センチピードを睥睨した。

			　円卓の騎士は、現在松田が運用できる騎士型で最強のモデルである。

			　全長はおよそ三メートルで、長剣と盾を装備しているだけでなく肩部に砲撃用のランチャーを装備する。

			　強度も並みの騎士ゴーレムとは一線を画し、特に転移による奇襲をしてくるであろう、リアゴッドの一撃に耐えうる魔法耐性付与が施されていた。

			　まずフィア・センチピードでは、損傷を負う心配はないであろう。

			　あのレベルのフィア・センチピードならもちろんサーシャでも勝てる。

			　だが楽に勝てるとは思わないし、油断して戦えば万が一のこともある相手だ。

			　しかし松田が負ける姿は想像がつかなかった。

			　空からグリフォンゴーレムが牽制のブレスを吐きつける。

			　そしてサイクロプスゴーレム二体が、巨大な岩石を思わせるメイスを力任せに振りかぶりフィア・センチピードの頭部に叩きつけた。

			　同時に残る二体のサイクロプスゴーレムはメイスを胴体へと投擲する。

			　まるで隕石が落下したような轟(ごう)音(おん)とともに、フィア・センチピードは頭部を撃砕され、胴体を三つに引きちぎられて戦闘力を失った。

			　まだちぎれた胴体がそれぞれビクビクと痙(けい)攣(れん)して、本能的に道連れを探しているが、ゴーレム相手にはせっかくの毒も効かない。

			　ほんの数分ほどで、完全にフィア・センチピードは沈黙し巨大な魔石を残して消滅した。

			「さて、一旦地上に戻るか」

			「はいです！　わふ」

			「もう少し進みたかったけど……ま、仕方ないさね」

			　和気あいあいと帰還しようとする松田たちの中で、サーシャだけは素直に喜べないでいる。

			　今さらながら、絶対に秘匿しなくてはならない人狼の存在――サーシャが隠れた人狼の里の戦巫女であることを知り、ステラを所有する松田の動向が問題になりつつあった。

			（彼の存在は報告する必要があるわね……長老がどう判断するかわからないけど、私の手に余るのは確かだわ）

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なんじゃあこりゃあああああああ！」

			「あ、一応買い取りできるんだ」

			「ふん、これでもギルドの出張所ですからね。最低限の仕事はしますとも。しかしこの魔石はさすがに無理です。現金が足りません」

			　地上に戻った松田たちを出迎えたクロードは、フィア・センチピードの魔石に目を白黒させた。

			「もしかして、こんな魔石が簡単に出てくるのですか？」

			「いや、それはマツダが規格外すぎるから参考にしないほうがいいぞ」

			　ノーラはクロードの表情に、これまで見たことのない欲望の色が宿るのを見て慌てて訂正した。

			　すでにクロードの年齢は六十も半ばであろう。

			　このパズルに左遷されてきたことを考えても、さほどの待遇を受けてきたとは考えられない。

			　では老人になれば欲は少なくなるのだろうか。

			　決してそんなことはない。

			　むしろ残る生が少ないからこそ、目の前の好機(チヤンス)を逃すことに耐えられないものだ。

			　残された時間が少ないということは、それだけで老人の心の余裕を奪う。

			　世情、老人が簡単な投資詐(さ)欺(ぎ)や健康食品詐欺に騙されてしまうのはそのためだ。

			　もしこのパズルの迷宮が正常に稼働すれば、その収益は莫大なものとなるだろう。

			　その手柄をもってすれば、クロードにも一発逆転の機会が与えられる。

			　不遇の時間が長かったからこそ、クロードの胸中に黒い灯火が灯るのは、ある意味、当然の成り行きであった。

		

	
		
			　

			第百三十二話　ノーラの帰宅

			　

			「さて、良かったらうちに泊まるかい？　少し狭いが、どうせあんたら同じ部屋で寝るんだろ？」

			　ギルド出張所を出てサーシャと別れた松田に、ノーラは軽く声をかけた。

			　とはいえ、どことなく気恥ずかしさが隠しきれていないのは、ノーラの両親がいまだ健在で暮らしているからだ。

			　適齢期をとうにすぎたノーラが、松田を連れて帰れば、両親がどんな反応をするか想像に難くない。

			　まず間違いなく、結婚相手、少なくともその候補だと思われるのは確実だった。

			　もっともそうした雰囲気さえ利用してしまおうと考えているノーラである。

			　いつの世も婚活女子は強かでたくましい。

			「そういうことなら、お世話になろうか」

			　ノーラの生家は、意外にも牧歌的な赤い屋根の平凡な民家だった。

			　庭で鶏に餌を与えていた初老の女性が、ふと気配に気づいたようにこちらを見上げた。

			　少しふくよかだが目鼻立ちのはっきりした造形が、どこかノーラの面差しに似ている。

			「ノーラ！　あんた、今までどこで何をやってたんだいっ！」

			　どうやらノーラの気の強さは母親譲りのようだ。

			　鼓膜が痛くなりそうな大声でいきなりノーラの肩を掴むと、力任せにがくがくと揺さぶる。

			　戦いで鍛えたノーラに抵抗を許さぬ剛腕ぶりであった。

			「いたたたた！　相変わらず馬鹿力だな。母さん」

			「せっかく私に似て美人に産んでやったのに。あんたときたら、女だてらに剣なんかぶら下げて…………」

			　この時点でようやくノーラの母は松田たちに気づいた。

			「なんだい、もしかして亭主を連れてきたのかい？」

			　意味ありげにノーラの母は松田をつま先から頭のてっぺんまで見回した。

			「冗談じゃありませんわ！」

			「ご主人様は私のなのです！　わふ」

			「こんな大きな子供、いつの間に産んだんだい？」

			「ステラはノーラの子なんかじゃないのです！　わふわふ」

			「お父様とノーラはただの商売仲間なんですから、勘違いしないでください！」

			　抗議するディアナとステラに対して、ノーラの母親はさもわかったように、うんうんと頷く。

			「コブつきとは、お前もなかなか特殊な趣味をしているね」

			「誰がコブつきですか！」

			「ステラ、コブじゃないのです。わふ」

			「お前ら、からかわれてるだけだから、いい加減、反応するのはよせ」

			　泰然と松田はステラとディアナの暴走をたしなめた。

			　この程度のいじりで動揺しているようでは社畜は務まらない。

			　自分より年上のオジサンやオバサンを部下にして円滑に使おうと思ったら、自分からいじられにいくくらいのメンタルがなければ、やっていけないのだ（偏見）。

			「タケシ・マツダと申します。ノーラのお母さんでいらっしゃいますか？」

			「…………つまらないね。そこはお義母さん、娘さんをくださいというところだろう？」

			「生憎今のところその予定はなくて……」

			「ふん、あくまでも今のところは、だろ？」

			　松田の肩にことん、と額を預けてノーラは自信満々に笑う。

			「ノーラ、男を捕まえるのに仁義は無用……私がお父さんを捕まえるのにどれだけ手練手管を使ったか……わかってるね？」

			「任せておいてよ。私は母さんの娘だよ？」

			「ふっふっふっ！」

			「あっはっは！」

			　ノーラの母、ペリザードは勢いよく笑った。

			　ライバルを蹴落とし、外堀を完全に埋め尽くして今の旦那――ノーラの父であるコーエンと結婚したのはもう三十年近く前になる。

			　当然デキ婚で、結婚式の日にはすでにお腹の中にはノーラがいた。

			　娘にそんな自分の遺伝子が受け継がれていることを確認したペリザードは、満足げに頷くのだった。

			　夕方になり、仕事から帰ってきたコーエンは、ペリザードと違い、いたって常識人であった。このことは松田のみならず、ディアナやステラの胸にまでも苦い感情を覚えさせた。

			　いつの世も捕食する側と捕食される側がある。それはその後の結婚生活が幸せかどうかとは別の問題として厳然と存在する。

			　松田の同僚たちも、そうとは気づかぬままにどれだけ捕食されていったことか……。

			（ま、結局奪幸せな奴が勝ちなんだけどね）

			　誰にも捕食される機会すらなかった自分が負け組であることは、松田自身は一番よくわかっていた。

			　

			「それでうちのノーラはどうかな、マツダ君？」

			　素朴でありながら、相当な料理の腕――これもコーエンを落とすために培われたのだろうが――の冴えをみせたペリザードの夕食に、松田たちは舌鼓を打った。

			　貴重であるはずの蜂蜜酒(ミード)も開けているあたりは、かなりの奮発であると言える。

			　もっとも何年経っても姿を見せなかった娘が帰ってきたのだから当然か。

			　それにしてもコーエンよ。普通父親は娘が嫁に行くのは嫌がるものではないのか。

			「男勝りではあるんだけどねえ。とても優しくて面倒見のいい娘なんだよ」

			「――――そうでしょうね」

			　コーエンの言う通り、ノーラは優しい女なのだろう。

			　彼女のように美しく年頃の女性が、自ら探索者となって妹のために人生を捨てるような決断をするのには、恐ろしく勇気が必要であったに違いない。

			　だが同時に、その優しさはあくまでも家族に向けたものだ。

			　家族を守るためには、あえて他人の幸せを踏みにじる冷酷さも、ノーラは持ち合わせている。

			　あのフェイドルの迷宮で、リアゴッドの介入がなければ、下手をするとノーラは松田を殺そうとしていたかもしれないのだ。

			　今も彼女は、妹を救うためなら、あえて松田を裏切るだろうし、それを松田は悪いことだとは思わない。

			　しかし本当に裏切られたら、以前と同じように無感情でいられるか、松田には自信がなかった。

			「んふふふ……ねえマツダ。これ私が作ったんだよ？　ちょっと味見してちょうだい？」

			　ノーラは松田の返事にそんな葛(かつ)藤(とう)があったとは思わず、肯定的に受け取ったようであった。

			　甲斐甲斐しく手作りの煮込み料理を松田に差し出すと、すぐにディアナとステラが反応した。

			「お父様は自分で食べられます！」

			「ステラだって、ちゃんと料理くらい作れるのです！　わふ」

			　いやいや、ステラ(おまえ)が作れるのはワイルド感溢れる焼き物だけだろう。

			「ふん！」

			　その辺を見越しているのか、ノーラは完全にドヤ顔の姿勢を崩さない。

			　こればかりは女性としての年季と経験がものをいう。

			　身体機能の大部分を人間と同じように再現しているディアナだが、残念ながら味覚まで再現できているとは言い難い。

			　失われた知識の００６の素体も、そこまでの再現はできていなかったのだ。

			　器用なディアナだけに、正確な味覚さえあれば相当に料理の腕もあがる気はするのだが。

			「いいねえ。華やかだねえ」

			　コーエンさん、悪いが貴方の目は節穴です。

			「ここにマリーカがいてくれたら、それ以上何も望まないんだけどねえ」

			　さっと空気が凍りつくのが、こうしたことに鈍感なステラにもわかった。

			「あんた、それは…………」

			　苦々しい声でペリザードがコーエンをたしなめる。

			　そこでようやく気づいたように、コーエンは慌てて頭を下げた。

			「ああ、すまない。気にしないでくれ。ステラちゃんやディアナちゃんを見ていると、ついつい思い出してしまうんだ。いつまでたっても変わらないあの娘の姿がつらくて、もう何年も会いに行っていない情けない父親なのにね……」

			　コーエンは寂しそうに、力なく顔を俯かせた。

			　確かに情けなくはあるのだろう。

			　しかしそれを責める気持ちにはなれなかった。ペリザードやノーラもそうらしい。

			　たとえどれだけつらくても、死んでしまえば人はそれを受け入れ、新たに前を向くことができる。

			　しかし時が止まってしまったマリーカには、その変化がない。

			　生きている喜びも死んでしまった悲しみもなく、ただ永久に止まってしまった事実だけが残される。

			　そんな中で不可能に近い挑戦を諦めないノーラが特殊なのであって、コーエンのような凡庸な男が諦めに身をゆだねるのは無理からぬことであった。

			　そんな暗い空気を吹きとばすように、ノーラはパンパンと両手を合わせた。

			「気にすることないよ、父さん。もうすぐ何もかも元通りにしてみせるから」

			　胸を張り、堂々とノーラは言い切った。

			　もちろん、それはただの心意気であって、具体的な手段があるというわけではない。

			　それに今は解放されたパズルの迷宮という確かなアテがある。

			　そうだとしても、ノーラのこの心の強さは改めて松田に新鮮な衝撃を与えた。

			　人は諦めを受け入れる生物であって、コーエンのようにつらい現実から逃げるほうが楽なこともある。

			　特に社畜時代の松田の生き方はそういうものだった。

			「そうだろ？　マツダ」

			　ノーラにまぶしい笑顔を向けられて、松田は困ったように苦笑した。

			「微力を尽くしましょう。俺なりに」

			　

			　夕食後、コーエンは得意気に自宅の風呂を自慢した。

			「ここは綺麗な水と薪材だけは豊富だからね。大抵はどこの家庭でもお風呂は充実しているんだけど、うちはその中でも広いと思うよ？」

			「ま、数少ない道楽だしね」

			　また始まった、と言いたげにペリザードも肩を竦めた。

			　パズルの街は地方都市としてはそれほど小さなものではないが、郊外の農家となるとやはり娯楽は少ないものだ。

			　大きな湯舟は、コーエンの数少ない自慢の種なのに違いなかった。

			「楽しみですね？　お父様」

			「久しぶりのお風呂なのです！　わふ」

			「…………何をナチュラルに幼女と入ろうとしているのかな？　マツダくん」

			　温厚を絵に描いたようなコーエンの声は、氷のように冷たいものだった。

			　もっとも、ようやく娘が連れてきた男が、当たり前のように小さな女の子とお風呂に入ろうとしたら、男親ならば誰もが同じ反応を示すかもしれない。

			　顔は非常ににこやかなままなのが、また恐ろしかった。

			「たまには男同士の連帯を強めるというのも必要なことじゃないかな？　もう少し酒に付き合ってくれたまえ」

			　その目が絶対に逃がさないよ？　と語っていた。

			　つい、いつもの癖でディアナやステラにつられてしまった松田は、苦笑しながら背中に冷たい汗を流すしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「お父様と入りたかったのに…………」

			「…………わふ」
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			「あんたらもそろそろ他人の目を気にすることを覚えなよ」

			　呆れながらノーラは広い湯舟に長い手足を伸ばす。

			　筋肉はついているはずなのに、女性らしい柔らかさが損なわれていない見事なプロポーションであった。

			　特にぷっかりと湯に浮いている脂肪の塊は圧巻だ。

			　感覚がマヒしているのかもしれないが、ノーラから見れば、松田が幼女マスターと綽(あだ)名(な)されるのは気の毒というしかない。

			　そのうえ松田が人間不信気味で、美女や美少女の誘惑にもいたって淡白な反応しかしないからなおさらだ。

			　でも密かにノーラは、松田も一人の成年男性であって、実は胸を押し当てられると体温が上昇して腰が引けることに気づいている。

			　たまに自慢の巨乳に視線を向けられることもあるから、興味がないというわけでもなさそうだ。

			　少々頑なすぎる面さえクリアできれば、陥落させることも不可能ではないと考えている。

			　場合によっては既成事実を迫ることも視野に入れているが、そのためにはディアナとステラ、フォウにクスコの目を免れる必要があった。

			　いざ松田と二人っきりになることができれば、ノーラには魔法完全無効という切札がある。

			　時間は短くとも、ああして、ああすればいかに松田でも……と夢想するノーラであった。

			「本当に広いですね」

			「ま、五人くらいなら余裕で入れる広さはあるよ。それだけが自慢だけれどね」

			　特に豪華というわけでもなく、景色がよいというわけでもない。

			　露天風呂はさすがに防犯上問題がありすぎるので、よほど金のある旅籠(はたご)や貴族でもないとなかなか維持できるものではなかった。

			「ステラちゃん、また胸が大きくなったんじゃない？」

			「そうですか？　わふ」

			　そうは言いながらもステラはうれしそうにまだ控えめな胸に手をおいた。

			「くっ……私だって本当は……」

			「お姉さま、お姉さまはそのままのほうが……」

			「フォウに私の気持ちはわからないわっ！」

			　松田の理想像に近い身体を手に入れるはずであったディアナは、親の仇でもみるような目でノーラの巨乳を睨みつける。

			　本人はばれていないと思っているようだが、たまに松田がノーラの胸の谷間をチラ見しているのは、ノーラ本人だけでなくステラもディアナも気づいていた。

			　子供でも女性は視線に敏感なものだ。侮れない。

			「ご主人様も大きな胸のほうが好きですか？　わふ」

			　湯舟にぷっかりと浮かぶノーラの巨乳をうらやましそうに見て、ステラは呟いた。

			「そこは人の好みってもんがあるからねえ……ま、嫌いな男は少ないだろうけどね」

			「ステラも早く大きくなりたいです。わふ」

			「あんたは見込みありそうだと思うわよ？」

			　まだようやくＢカップ程度のステラだが、身体を動かすのが好きでカロリーを消費している割に、ほどよい脂肪の付き方をしている。

			　ノーラの経験上、こうした女性は胸が大きくなる確率が高かった。

			「ステラのくせに……私だって……私だって……」

			「ディアナも可愛いですよ？　わふ」

			「天然そうにみせるけど、絶対わかって言ってるでしょ！　貴女！」

			「わふ？」

			　そんな微笑ましい？　やりとりをしている二人を、ノーラはゆっくりと湯舟に肩までつかって眺めながら、彼女たちが松田に向けている感情について考えていた。

			　ディアナのそれはファザコンに近いものだが、ステラは明らかに異性として松田をみている。

			　もっとも情緒が育ちきっていないので、子供の初恋に近しい程度ではないかとノーラは思う。

			　しかしだからといって侮ってはかかれない、とノーラは見ていた。

			　ステラのような勘の鋭いタイプは、心が成熟がしていなくても男を捕まえる好機を肌で知っている場合がある。

			　こう言ってはなんだが、従姉がこのタイプで、幼なじみの男に子供の頃から狙いを定め、見事に捕まえていた。

			「…………どうしたらこんなに胸が大きくなるですか？　わふ」

			　興味津々という体でステラに問いかけられたノーラは、胸を張っていささかも形の崩れていない見事な巨乳を見せつけた。

			「適度な食事と、身体を鍛えることと……好きな男の視線を意識することだな」

			「ノーラはいっぱい好きな男の人に見られたですか？　わふ」

			「ごふっ！」

			　素朴なステラの質問に思わずノーラは噴き出す。

			　急にあることを思い出してしまったからだ。

			　――実のところ、ノーラは処女(おとめ)である。

			　探索者などという男所帯で、腕っぷしも強いから度胸は据わり、下ネタも豪快に笑い飛ばすようになった。

			　男慣れしているようにみせかけ、女だからとからかわれないよう演じて見せるのが癖になっていた。

			　それが当たり前であったために、いつしか自分が百戦錬磨のように錯覚していたが、よく考えたら耳年増なだけでステラたちとあまり立場は変わらなかった。

			　しかもすでに三十路が迫っている…………。

			（しまった！　おこちゃま相手にえらそうにしている場合じゃなかった！　ハヤクナントカシナイト……）

			「あれ？　顔が赤いですよ？　ノーラ、のぼせたですか？　わふ」

			　美しい空を見上げているうちはわからなくても、いざ下をみると断崖絶壁であることに気づけば人は立っているのも恐ろしくなるものだ。

			　人は年齢を重ねるにつれ、自分の望む姿、あるいは他人が自分に求める姿を演じることに慣れていく。

			　また、そうであるよう社会が強制するといってもよい。

			　三十路過ぎても白馬の王子を待つお局がいたら、痛いと思わないだろうか？

			　言葉遣いや物腰にしても、やはり年相応というものを人は求める傾向にある。

			　そして同様に、本当の自分を押し隠して年相応を演じる女性も数多く存在する。

			　かつて松田の部下で、三十代前半で結婚した明るいオバサンのような、さっぱりした性格の女性がいた。

			　ところが結婚式の数か月後、深刻そうな表情で彼女に相談があると告げられる。

			　てっきり妊娠がわかって退職するのだろう、と松田は思った。

			　育児休暇制度もあるにはあるが、松田の業界で採用されたことは、ほぼないに等しい。

			　彼女は貴重な戦力なのだが、こればかりは致し方のないことだ。

			　会社はブラックでも、松田は社畜である自分を他人に強制することが嫌いなタイプであった。

			　だからこそ自分を極限まで追い込んで死に至ったともいえる。

			「――――実は夫と離婚の危機なんです」

			「ええっ？」

			　彼女の夫は同業者で松田もよく知る人物であり、たった数か月で離婚されるほどひどい男とも思われなかった。

			　ところが、話を聞くとオバサンのように下ネタにも平気だった彼女は、実は処女でどうやら彼のほうも童貞であったらしい。

			　それで初夜に破瓜の痛みで絶叫して暴れた彼女の反応をみて、ちょっとしたＥＤになってしまったらしく、それ以降レスに、という流れのようだ。

			（こいつ……それを俺に話してどうするつもりなんだ？）

			「支社長なら、接待とかでいろいろ経験豊富そうだから……」

			（わかってねえな！　接待は自分が楽しんじゃいけねえから接待なんだよ！）

			「まあ、男は男同士で話してみることもある。しかし女性のことはわからないから、まずは同性に相談してみなさい」

			（というか上司は無料相談所じゃねえ！）

			「……わかりました。よろしくお願いします」

			　その後、夫の方をキャバに連れて行ってまたひともんちゃくあったりもしたのだが、結局、周囲の努力もむなしく、二人は一年ほどで離婚した。

			　松田の経験上だが、経験豊富だと口に出す女性で本当に経験が豊富なのは、精々五割程度である。

			　言葉や態度とは裏腹に、非常に初心で経験皆無であった女性も数名いたが、どうやらノーラもその同類であるらしかった。

			　自分が新品のルーキーであることを自覚してしまったノーラは、耳まで赤く染まってブクブクと顔まで湯舟に沈んでいった。

			　

			　――――一方そのころ。

			「小さい頃のあの子は、それはそれはシャイでね」

			「はぁ…………」

			　我が子自慢しているようにみえてコーエンの瞳はいささかも笑っていなかった。

			　その目には覚えがある。

			　男の品定めをするときの目であった。

			「ディアナちゃんやステラちゃんくらいのノーラを君にも見せたかったな。きっと驚くと思うよ？」

			　親ばかのようにみせかけて、実はノーラのことを激しくプッシュしている。

			　同時に松田がどんな男なのか、あの手この手で探ろうとしているのだ。

			　特にディアナとステラの存在は、見過ごすわけにはいかなかった。

			「それにしてもよく慕われているのだね。あの年頃のノーラはもう恥ずかしがっていっしょにお風呂には入ってくれなかったよ」

			「ですよね……あはは…………」

			　さすがの松田も乾いた笑いしか出てこない。

			　迂(う)闊(かつ)に同意すれば相手にパスを渡したも同然、かといって否定的なことを言えば怒りを買いかねないという二重の罠。

			　正直なところコーエンが怒ったところで、松田に何かできるわけではないのだが、なんとなくペリザードとノーラ母娘を敵に回すことは憚(はばか)られた。

			　というより嫌な予感しかしない。

			「あれほど慕われているのだから、もちろん私の杞憂だとは信じているが、君とステラちゃん、ディアナちゃん、どんな関係だい？」

			（確認来たあああああああああああ）

			　いくらなんでも正直に答えることは不可能だった。

			　飼い犬と所有物です、などと答えた日には、松田の全人格を否定されることは確実である。

			　かといって迂闊な嘘は、ノーラが真実を知るだけに、藪蛇になる可能性が高かった。

			「も…………」

			「も？」

			「黙秘します」

			（って、何を言ってるんだ俺はああああああ！）

			「はっはっはっ！」

			　コーエンは相変わらず、目だけは一切笑わずに肩をゆすって笑う。

			「男には人に言えない秘密があるよね。まあ、私はペリザードには根こそぎバレてたけど」

			「そ、それはお気の毒に…………」

			　おそらくペリザードに用意周到に情報収集されていたのだろうな、と松田は同情した。

			「いやいや、自分をさらけ出すということも男には必要だよ？」

			　きっとペリザードさんに隠し事をしないことが幸せの秘訣だと信じさせられてるんだ……。

			　そう思うと目頭が熱くなる松田であった。

			「だから素直に話してしまいなさい。なあに、いざ話してしまえば自分が思っているほど大したことではないものさ」

			「黙秘します」

			　コーエンと松田の攻防は、ディアナたちが風呂から上がってくるまで続いた。

			　その後コーエンは風呂に松田を誘ったが、断固として拒んだ結果、なぜかディアナとステラがもう一度乱入してきて、非常に痛い目で見られたのはご愛敬というべきか。

			「人生には間違いがあるものさ。それを正してくれるのが愛すべき伴侶だよ？」

			　いったいどこまで深くコーエンを洗脳したのか、ペリザードの手腕に背筋の寒くなると同時に、ノーラへの警戒心を強める松田であった。

		

	
		
			　

			第百三十三話　ワーゲンブルグ王国の思惑

			　

			　パズルの街はデアフリンガー王国の北西部に位置する。

			　ここから約数十キロほど離れれば、そこはワーゲンブルグ王国である。

			　フェルスト海に面し、国土は東西に長く延びていて、農業生産力は高くないものの海運業が盛んである。現国王ムラト一世のもと、まずまずは落ち着いた国といえるだろう。

			　しかし現在、ワーゲンブルグ王国では問題が起きていた。

			　フェルスト海での海運業の主導権争いにおいて、島国であるアイラ王国に敗れつつあるということだ。

			　では陸運で挽回するか、というとこれが単純にはいかない。

			　隣国であるデアフリンガー王国とは、歴史的に仲が悪く商売敵でもあるためである。

			　そこに加えて農産物価格が高騰し始めた。

			　これはスキャパフロー王国とコパーゲン王国が一触即発の事態となり、その後も不穏な空気が去らないということが大きな要因である。

			　それだけではなく、リュッツォー王国やカテジナ王国にまで、きな臭い空気が漂っていた。

			　そもそも半世紀ほど前まで、世界は大小の紛争が当たり前の時代であった。

			　ドルロイが製造した魔剣が猛威を振るったのも、この頃である。

			　その過程でリンダと結ばれる様々なドラマがあったことは、いつかドルロイが酒場で語った通りだ。

			　戦争による疲弊や悲劇は、つかの間の平和をもたらしたが、今や各国は戦争を知らない世代に交代していた。

			　彼らは己の野心によって過去の教訓を忘れ去ろうとしている。

			　人類の歴史上、呆れるほど何度も何度も繰り返されてきたことであった。

			　もちろんワーゲンブルグ王国においても、それは例外ではなかった。

			「――――パズルの迷宮が復活しただと？　まことか？」

			　ムラト一世の声には、真実驚きの響きがあった。

			　あの迷宮遺跡を解放することは、たとえ国家が総力をあげても無理であると信じていたからだ。

			　十数年前、デアフリンガー王国が数多の探索者を招集して行った大規模な調査に対しても、失敗に終わったときにはそれ見たことか、と思ったものである。

			　むしろ快哉を叫んだものだ。

			　なぜそのようなことをムラト一世が知っているかといえば、それはパズルがかつてワーゲンブルグ王国の領土であったからに他ならない。

			　ムラト一世の幼少期に起きた戦争の結果、パズルは賠(ばい)償(しよう)としてデアフリンガー王国に奪われたのだ。

			　かつては自国の領土であったからこそ、パズルに関する史料は数多く存在した。

			　そして到達した結論は、いずれもパズルの迷宮を解放することは不可能というものだった。

			　なかには湖を干上がらせるという強硬手段も考えられたようだが、そのあたりもぬかりなく細工されていたようで、水をいくらかきだしても水深は一定に保たれて変化することはなかったようだ。

			　つまりはワーゲンブルグ王国も幾度も迷宮の解放に挑戦し、結局敗れ去ってきた。

			　自国が総力をあげて不可能であった解放を、敵国であるデアフリンガー王国が成し遂げたというだけで屈辱なのである。

			　しかし、ムラト一世が驚いているのはそれだけではなかった。

			「かなり有望な迷宮であると言うのは確かであろうな？」

			「はい、おそらくはスキャパフロー王国のフェイドルの迷宮を上回るクラスかと」

			　ムラト一世は顎に手をやってひとしきり唸る。

			　これは到底無視できる情報ではなかった。

			　フェイドルの迷宮からスキャパフロー王国が得ている収入は、国家財政にとってなくてはならぬ規模にのぼる。

			　だからこそスキャパフロー王国は松田や探索者たちに破格の条件を提示してクスコの討伐を依頼したわけであった。

			　そのフェイドルの迷宮を上回るとなれば、その収入は莫大なものとなるであろう。

			　経済状態の思わしくないワーゲンブルグ王国にとって、喉から手が出るほど欲しい収入である。

			　その収入があれば、海軍を拡張して、アイラ王国から制海権を取り戻すことも可能であるかもしれなかった。

			　それだけではない。

			　このままではその収入を、歴史的敵国であるデアフリンガー王国が独占することになる。

			　デアフリンガー王国はますます戦力を強化させ、ワーゲンブルグ王国はさらなる弱体化を余儀なくされる。

			　奇蹟でも起こらぬかぎり、ワーゲンブルグ王国がデアフリンガー王国の風下に立たされることになるであろう。

			「まだその情報、デアフリンガー王国には知られておらぬな？」

			「御意」

			　

			　デアフリンガー王国に先んじて、ワーゲンブルグ王国がパズルの迷宮の復活を知ったのには、理由がある。

			　情報を届けたのはクロードだ。

			　馬鹿正直にデアフリンガー王国のギルド本部に届けたところで、新たに代わりの職員が送られてくるだけで、クロードには何の旨味もない。

			　島流し同然にパズルに左遷される前は、クロードもギルドの中堅幹部を任されていた時期もあった。

			　それがパズルに飛ばされたのは、よくある何の変哲もない派閥争いに負けたからだ。

			　もっとも、いつ引退してもいい年齢ではあった。

			　だからパズルで田舎の空気を吸いながら余生を過ごすのも悪くはないと思っていた。

			　――――パズルの迷宮が復活するまでは。

			　この情報をもっとも高く買ってくれるところはどこか、クロードは計算した。

			　探索者ギルドは超国家組織ではあるが、国家の影響を排除できるわけではない。

			　スキャパフロー王国のような例外を除き、探索者ギルドは迷宮の管理運営を独占する代わりに、多額の税金を国家に納めており、その利率や監査は国家との交渉によって決められる。

			　ゆえに国家との友好な関係は、その地の探索者ギルドにとって死活問題なのであった。

			　現在デアフリンガー王国の探索者ギルドは、クロードにとって敵対派閥の巣窟と化している。

			　まず絶対に情報を漏らしてはならない相手であった。

			　自分を左遷した連中がまるまると肥え太り、クロードはあっさり捨てられて終わり、など想像したくもない。

			　ではデアフリンガー王国政府は？

			　これも得策とは言い難い、とクロードは判断した。

			　デアフリンガー王国にはもうひとつ、ロプノールという迷宮があり、探索者ギルドとの関係も良好なものであったからだ。

			　ひるがえって現状ワーゲンブルグ王国には迷宮が存在しないため、探索者ギルドも物品を販売するための最小限の施設しか置かれていない。

			　ましてパズルの迷宮はデアフリンガー王国との戦争以前はワーゲンブルグ王国のものだったのである。

			　その復活の情報をしばらくの間でも独占できるならば、いくら金を払っても惜しくはないと考えても無理はなかった。

			　そう判断したクロードは密かにかつての伝手を辿って、ワーゲンブルグ王国の貴族に接触したのである。

			　あれよあれよという間にクロードの思惑通り、ワーゲンブルグ王国は国をあげてクロードの情報に食いついた。

			　可能なかぎりデアフリンガー王国に情報を秘匿することを条件に、クロードは死ぬまで贅沢をして暮らせるだけの大金を手にしたというわけであった。

			　それどころか大々的に拡張されるであろうパズルのギルド長を任せるという。

			　少々問題があるとすれば、情報をデアフリンガー王国に秘匿するために、もうしばらくの間パズルで出張所を管理し続けなくてはならないことであろう。

			　早いところ解放され、心行くまで全うにギルドに務めているだけでは味わうことのできない贅沢を楽しみたいものだ、とクロードはほくそえんでいた。

			　このパズルが今後どう転ぼうとクロードの知ったことではない。

			　天から降ってきた大金で、どうやって暮らそうか夢は広がるばかりであった。

			　もともとクロードはどちらかといえば善良な人間だった。

			　左遷されて無気力にはなったが、日々神に祈りを捧げる程度には敬虔さも持ち合わせていた。

			　しかし人は死が近づくにつれて、自分の生きてきた意味を問う生物でもある。

			　それは生きた証としての地位であったり、家族や名誉であったりするのだが、そのいずれもないクロードにとって、せめて余生を楽しみたいというのは切実な願いであった。

			　そんな願いを叶えてくれるものが目の前にぽん、と現れたとき、人はいともあっさりとこれまでの自分を放り出す。

			　いわゆる魔が差すという現象だ。

			　この通り魔的な現象は、たとえそれまで善良で小心な生き方をしていたことなど、一切あてにならない。

			　むしろ普段は高望みをしない、悲観的にさえ思える人間ほど、偶然の好機を逃すまいと食いつく。

			　こんな奇蹟的な確率の偶然で出会わなければ、クロードは死ぬまでパズルの閑職に甘んじただろう。

			　クロード個人はそれでよいだろうが、彼の決断は国家間の勢力バランスを著しく崩すものだった。

			　ムラト一世もまた、降ってわいた迷宮の復活に極彩色の夢を描きつつあった。

			「先頃、スキャパフロー王国がコパーゲン王国ともめていたな？」

			「はい、今は沈静化しておりますが、今度はどういうわけかデアフリンガー王国国境に騎士団が派遣されているとか」

			「……スキャパフロー王国とデアフリンガー王国との関係は良好であったはずだが……なんの理由か調べろ。それと、リュッツォー王国に使者を送れ」

			「――――それでは？」

			「こんな機会を、指を咥えて見ていられるものか！　あのパズルは我がワーゲンブルグ王国のものだ。そろそろ本来の持ち主に返還されてしかるべきであろうが」

			　フェイドルの迷宮を上回る税収、さらに迷宮から採取される秘宝や魔石は、それだけで軍事力を底上げする力となる。

			　今パズルを奪還しなければ、ワーゲンブルグは遠からず衰亡の道を辿るだろう。

			　追いつめられている者こそ、成功率の低い賭けに出る。

			　一か八か、賭けるなら今だ、と思うのはよほど判断力に優れているか、現実に追いつめられているかのいずれかだ。

			　ムラト一世がどちらなのかは、今のところ答えを出すことはできなかった。

		

	
		
			　

			第百三十四話　残されし者

			　

			　――スキャパフロー王国フェイドルの迷宮

			　マリアナとシェリー、ナージャのパーティーは、ついに最下層に達しようとしていた。

			　前回松田たちの後を追っていたときとはわけが違う。

			　あのときは松田たちが、迷宮の魔物を一掃してくれていたから、ほとんど戦いらしい戦いがなかった。

			　そうでなければあれほど早く、最下層の松田に追いつくことはできなかっただろう。

			　だが今や彼女たちは、松田には及ばぬまでもそれに次ぐ勢いで迷宮を踏(とう)破(は)しようとしていたのである。

			「覇道剣(シユプリームソード)！」

			　あの日以来、パーティーの最大火力は完全にシェリーのものだった。

			　触れるものすべてを切り刻む圧倒的な剣技で、シェリーはストラトゴーレムを一瞬で砂の山に変える。

			　ストラトゴーレムはその巨体と、異常なまでの対物理耐性を持つ魔物だが、雑魚(ざこ)同然の扱いであった。

			「あれ、姫様でも倒すのに苦労しますよね？」

			「負ける心配はないが……手こずるのは確かだな」

			　盾役としてのマリアナ、火力のシェリー、もはやナージャがついていける次元の戦いではない。

			　心底このパーティーから解放してほしいと願うナージャであった。

			　――――あの日、シェリーがヒュドラに致命傷を負わされ、何かを呟いた瞬間から、シェリーは変わった。

			　無惨な骨折と出血は瞬時に回復され、まるで別人のように魔力が漲っていた。

			（いえ、まるで、というより本当に別人なのかもしれない……）

			　それまでのシェリーは、クールで実力ある探索者ではあったけれど、どこか夢見る乙女のような幼さがあった。

			　探索者としての荒波にはもまれていても、世間一般の当たり前の少女が経験すべきものは、何も経験していないような無(む)垢(く)さ。

			　そんなアンバランスさが、シェリーにはあった。

			　しかし今のシェリーはもう、アンバランスどころの騒ぎではない。

			　強さだけが突出し、それ以外が全く目に入っていないように見える。

			　それ以外の人間として当たり前の感情が、ほとんど欠落してしまったように、ナージャには思えた。

			「ぼさっとするな！」

			「わひゃっ！」

			　ぼうっとそんなことを考えていたナージャめがけて、針毛熊(ニードルベア)から毒性付与された針が飛んできたのを、マリアナが盾で弾き返した。

			「女神の盾(イージス)、展開(エクスパンド)！」

			　マリアナとて成長していなかったわけではない。

			　もとより天びんは人並み外れてあったマリアナである。

			　以前はまだ使いこなせなかった王家伝来の武具も、今はほぼ完全に使いこなしていた。

			　針毛熊(ニードルベア)程度の攻撃など、ものともしない。

			「にしても数が多いな。強くなったと思っていたが、これでもまだマツダの力には及ばぬか」

			　しいて言うならば、マリアナのパーティーにはディアナのような広範囲殲滅魔法を使えるものがいなかった。

			　集団戦を得意とする松田のゴーレム、そしてディアナの魔法がそろっているからこそ、松田たちはあれほど早く最下層へと到達できたのである。

			　さらに俊敏さにおいて他の追随を許さず、幻影と炎の魔法を得意とするクスコもいた。

			　基本的に戦士職であるマリアナとシェリーが、この最下層まで到達できたのは、それだけで歴史に名を残せるレベルの快挙なのだった。

			　しかしそれでもなお、満足することのできぬ思いが、シェリーにもマリアナにもある。

			　この先には、松田も苦戦したあの三体のガーディアンゴーレムが待っているのだ。

			　こんなところで躓(つまず)いてはいられなかった。

			「聖なる祝福(ホーリーブレス)！」

			　もはや戦力としてはカウントされないナージャは、数少ない向上付与の魔法を使う。

			　雑魚敵の相手と後方支援だけが、今のナージャに許された援護だった。

			「押し通るぞ！」

			　マリアナはシールドバッシュで数体のゴーレムを粉砕する。

			　本来ノックバックさせることがメインのシールドバッシュを、純粋に必殺攻撃にしているあたり、マリアナの成長もやはり並みのものではなかった。

			「千剣(サウザンドソード)」

			　マリアナの進路を切り開くように、シェリーは数少ない範囲型の剣技を振るう。

			　数百を超える魔物が、その一撃でミンチのように引き裂かれ盛大な血の雨を降らせた。

			（――――強い）

			　ヒュドラを相手に死にかけたシェリーの面影はもうどこにも感じられなかった。

			「死ね！　死ね！　死ね！」

			　それでもなお足りないというように、シェリーはひらりと宙に身を躍らせた。

			「――火(か)具(ぐ)土(つち)」

			　それはナージャでも知っている火属性最強の剣技であった。

			　あくまでも聖騎士が到達できる最高レベルという但し書きがつくが、それでもナージャがかつて憧れ、ついに辿りつけなかった技だった。

			　高温と衝撃波で、三人に群がっていた魔物の群れはほぼ三割方が消滅する。

			　十分に高位魔法士に匹敵する火力であるといえた。

			「一旦下がれ！　息が上がっているぞ！」

			　当然のことながら、火属性最強の剣技は、肉体と精神に強いる負担も並大抵ではない。

			　紅潮した頬を脂汗が伝い、大きく肩で息をするシェリーの姿がその負担を物語っている。

			　本当はガーディアンゴーレム戦まで温存しておくつもりでいたが、シェリーは使用した。

			　こんなところで時間をかける気は毛頭なかった。

			　シェリーを庇(かば)うようにマリアナは前方に吶(とつ)喊(かん)し、スキル城壁(キヤツスルウオール)を発動する。

			　鉄壁(アイアンウオール)の上位にあたる防御スキルで、針毛熊やアイアンゴーレム程度の攻撃ではびくともしない。

			「――――はぁ、はぁ、この程度で……」

			　まだ最後のガーディアンに辿りついてさえいないのに、息切れしてしまう自分の身体が、シェリーには呪わしかった。

			　あの日、自分は生まれ変わった。

			　それまでの何十倍もの力を手に入れ、松田の実力に並ぶことができたと思った。

			　今の自分の実力なら、きっと松田とともに戦っても見劣りすることもないと信じた。

			　現にヒュドラですら、今のシェリーには退屈な敵にすぎない。

			　まともな探索者なら数を揃えて、集団で迎撃するような魔物の群れでさえ、鎧袖一触に薙(な)ぎ払うことだってできる。

			　それでもまだ自分は松田に追いつけないのか。松田が突破したガーディアンに辿りつくことがこんなに難しい。

			　それでも長年の探索者生活で身体に染みついた習慣が、シェリーに休息をとることを強制した。

			　回復薬を呷り、シェリーは脱力して剣に体重を預ける。

			　ふと顔を上げると、強固なスキル城壁の向こうから、マリアナが槍を回転させるや、石突を床に叩きつけた。

			「大地狂駆(ランドスタンピード)！」

			　スキャパフロー王国に伝来する宝槍アグニの力は、さすがに国宝の名に恥じぬものであった。

			　石突を起点にして、溶岩流が情け容赦なく魔物たちを足元から溶かしていく。

			　彼女も出し惜しみはやめることにしたらしい。

			　鉄だろうと岩だろうと、あっさりと飲みこんでいく恐るべき熱量に、魔物たちも為すすべはなかった。

			　火力としてはシェリーの火具土のほうが上回るものの、マリアナのそれは城壁という安全圏から、秘宝の性能に任せてぶっ放しているだけだ。

			（…………あれがあれば、私ももっと強くなるかしら？）

			　ふと浮かんできた考えにシェリーはぶんぶんと頭を振った。

			　いったい私は何を考えているんだ？

			　彼女はこの迷宮の攻略に必要な仲間だ。

			　いくらなんでもたった一人で攻略できるほど、フェイドルの迷宮は甘くはない。

			　――――では攻略が終わったら？

			　その先を考えることを意図的に遮断して、シェリーは再び剣を構えると魔物の群れに走り出していた。

			　

			　魔物の群れが掃討されると、残るのは松田たちも苦戦した三体のガーディアンゴーレムである。

			　特にナージャが戦力として計算できないため、実質シェリーとマリアナで三体を倒さなくてはならない。

			　だがその程度のことができなくて、どうして松田に並ぶことができようか。

			　言葉にこそ出さないが、シェリーも、本人は決して認めようとしないだろうがマリアナもそう思っていた。

			「――――行くぞ。準備はいいか、シェリー？」

			「十分回復したから任せておけ」

			　お互いに闘志をむき出しに二人は嗤った。

			　ノーラと違い、松田と別れる道を二人が選んだのは、正しく今日この日のためであった。

			「虫と不定形(アメーバ)は任せろ。あれには私のスキルが効く」

			「ありがたいわね」

			　最大火力に優れたシェリーが巨大ゴーレムを担当し、変化に富んだ虫型ゴーレムと不定形ゴーレムをマリアナが請け負う。

			　お互いの長所を補いあう布陣であった。

			「まずは食らえ、風精結界(エアリアルウオール)」

			　不定形ゴーレムがマリアナの放った結界に閉じ込められる。

			　威力こそ小さいものの、無数の斬撃によって水分を奪われ、脱出する手段のない不定形ゴーレムは、もはやただ消滅を待つのみとなった。

			　一気に倒すには時間のかかる不定形ゴーレムだが、こうして型にはまってしまうと決定力のなさが仇となる。

			　虫型ゴーレムも同様に、彼らの攻撃力ではマリアナの鉄壁の防御を突破することができない。

			　マリアナの為すべきことは、この虫型ゴーレムをシェリーのほうには回さず、少しずつ削り取っていくことだけだった。

			「――これも相性というやつだ。さすがにあの巨大ゴーレムは私の手には余るからな……」

			　マリアナは知らないが、松田は砲台型ゴーレムを複数召喚し、砲撃の乱れ撃ちで巨大ゴーレムを蹂躙した。

			　しかし強力な物理耐性と魔法耐性に、再生能力まで持つ巨大ゴーレムを倒しきるような火力は、マリアナにはない。

			　今やマリアナをも追いこしたシェリーの技に頼るより法がなかった。

			「さすがだな。腕はもちろん、スキャパフロー王国の国宝もだが」

			　あっさりと強敵を封じ込んだマリアナを横目に見て、シェリーは不敵に嗤った。

			　いかに国宝が優れていても、それだけでは使いこなせないことはシェリーにもわかっている。

			　今のシェリー自身の力も、ハインツから譲られた魔剣に大きく依存していた。

			　だが、それだけならシェリーはこれほど強くなることはできなかっただろう。

			　死の淵から生還し、全生命を懸けて魔剣を使いこなそうとしたからこその現在であった。

			　身体能力が向上しただけで攻略できてしまうほど、迷宮は甘くはない。

			「それにしても代償がなかったのは僥(ぎよう)倖(こう)だった」

			　魔剣の力を解放すれば、八割の確率でなんらかの代償が必要となる。

			　その代償によっては、今頃シェリーの命もなくなっているはずであった。

			　幸いにして、解放後もシェリーの身体に目立って変わったことは何もなかった。

			　それでは魔剣は何もシェリーから代償を奪わなかったのか？

			　それは否である。

			　ハインツはシェリーに嘘をついていた。

			　八割の確率で代償があるというのは、魔剣による呪いを精神が受け止められなかったことによる副作用にすぎない。

			　ほぼ百パーセントの確率で、魔剣は所有者の精神を侵食するのである。

			　すでにシェリーの精神は、かつて感じていた限界、才能のない人間としての限界を超えて、どこまでも強くなることに支配されつつあった。

			　いつもいつも嫉妬していた。

			　好きならば、人に限界などないと信じていた時期があった。

			　頑張っていれば、必ず報われるのがこの世界だと、子供のように願っていた。

			　しかしどれだけ頑張っていても、天賦の才を持つ者に凡人は敵わないのだと、嫌でも気づく。

			　迷宮という生死を懸けたサバイバルでは、それが誰にでも納得のできる現実として見せつけられていた。

			　一時はシェリーも、その現実を受け入れ、諦めたはずであった。

			（――――いやだ）

			　迷うことなく松田の隣に立ったノーラに対する嫉妬が、シェリーの胸を灼いた。

			　一度は諦めた夢にもう一度すがろうとしたのは、あの日のノーラに対する敗北感のなせるわざだった。

			（強くならなきゃ、もっと、もっと強く――――！）

			　そのためなら、いくらでも代償なんて払ってみせる。

			　だから巨大ゴーレム、お前に構っている暇なんてないんだ！

			「限界解除(リミツトリリース)」

			　魔剣独占(モノポリー)がシェリーの魔力を吸って淡くも禍(まが)々(まが)しいピンク色に輝いた。

			　シェリーには松田のように数を揃える戦いかたはできない。

			　ならばゴーレムの物理耐性や魔法耐性を上回る一撃で、再生もできないほどすりつぶすしかない。

			「魔力(マナ)フルチャージ」

			　一気に体内の魔力を魔剣に送ったことで、脱力感と倦(けん)怠(たい)感がシェリーの全身を襲う。

			　ともすれば倒れこみたくなる衝動を抑えつけ、シェリーは巨大ゴーレムを睨みつけた。

			　シェリーが持つ現在最大の単体火力剣技、暴食紅炎(グラトニーポロミネンス)を撃てば、もうシェリーは立っていることさえおぼつかないだろう。

			　一回限りの最終兵器、シェリーのレベルで解放できたスキルでは掛け値なしに最強のものだ。

			　もし倒しきれなかったら？

			　胸にわき起こる不安を、シェリーはねじ伏せた。

			　最初から、他の手段などない。

			　死の淵でこの独占の解放を受け入れたように、シェリーには選択する道などなかった。

			　だからこれでいい。あれほど望んでも得られなかった強さを、シェリーは手にしたのだから。

			「暴食(グラトニー)――紅炎(プロミネンス)!!」

			　魔剣独占の暴虐なまでの魔力と熱量が、放射状に巨大ゴーレムへと放たれた。

			　感情のないはずのゴーレムがもがく。

			　まるで巨人の胃袋に溶かされていくように、再生するより早く魔法耐性が高いはずの身体がどんどん空気に溶けていった。

			　腕が溶け、足が溶け、ガクンと崩れるようにゴーレムは頭から床に倒れこむ。

			　それでもなおプログラムされた攻撃命令の命ずるままにゴーレムは芋虫のように這いながらシェリーを目指した。

			　その胴体も溶け始め、やがてゴーレムを構成する魔核が姿を現し始めた。

			　この魔核を破壊してしまえば、もうゴーレムは起動することも再生することもできない。

			「――――くぅっ！」

			　だが今のシェリーに魔核を破壊するための余裕などなかった。

			　暴食紅炎を維持するだけで精一杯、しかも残る魔力もあと少しで尽きる。

			　下手をすれば魔核を溶かす前にシェリーの魔力のほうが尽きそうな気配である。

			　早くも魔力切れの頭痛がシェリーを襲い始めた。

			　魔剣の出力が落ちていく。

			　ズシンという音とともにゴーレムの頭部が落下し、魔核は完全に露出していた。

			　あと少し、あとほんの少しであの魔核も溶け落ちる。

			　そうなればシェリーの完全勝利だ。

			　とうとうゴーレムの身体はすべて溶け去って、残るは大きな丸い魔核だけとなった。

			　その魔核も表面からゆっくりと溶け始めている。

			　――――勝った。

			　毛ほどの厚みもないほんのわずかな気の緩みが、最後に残ったシェリーの力を奪い去った。

			　三分の一ほどまで魔核を消滅させたところで、切り札である暴食紅炎は放射を停止したのである。

			　それでもあるいは倒しきったのではないか、というシェリーの希望はあっさりと打ち砕かれた。

			　赤く明滅した魔核が再生を開始したのだ。

			　すでにシェリーは戦うどころか指一本も動かすことができないほど消耗しきっていた。

			　勝機があるとすれば、魔核が再生を完了するまでの、わずかな時間しかない。

			「くそっ！　動け！　動け！」

			　まだ足りないのか。

			　プライドも捨て、生死を懸けた代償を払うことすら許容して、ただひたすらに強くあるために生きてきた。

			　それでさえも足りないというのなら、いったい私は何を捧げれば辿りつけるのか。

			　あの松田が住む天才の領域に。

			「えいっ！」

			　――――パキリと乾いた音を立てて魔核はあっさりと真っ二つに割れた。

			　明滅していた光が消え、活動力を失った魔核は、物言わぬ黒いただの石へと還る。

			　全くの戦力外として、これまで後方に控えていたナージャの一撃だった。

		

	
		
			　

			第百三十五話　マーテルの生贄

			　

			「ふう……危なかった」

			　シェリーが倒れたら、マリアナとナージャもじり貧である。

			　戦況を固唾をのんで見つめていたナージャが、幸いにもとどめの戦力となった。

			　安(あん)堵(ど)にがっくりと膝をつきながら、シェリーはなぜか怒りで全身が燃えるように熱くなるのを感じた。

			　――――助けられた。

			　それもナージャのような凡人に。才能に抗(あらが)うことを諦めた落伍者に、限界を突破して高みに上りつめたと思っていた自分が助けられた。

			　屈辱であった。

			　そんなものはシェリーの望んだ強者の姿ではない。

			「大丈夫ですか？　シェリーさん」

			　心配そうに膝をついたシェリーをのぞき込むナージャに、シェリーは返す言葉がなかった。

			　ちょうど同じ頃、マリアナは虫型ゴーレムのほぼ九割の掃討を終えていた。

			　すでに不定形ゴーレムは跡形もなく干からびて、小さな水たまりと化している。

			「そろそろ終わりにしようか！」

			　マリアナは不定形ゴーレムを拘束していた結界を解除した。

			「収束雷砲(カンバージエンスライトニングカノン)！」

			　満を持して宝槍アグニをマリアナは天に衝きあげる。

			　アグニの属性は土ではあるが、土は金属と相性がよく、雷を落とす道標ともなる。

			　百を超える雷が、アグニの槍先に落下し、それは眩い閃(せん)光(こう)とともに、ひとつの大きな渦巻となった。

			「行っけえええええええええええええ！」

			　ビリビリと空気を震わす轟音、そして渦巻の回転が速まり収束された雷は、奔流となって解き放たれた。

			　それは残り一割にまで減らされた虫型ゴーレムには、到底耐える限界を超えていた。

			　ジュッと何かが焦げるような香りだけを残して、虫型ゴーレムもついに全滅した。

			　三体のガーディアンゴーレムが破壊されたことで、迷宮最深部の祭壇に秘宝がドロップする。

			　松田が攻略した際には不可視の盾フォウであったが、今回ドロップしたそれは、禍々しい血の色をした紅玉(ルビー)のサークレット。

			「これは……まさかマーテルの生贄か？」

			　それを見た瞬間、マリアナは顔色を蒼白にして、かすれた声で呟いた。

			「なんだ？　そのマーテルの生贄というのは？」

			「以前の戦争で宮廷魔法士のマーテルが作成したという血塗られた外法の産物だ。千人の生贄を糧に作成されたといわれている。ほとんどが敵兵の捕虜だったらしいが、なかには子供もいたそうだ。戦後人知れず封印されたとは聞いていたが…………」

			　見るのも汚らわしそうなマリアナと違い、シェリーの瞳は輝いていた。

			「これの効果は？」

			「まず魔力量を数倍に引き上げる。それと、死霊の軍勢を操れると聞いているな。火属性魔法と相性がいいそうだ。ほかにもスキルが付与されているらしいが詳しくは知らん」

			　吐き捨てるように言うと、マリアナは宝槍アグニを握り締めた。

			「何をする？」

			「これは我が国の恥部だ。人の生命を犠牲にして作られた秘宝などあってはならない」

			　当然のようにマリアナは破壊するつもりであった。

			「――――それのどこが悪い？」

			「なんだと？」

			　思わぬシェリーの言葉にマリアナの目が、スッと機嫌悪そうに細められた。

			　マリアナがキレる前兆のようなものであった。

			「戦争中だったのだろう？　戦争で千人の命を奪うのが称賛されるのと、何が違うというのだ？」

			「抵抗できぬ捕虜や孤児を生贄に使ったんだぞ！　戦争だからといって、許されることと許されぬことがある！」

			　そもそも国家間戦争は一定のルールに基づいて行われるものだ。

			　そのルールが無用となれば、容易く戦争は虐殺が双方で繰り返される混(こん)沌(とん)の巷と化す。

			　そして勝利者も敗北者も、混沌の回復に血を流さなくてはならなくなるのである。

			　そういう意味で、生贄の大量使用による秘宝の作成は、明らかに一線を踏み外したものであった。

			　一見自由気ままにみえる探索者とて、ギルドによる有形無形のルールがある。それを知らぬシェリーとも思えなかった。

			「越えられぬ壁があるのなら、どうしても越えたいものがあるのなら、守るべき決まりなんて無視すればいい」

			　炯々と光る瞳をマーテルの生贄から外そうともせず、シェリーは心の底からそう言った。

			　すべては松田を手に入れるために――――

			「シェリーさん、貴女が力に魅入られているのはわかっていました。でも、今の貴女は力に堕ちています。その先には何もありませんよ？」

			　哀しそうにナージャが言った。

			　どんなことをしても、何を犠牲にしても高みに登ろうとする者はいるものだ。

			　その結果、出世栄達を掴むものだっていないわけではない。

			　むしろ、この世界は大なり小なりそういう汚い部分があって、それが理不尽だと思う気持ちはナージャにもある。

			　しかしそこまでして成り上がっても、人には平等に死が訪れるのだ。

			　悪行の限りを尽くして成り上がった人間が、どれほど死にたくない、と生に醜くしがみつくかをナージャは何度も見た。

			　戦争の英雄と称えられた将軍でさえ、死ぬときは自分が大量殺人者である恐怖から逃れられなかったという。

			　そんな成功が幸せと言えるのか？

			　ましてそんな手段で成り上がったとしても、一部の生まれ持った血筋と天賦の才を持つ人間には結局敵うことはない。

			　そんなすべてを超越したところに、ほんの一握りの選ばれた者は存在する。

			　道を踏み外した人間が、その一握りに選ばれたことは、人類の歴史上一度もないのであった。

			「そこをどけ、シェリー」

			「断る。この秘宝は私のものだ」

			「そんな薄汚い悪魔の秘宝を使って、松田の隣に立つつもりか？」

			「…………それを貴女が言うのか」

			　ギュッと食いしばられたシェリーの唇から、一筋の血が流れて落ちた。

			　本当はマリアナだって松田についていきたいのをシェリーは知っている。

			　何よりシェリーの力のすべてとは言わないが、何割かはスキャパフロー王国に伝えられた伝来の国宝が補っているではないか。

			　生まれながらに王女という地位と、何よりシェリーが欲してやまぬ天賦の才をも持ち合わせている。

			　自らその恩恵を享受しながら、シェリーのように泥にまみれて地を這うようなこともない。

			　そんな恵まれた環境にいる者が、どうにかして強くなろうという自分を薄汚いと罵るのか。

			　自分と同じく、松田についていくことを選べなかったくせに。

			　ついていくだけの強さを、マリアナはちゃんと持っていたのに、自分からそれを放棄したくせに。

			「もう一度言う。そこをどけ」

			「私はそれでも強くなりたいんだ！」

			　シェリーは叫ぶなり、マーテルの生贄を一足飛びに鷲(わし)掴んだ。

			　同時にマーテルの生贄を破壊しようと動いたマリアナであるが、シェリーを殺す覚悟までは持てなかったため、わずかに槍先が鈍った。

			　そのわずかな差が、間一髪シェリーにマーテルの生贄を奪わせた。

			「――――この秘宝は渡さない」

			「……いいんですか、シェリーさん？」

			　ナージャはもう聞かなくともシェリーの答えはわかっていた。

			　それでも聞かずにはいられなかった。

			　シェリーの強さに対する悩みは、かつては自分の悩みでもあったからだ。

			「なんだ？」

			「そんなことをして強くなって後悔しませんか？」

			「するはずがない！　強くなれるのなら、私は悪魔とだって手を組んでみせる！」

			「悪魔と手を組んだ人間を、マツダさんが許さないとしても？」

			　ああ、そうだ。松田はどこか壊れているが、根はおひとよしで善人の部類に入る。

			　シェリーが仲間を襲い、法律に反し、秘宝を強奪してきたと知れば決して仲間として受け入れることはないだろう。

			　だがそれがどうした。

			　今のままでは挑戦することすらできない。

			　何よりある種、突き抜けた強さというものは、理不尽を押し通すことができる。

			　そう、松田がスキャパフロー王国を相手に自分の意志を押し通したように。

			「所詮強くなることを諦めた貴女にはわからない。強さだけが不可能を可能にするただ一つの道なんだ」

			　それしかシェリーにはすがるものがなかった。

			　弱者として世界の理不尽を跳ね除け、自分の意志を押し通すには、力しかないとシェリーは信じた。

			　――――だからきっと、同じ力で道を切り開いた松田ならわかってくれる。

			　もしそうでなかった場合は――やはり力で言うことを聞かせればいい。

			　ほんの数週間前までは思いもしなかったはずのことを、シェリーはなんの躊躇(ためら)いもなく考えていた。

			「哀れだな…………」

			「貴女に憐れまれる覚えはない！」

			「王女である私だって、越えることのできない壁に囲まれている。個人の強さで超えられるものなど、そう多くはないのだ」

			「だからといって越えられないことを諦める理由にはならない！」

			「そうだな。諦めたくはない。だがそれは何をしてもよいということと同義ではないぞ？　強さというのは、そんな外道に落ちなくても強いから強いのだ。シェリー、お前が憧れた強さはその程度の薄汚れたものなのか？」

			　強ければ極悪人でも、犯罪者でも、虐殺者でもいいのか？　それに憧れたと言えるのか？

			「…………そんなことは強くなってから考える」

			　内心はマリアナの意見が正しいとわかっている。

			　だが正しいからそれを簡単に受け入れられるくらいなら、最初からシェリーはここまで懊悩していない。
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			「これ以上の会話は無意味だな」

			「私もこれ以上、貴女の後塵を拝する気はない」

			　からりとして裏表のないマリアナの気性を好ましいとは思っていても、その地位と才能には嫉妬を覚えずにはいられなかった。

			　手のひらに握りこんだマーテルの生贄から流れこむ莫大な魔力と全能感は、シェリーにそんな劣等感を失わせた。

			　期せずして二人は同時に大きく後ろに飛びずさった。

			　言葉で説得できる時間は終わったことを二人とも悟り、あとは腕に物を言わせることと決したのである。

			　魔剣独占(モノポリー)による身体能力の増加は、シェリーの攻撃力を劇的に向上させたが、マリアナの防御スキルと秘宝も、また並みのものではなかった。

			　何よりシェリーはゴーレムとの対決で魔力を使い果たしていたのに対し、マリアナはまだまだ余裕があった。

			　しかしマーテルの生贄がそのバランスを崩し去っている。

			　火力ではシェリーが優位、防御力ではマリアナが優位。身体能力はシェリー、才能ではマリアナだ。

			　だからこそシェリーはマリアナに勝ちたかった。

			「旋風斬(サイクロンスラツシユ)」

			　まずは牽制の一撃を放ったのはシェリーだった。

			　硬い床が見えない斬撃によって、バターのように切り裂かれていく。

			　もちろん、その程度の攻撃ではマリアナにかすり傷ひとつつけられないのは先刻承知の上だ。

			「――なんの真似だ？」

			「この程度の攻撃がその鎧(よろい)に通じないことはわかっているよ」

			　そうシェリーが答えた瞬間、急にマリアナの足元がぐらついた。

			　一見でたらめに見えたシェリーの攻撃は、鋭利な風の斬撃で少しずつ床下からマリアナの足元を崩しにかかっていたのである。

			「なっ！」

			「お上品な戦い方には慣れていなくてね」

			　同レベルの実力者が戦えば、わずかなミスが致命的な差となりうる。

			　そうした隙を見出す引き出しが、シェリーにはありマリアナにはない。

			　だがそれは、経験が不足しているのではなく、単純にマリアナには必要がなかったからだ。

			「不安定な足元なら、私が動揺するとでも思ったか？」

			「これだから天才ってやつは！」

			　懐に飛びこみ一気に勝負を極めようとしたシェリーは、マリアナに隙のないことに気づいて慌てて距離を取る。

			　努力でも経験でも及ばない、生まれながらの天賦の才をまたもや見せつけられた形であった。

			「やはり手加減はできないか」

			「最初からわかっていたことだろう？」

			　お互いに手加減をして倒せる相手ではない。

			　殺す気で本気で戦わなければ負ける。マリアナにとっても、シェリーはそれに値する敵であった。

			「――――ならば倒してみせるまで！」

			「やってみろ！」

			　極限まで魔力を高め、二人は互いの最高の力を出し切るために構えた。

			　ナージャ相手なら百人どころか千人でも倒せてしまいそうな濃厚な魔力が満ちる。

			　息を殺して見守るナージャも、とてもではないが手を出せる状況ではなかった。

			　迂闊に手を出せば、逆にマリアナの邪魔になる。

			　実力に差があればあるほど、余計な手出しは計算を狂わせる原因となるのだ。

			　祈るような思いでナージャはマリアナの勝利を祈った。

			　いっそ死んでくれたほうがありがたい、などという憎まれ口は、当然ながらナージャの本心ではない。

			　可能なら、マリアナのお付きから離れたいというのは本心であったが。

			「暴食紅炎(グラトニープロミネンス)！」

			「捕食要塞(プレデーシヨンフオートレス)！」

			　ともに二人は最大火力最大防御の技をぶつけあった。

			　魔法耐性に優れたゴーレムすら溶かしつくす暴食紅炎と、鉄壁の防御力のみならず攻撃力まで兼ね備えた捕食要塞。

			　業火の炎が舞い、その炎を暗黒の要塞が片っ端から食い尽くしてく。

			　その力は拮(きつ)抗(こう)していた。

			　だが、じりじりと空間を浸食を始めたのはシェリーの暴食紅炎のほうであった。

			　やはりマーテルの生贄によるブーストが効いているのか、それとも暴食紅炎の火力のほうが高いのか。

			　それでもなお捕食要塞の鉄壁の防御力は健在で、じりじりと城壁に迫られているという程度にすぎない。

			　切り札の打ち合いに、二人は魔力を全力で解放しており、その負担は容赦なく二人の肩にのしかかっていた。

			　言ってみれば、魔力の全力解放は大声で絶叫している状態に近い。

			　肺活量が少なければ、すぐに酸欠で倒れる。

			　こうして一歩も退かずに技を撃ち合えるのは、二人の魔力量が並外れているからである。

			「…………よせ、ナージャ」

			　拮抗状態で膠着する二人の陰で、ひそかにシェリーに一撃を加えようとするナージャをマリアナは止めた。

			「どうしてです！　姫様！」

			「悪いが、お前の攻撃が通じる相手じゃない。それに……私が魔力切れでぶっ倒れたら誰が私を運ぶんだ？」

			「フルアーマーの姫様を私一人に運ばせる気ですか!?」

			「できれば二人運んでほしいものだが……」

			　それはシェリーも生かして地上に連れ帰りたいというマリアナの甘さであった。

			「嫌です！」

			　いっしょに迷宮に潜り、親近感もなくはないが、あくまでもナージャの主人はマリアナであり、現在のシェリーは憎むべき敵であった。

			　困った姫ではあるが、人として憎めぬマリアナはナージャにとってシェリーなどと比べるべくもなかった。

			「どうやら倒れることも許してもらえなそうだ」

			「気にするな。どうせもう立ち上がることなどないのだから」

			　マリアナと違い、シェリーはマリアナを生かして帰すことなど最初(はな)から考えていない。

			　殺意というほど強い気持ちではないにせよ、シェリーにとってマリアナはなんとしても倒し乗り越えるべき存在なのだ。

			　そのためなら、何度外道と蔑まれても構わない。否、そう信じなければ壁を越えられない。

			　――――人は高すぎる壁を越えなくてはならないとき、人と違うことをしなければならないと思いがちである。

			　往々にして、それは確かにショートカットの効果をもたらすことはある。しかし、そのための対価まで考える人間は少ない。

			　今、シェリーは対価として、彼女が彼女であることを根本たらしめている人間性を差し出そうとしていた。

			　たとえその先に幸せがないとしても、今のシェリーにとって重要なのは、強者を乗り越えることができるか、それだけだった。

			　正しくシェリーは、マーテルの生贄の思念と一体化したのである。

			「――――死霊氾濫(パンデモニウム)」

			　マーテルの生贄に使用された魂(たましい)の数は、およそ千とされている。

			　しかしその数がマーテルの生贄の力だ、と思うのは大きな誤りだ。

			　あくまでも秘宝とするための媒体にそれだけの犠牲が必要であっただけで、マーテルの生贄の本質は、死者の怨念の増幅である。

			　すなわち、このフェイドルの迷宮で無念の死を遂げた数多の探索者たちの怨念を呼び覚ますこと、それがマーテルの生贄の本質に触れた者だけが使えるスキルだった。

			「こ、これは…………！」

			　拮抗していた二人の天秤は、大きくシェリーへと傾いた。

			　相手が亡者とはいえ、千を超える軍勢はそれだけで脅威である。

			「魂まで冥府魔道に堕ちたか、シェリー！」

			　死者の怨念とシェリーが同調しているのは一(いち)目(もく)瞭(りよう)然(ぜん)であった。

			　死者とシェリーに共通するものは、望んでも決して届かないものに対する飢えである。

			　死にたくない。もう一度生きたい。英雄になりたい。凡人のまま終わりたくない。

			　それを冥府魔道に堕ちたと笑わば笑え。

			「進軍せよ！　城壁を叩き壊せ！」

			　暴食紅炎の圧迫にかろうじて耐えていた捕食要塞の堅固な城壁に、わらわらと亡者がすがりつく。

			　まるで虫に葉を食われるようにして、捕食要塞が後退した。

			「聖域の罰(サンクチユアリ・バニツシユ)！」

			「無駄よ」

			　慌ててナージャが援護するが、その効果はあまりに貧弱だった。

			　猛火に対する一杯の水のごとき圧倒的な量の不足を見透かしたようにシェリーに指摘されてナージャは歯噛みした。

			「どう？　それでも貴女は限界を超えることを諦めるのかしら？」

			「――私は確かに力不足です。でも心まで穢そうとは思いません！」

			「よく言った！　地上に戻ったら、お前の結婚相手を探してやるぞ！」

			「姫様、素敵！」

			　絶望的な状況にもかかわらず、折れず曲がらず、冗談を言い合う二人にシェリーは苛立った。

			　もう二人に勝ち目などない。彼女たちがそんなこともわからないはずがなかった。

			　敗北するということは、生命を失うということだ。

			　名声も、恋も、生あるものが享受するすべての幸せを彼女たちは失う。

			　諦めとは負け犬の結論であり、それだけは受け入れないと誓ってきた。

			　はたして彼女たちは諦めたのか――――？

			「力を手にいれるために、限界を超えるために諦めず努力することは間違っていません。でもシェリーさん、貴女は限界を超えるために本当は諦めてはいけないものを諦めましたね？」

			「わかるかシェリー？　お前はすでに負けているのだ」

			「黙れ！」

			「目を背けるな。それさえ忘れなければ、もう一度お前は戦える」

			　魔剣と秘宝の支配を受けていても、その呪縛を逃れるだけの精神力が人間にはある。

			「黙れええええええええええええええええ！」

			　閃光が走った。

			　臨界を超えた暴食紅炎が大爆発を起こし、死者の軍勢ごとマリアナとナージャを吹き飛ばした。

			　何もなくなり、がらんとした闇の空洞(クレーター)を見つめ、シェリーはどこか焦点のあっていない瞳で叫ぶ。

			「私は負けていない。私は勝った！　だからもう、貴女たちに私は止められない！」

			　それはどこか、二人に自分を止めてほしい少女のような弱々しい叫びだった。

		

	
		
			　

			第百三十六話　アクシデント

			　

			　パズルの迷宮の中層も二百階層を超え、終盤に近づいていた。

			「わふわふわふわふ！」

			「ちょっとステラ！　勝手に前に出ないでください！　私が魔法を使えないでしょう！」

			　檻(おり)から解き放たれた獣のようにステラが疾駆している。

			　もともと目立ちたがりの傾向のあるディアナも、ステラに負けじと前線を飛ぶ。

			　ステラに対抗するために使用し始めた飛行魔法であり、その速度はクスコには劣るものの、ほとんどの飛行系魔獣を凌ぐ。

			　二人のサポートは不可視の盾フォウが万全の守りを配しており、もはや松田やノーラの出る幕はなかった。

			「やれやれ、これじゃ腕がなまっちまうよ」

			　そう言いながらもノーラの機嫌は悪くはない。

			　こうして戦闘中は松田を独占していられるからだ。

			　もちろん油断して色ぼけしているわけではなく、邪魔者のステラとディアナがいないという程度である。

			　それでも甘えるようにして松田の胸に背中を預けると、ちょっと困ったように松田の筋肉が硬直するのがわかって、女としての自尊心が満たされる。

			　しかし――――

			「天剣乱舞(ホーリーソードダンス)！」

			　ステラに対する配慮を都合よく無視することにしたディアナが全方位に放った無差別攻撃の余波で、ぐらりと地面が揺れた。

			　その拍子に重心を松田に委ねていたノーラはバランスを崩し、体勢を立て直そうとして足を踏ん張った結果――

			　唇同士が触れ合う寸前の距離に松田の顔があった。

			　それだけでノーラは沸騰したかのように茹で上がって「顔……近っ……」と乙女のように恥じらって顔を逸らしてしまう。

			　仲間の男に裸を見られても平然として動揺を見せたことのないノーラである。

			　酔っぱらって頬にキスをするくらいはなんでもなかった。

			　胸や尻を触られても、お痛くらいで流すことに抵抗はない。

			　そのくらいの男勝りでなければ、探索者稼業でソロなどやっていけるはずがなかった。

			　処女(おとめ)であることを自分でも忘れてしまうほどに、ノーラの演技は徹底していたと言える。

			　見栄えのいい男と、形ばかり恋人として付き合ったこともあった。

			　かつてパーティーを組んでいた仲間たちに、ノーラが実は処女だと話したら、一笑に付されて終わるだろう。

			　ところが昨夜、自分が処女であることを思い出してしまったら――演技以外になんの男性経験もないことを自覚してしまったら、もういけなかった。

			「あう…………あう……」

			　自分が十代の少女に戻ってしまったような――いや、あくまで気分だけの問題だが――心もとなさを感じる。

			　どうして昨日まであんなに自信満々でいられたものか。

			　松田を誘惑する自分を想像しただけで、胸が高鳴り、身体は急に固まって身動きがとれなくなってしまう。

			「そこっ！　何いい雰囲気になってるんですかあああああ！」

			　固まった松田とノーラに気づいたディアナは、とっさに魔法のひとつを二人の近くに着弾させる。

			　もちろん当てるつもりなどなく、八つ当たりに近いものであったがこれがまずかった。

			「あっ」

			「あっ」

			　もともと触れるか触れないかほどに近づいていた二人の唇が、最後の一押しを受けてしっかりとその粘膜が接触してしまっていた。

			　ほんの一瞬の硬直の後、二人はぱっと離れて距離を取る。

			「ごごごごごごめん！」

			「いやいや、私もむしろありがたかったというか、ラッキーというか……」

			「ディアナ！　何をやっているですか！　わふ」

			「このディアスヴィクティナ、一生の不覚ですわああああ！」

			　一向に視線を合わせようとしない初々しい二人に、ステラとディアナは血の涙を流さんばかりにして割って入った。

			「ご主人様！　ご主人様！　ノーラばっかりずるいです！　ステラも！」

			「お父様、西方の国ではハグとキスは親愛を表すのに、ごく普通の行為らしいです！」

			「お前ら、落ち着け！」

			　ノーラがあんまり初々しい反応をするものだから、思わずつられてしまった松田であった。

			　しかし元社畜とはいえ経験がなかったわけでもなく、それほどロマンチストというわけでもない松田は、ノーラより先に自分を取り戻した。

			『まだ敵がいなくなったわけではないのですけれど』

			　ディアナとステラが戦場を離脱したために、クスコが呆れたように孤軍奮闘している。

			「――――召喚(サモン)ゴーレム！」

			　右腕と左腕にコアラのように抱き着いたままのディアナとステラを無視して松田はゴーレムを召喚した。

			　たちまち展開する五百体のゴーレムが、残り少なくなった魔物たちを蹂躙していく。

			　それは砲台型ゴーレムや騎兵、槍兵が協力した完全な諸兵科合同(コンバインドアームズ)であり集団としての戦力で魔物たちの追随を許さない。

			　これに対抗できるのはボスモンスターのような突出した個だけであり、集団としての戦術を駆使することができない魔物は狩られていくことしかできなかった。

			「さて、全部片づけたか？」

			『敵対する魔物の反応はありませんわ、主(ぬし)様(さま)』

			「クスコはえらいな」

			『光栄ですわ』

			「フォウは？」

			「フォウもえらいぞ」

			「ステラは？」

			「ディアナは？」

			「お前らはもう少し自重を覚えろ」

			　大量の魔石と秘宝をゴーレムに回収させ、中層のボスモンスターを残して松田は今日の帰還を決める。

			（気づいてはいけないことに気づいてしまった！　私、悪戯ではキスしても、マウス・トゥ・マウスは初めてだったんだ！　ファーストキスをあんな事故で！　せめて感覚を！　感覚だけでも思い出して永久保存しなきゃ！）

			　それはあれからノーラが、完全に使い物にならなくなったからであった。
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			第百三十七話　裏切り

			　

			　連日持ちこまれる大量の魔石に、クロードはやれやれ、とため息を吐いた。

			「処理するこっちの身にもなってください」

			「いったい、いつになったらギルドは増員をよこすのよ！」

			　腹立たし気にノーラは怒鳴る。

			　クロードのような老人一人では、処理しきれぬ量であることはわかっていた。

			　このところ目録を作成するのに精いっぱいで、実質的な換金は行われていない。

			　下手をすると一生遊んで暮らせるほどの大金になっているはずである。

			　まさかクロードが着服するとは思っていないが、多少懐に入れるくらいはありうる話であった。

			　先日対応を協議するため、サーシャは隠れ里へと帰還したが、基本的に探索者側の人間であるノーラとしては、ここで一気にギルドが人員を投入して、パズルの遺跡迷宮の稼働を既成事実化するべきであると思っている。

			「と言ってもですね。こんな田舎の迷宮が復活した、なんてデアフリンガーの本部も半信半疑なんじゃないかい？」

			「そうかしら……」

			　確かに、大枚はたいて探索者を集めても解除できなかったパズルの封印が、たった一人の探索者によって解放されたと聞いても、にわかには信じられないかもしれない。

			　しかし解放からおよそ一週間、すでに調達した魔石や秘宝の量は無視できぬものになっている。

			　フィア・センチピードの魔石だけでも、このパズルの迷宮が相当に有望であることを示すには十分なはずだ。

			　金に目ざといギルド幹部なら、とうの昔になんらかのアクションを起こしていてもおかしくない。

			「ちょいと急がないとこっちも本部にクレームを入れるよ？」

			「ま、待ってくれ！　もう少ししたら先に換金用の資金が送られてくるはずですから！」

			「全く、ここが田舎の街だからって、嘗(な)めるのも大概にしときなよ？」

			　もらっても使い道がないとはいえ、貸した金がなかなか返済されない不快感はいっしょである。

			　唇を尖(とが)らせて不満そうなノーラの隣で、松田は微妙な笑みを浮かべたままクロードに対する疑念を募(つの)らせていた。

			（半信半疑なのに金だけが届く？　今の口ぶりでは新たな職員が来るというわけでもなさそうだ。もしかして横流しでもするつもりか？）

			　不審ではあるが、所詮は一介のギルド職員にすぎないクロードに、そんな販路があるとも思われなかった。

			　魔石や秘宝は買い取ってくれる政府や商人がいるから価値があるのであって、倉庫で腐らせておくだけでは粗大ごみといっしょである。

			　ところが矮小な一個人では、こうした政府や商人との継続的な取引は不可能だ。

			　足元を見られ、買いたたかれるのがオチである。

			　かといってクロードの態度は明らかに不審であった。

			「召喚(サモン)ゴーレム」

			　クロードには聞き取られぬよう小声で松田は蟻型のゴーレムを召喚する。

			　悪いが、あとは裏を取らせてもらうだけだ。

			　

			　松田たちが退出してから、クロードは「ふう」とため息を吐いて、どっかりと背もたれに体重を預けた。

			「まさかこんなに素材が集まるとはなぁ」

			　たかが一パーティーの収集できる素材など、たかが知れていると思っていた。

			　ところが数百体のゴーレムを同時有用する松田と、広域殲滅魔法を得意とするディアナを擁するパーティーの戦果は、常に百パーティーを上回る。

			　あのフェイドルの迷宮で稼働していた探索者の数が三百をやっと超える程度であることを考えれば、松田たちの収集量がいかに非常識なものかわかる。

			　それなりの支度金をワーゲンブルグ王国から頂いたクロードだが、さすがにそんな量を処理しきれるはずがなかった。

			「早いとこ来てくれんかなあ」

			　ワーゲンブルグ王国がこのパズルを占領してしまえば、あとはクロードがギルド長として腕を振るうことができる。

			　これから始まるデアフリンガー王国との戦争のために、松田が持ってきてくれた魔石の数々は貴重な戦略物資となろう。

			　もっとも戦争は莫大な金を消費する。

			　悪いが主催国戦時徴収権を行使して、これまでの素材は没収させてもらうことになるだろう。

			　ワーゲンブルグ王国の勝利が確定すればともかく、失う可能性も高いのに素直に報酬を払うとも思われない。

			「あんまり怒らせたくない相手なんだがねえ……ちょいとデアフリンガー王国の紐付きなのが悪かった。運がないね」

			　クロードにとって、デアフリンガー王国の探索者ギルドは仇敵である。

			　奴らの得になることだけは、絶対にやらないと誓うほどだ。

			　そのデアフリンガー王国探索者ギルドは、当然のことながら王国最大手のクラウゼヴィッツ家と親交がある。

			　そのクラウゼヴィッツ家と、ラクシュミーを通じて太いパイプのある松田は、クロードにとって煩わしい存在だった。

			　最初からクロードは、松田にそれほど敵対的であったわけではない。

			　一生に一度あるかないかのチャンスと、目の前に転がされた利権が、彼の判断を変えたのである。

			「ワーゲンブルグから軍が派遣されてくるまで、そう時間はかからんだろう。というか、こんなに素材が来たらいつまでも隠しきれるもんじゃないわい」

			　さすがにこれ以上素材が増えたら、ギルドの狭い倉庫には収まりきらなくなる。

			　というよりすでに事務所の床までが侵食されており、早晩埋まってしまうことは明らかだった。

			　だが、そんな状態でも、ギルド職員が派遣されてこなければ、いくらノーラでも誤魔化すことはできないだろう。

			　すでに松田はこちらに不審を感じていたように思える。

			　遺された時間が少ないことは、クロードもわかっていた。

			「ま、最悪の場合は金だけ持って逃げるさ」

			　当座の資金だけでも、クロードが一生かかっても稼げないような大金が渡されている。

			　正直なところ、金をくれたワーゲンブルグ王国にも、クロードは義理を感じていない。

			　問題なのは、彼の残り少ない余生を、いかに充実した楽しいものにできるかということだ。

			　しかしクロードも自覚していないのは、目の前にすぐ実現可能な夢をぶらさげられて諦められる人間は、非常に少ないということだった。

			　

			「――――こりゃ、ちょいと厄介なことになったかな」

			「どうしたですか？　わふ」

			　ノーラからガードするつもりなのか、松田の右腕から離れようとしないステラが、松田の独り言を聞き返す。

			「ちょっと急がなきゃならなくなったってことさ」

			「わふ？」

			　松田の攻略は期限付きである。

			　少なくともサーシャがその気であることは間違いない。

			　彼女の人狼の里がどれほどの戦力を有しているかわからないが、この迷宮の封印を施すことができる実力を考えれば、軽く国家規模に比類するであろう。

			　とはいえ彼女であれば攻略まで猶予はもらえると思っていたが、欲に目がくらんだ国家が相手では、そうはいかない。

			　もし戦争になれば、パズルの迷宮は国家に強制管理され、探索者もその支配下におかれる可能性が高かった。

			　探索者ギルドは超国家機関として、その独立性を保障されているが、戦争という特殊な環境は、その独立性を著しく制限してしまう。

			　国家がその存亡をかけて戦うのだから、配慮している余裕などないということである。

			　もちろん勝利することができれば、戦後の補償の問題にはなるが、負けたらほとんど泣き寝入りというのが常であった。

			（それにあのクロードが一枚噛んでいるとはね）

			　もっとも年金のような社会保障のない世界では、クロードのように金に目がくらむのも無理ないことなのかもしれない。

			　あのヴィッテルスバッハ公国ですら五千近い軍勢を動員したことを考えれば、ワーゲンブルグ王国の動員兵力は確実に万を超すだろう。

			　となれば動員、集結、補給、移動に半月程度の猶予はあるはずだ。

			　仮に数千の部隊で先行するにしても、後詰めの準備なしに突撃させることは考え難い。

			　結果的にサーシャが戻るのと、ワーゲンブルグ王国が侵攻してくるのは、ほぼ同時期になると松田は予想した。

			　場合によっては、その両者と戦うことになる可能性がある。

			　もしこのパズルの迷宮から絢爛たる七つの秘宝が見つかれば、松田はそれを譲る気は全くないからだった。

			「お父様？」

			　ステラとは違い、ある程度松田が現実的で冷徹な思考を巡らせていることを察したディアナは心配そうに松田を見つめた。

			「大丈夫、いつものことさ」

			　いつも世界は考えているほど優しくない。

			　善良な人間でも、自分の利益のために相手を裏切るのは日常茶飯事だ。

			　それでも、と松田は密かに感じていた。

			　別にクロードに裏切られたからといって、どうでもいいことに変わりはない。

			　しかし、もしノーラやサーシャに裏切られたら、自分は今ほど平静でいられるだろうか。

			　先日のハーレプストとラクシュミーの結婚以来、自分のなかで何かが変わったと思う。

			　なぜかそれが恐ろしくて、無意識に松田は苦笑していた。

		

	
		
			　

			第百三十八話　開戦前夜

			　

			「準備は進んでいるか？」

			「ははっ！　現在王国騎士団を中心に五千ほどが出撃準備を完了し、残る三万が動員を終了しています！」

			　宰相のクリムトは主君の質問に答えた。

			「デアフリンガー王国に気づかれてはいないな？」

			「間諜の報告では全く動きはない、と……ですが、ひとつ気になることが」

			　ピクンと眉を跳ね上げて、ムラトは不機嫌そうに尋ねた。

			「いったいなんだ？」

			　ムラトとしては一刻も早く出撃させたいのだ。

			　しかし万が一にも敗北するようなことがあると、ワーゲンブルグ王国は二度と立ち上がれない可能性がある。

			　そのため万全を期したい、しかし急ぎたいというアンビバレンツに悩まされていた。

			　ようやく見通しが立ってきた矢先というのにである。

			　何が気になるのか、ムラトならずとも機嫌が悪くなるのは当然であった。

			「それがデアフリンガー王国とスキャパフロー王国の国境が緊張しております」

			「それは軍が何かを捜索しているという話ではなかったのか？」

			　そこで宰相に代わり、軍務卿のバルマーが答えた。

			「もともとデアフリンガー王国を牽制するためにスキャパフロー王国の軍を利用せぬ手はないと思っておりましたので、念入りに偵察をしておりましたところ……捜索どころか奴らは完全に戦闘態勢に入っております」

			「なんだとっ？」

			　思ってもいない報告に、ムラトは喜色を露わにする。

			　もしスキャパフロー王国がデアフリンガー王国に攻め入ってくれるというのなら、こんなありがたい話はない。

			「お待ちください。スキャパフロー王国が宣戦を布告するというには、あまりに戦力が少なすぎます。実働戦力としては騎兵と魔法兵を中心に精々三千を超える程度です。下手をすれば国境警備隊にも負けます」

			「たったそれだけか？」

			　三千といえば、嫌がらせのために国境で奇襲攻撃をするのが関の山だ。いや、それでも十分にありがたいが。

			「それに、どうも斥(せつ)候(こう)を放って周囲の警戒にあたっているのは現在も変わらぬらしく、これは間諜の私見ですが、警戒の矛先は国内のほうに向いているのではないか、と」

			「あの国で政変が起きる可能性は低いはずだが……」

			　警戒が国内に向いていると言われて真っ先に思い浮かべるのは逃亡しようとする国事犯の逮捕である。

			　しかも軍隊まで投入するレベルとなると、よほどの重罪犯ということになる。

			　ムラトの知るかぎりでは王位継承権争いもなく、国王ジョージはまずまずの忠誠を得ていた。

			　軍部が王家に反旗を翻す可能性も少ない。

			　あそこはドワーフが国民の大半を占めるだけあって、血統に対する崇拝が強いのだ。

			　その盲目的な忠誠ぶりは、ムラトが羨ましく思えるほどであった。

			「ではいったい何が――――？」

			「わかりませぬ。ゆえに気になる、と申し上げました。しかしスキャパフロー王国が国境で阻止できなければ、その気になる何かはデアフリンガー王国内へと入るでしょう」

			「なるほど、どう転ぼうと、我が国に損はなさそうだな」

			　デアフリンガー王国が拒否するにせよ受け入れるにせよ、当面スキャパフロー王国との緊張は避けられまい。

			　どこの誰かは知らぬが、ぜひうまく逃げ延びてデアフリンガー王国へ入国してほしいものだ、とムラトは思った。

			　それがとんでもない勘違いであるとは夢にも思わずに。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「だから早く軍を下げて、私たちに後を追わせてくださいと言っているでしょう！」

			「その怪我でか？」

			　気の毒な人をみるような目で、スキャパフロー王国国王ジョージは娘の嘆願を拒否した。

			「見た目ほどは悪くありません！　それに治療は移動しながらでもできます！」

			「命を拾っただけでも奇蹟のようなものだ。それに伝来の国宝を失った責任は、お前にもあることを忘れるな」

			「うぐぅ」

			　跡形もなく消し飛んだと思われていたマリアナとナージャだが、奇蹟的に生きていた。

			　もちろんあのままならば助かる見込みは万に一つもなかったであろう。

			　二人が助かった理由は、スキャパフロー王国の国宝である伝説級の秘宝、神盾アストラが最後のスキルを解放したからだ。

			　すなわち、神盾が崩壊するとき、所有者たちを転移させるというスキルである。

			　当たり前だが神盾が崩壊することなど、これまでは考えられもしなかったので誰もわからなかった。

			　ナージャが助かったのは偶然で、せめて死ぬときはお傍に、とマリアナと接触していたため転移に巻き込まれたものらしい。

			　しかしマリアナのような国宝級の防具を装備していない彼女の怪我は瀕死の重傷で、いまだベッドから起き上がれる状態ではなかった。

			　それどころか、これから先騎士として活動することはほぼ不可能であろうと治癒師には宣告されていた。

			　

			　王の間を退出したマリアナは、騎士団の屯所にほど近い医療院へと足を運んだ。

			　ベッドに横たわったナージャはマリアナの顔を見るなり、精一杯前のめりになって詰め寄る。

			「姫様！　まさか騎士でなくなる私との約束を破るつもりではありませんでしょうね？」

			「わかっている！　ちゃんと婿は世話してやるから、お前も少しは落ちこめ！」

			　包帯に全身を包まれて力なく身を横たえたナージャが、まず真っ先に口にしたのは、最後にマリアナが言った結婚相手を世話してやるという約束だった。

			　もちろんそれが空元気であることくらい、マリアナにもわかっている。

			　ナージャの怪我は深刻であり、リハビリにどれほど時間がかかるかは、王宮の医師団にもわからないのだ。

			　それに火傷(やけど)の痕が、どの程度回復するかも怪しい。

			　というより、いくらかは一生消えない痕として残るはずだった。

			　結婚前の乙女には、厳しい現実であった。

			　その彼女が、長年誇りとともに務めてきた騎士の地位も失おうとしているのである。

			　非情と思われるかもしれないが、戦闘のできなくなった騎士は、退団させるのが掟(おきて)であった。

			　それなのに、一言半句も愚痴を言わず、こうして元気に冗談を言って見せてくれる。

			　彼女の心の強さは本物だ。

			　シェリーや自分などよりナージャのほうが、どれほど強い心を持っていることか、と思う。

			「それで姫様、ご相談があるのですが…………」

			　心もち顔を赤らめ、ナージャは上目遣いに口を開く。

			「なにぃっ！　騎士長のクラウスを紹介しろだと？　貴様、本気で私より先に嫁にいくつもりか！」

			　…………欲の強さも折り紙付きであったようだ。

			　後のことになるが、彼女は騎士長クラウスと見事に結婚し、一男一女をもうけ、夫婦仲は極めて円満だったという。

			　それを歯ぎしりして見つめる嫉妬の目があったとかなかったとか。

			　

			　

			　ともあれ、王女マリアナを害してスキャパフロー王国の恥部、マーテルの生贄を強奪して蓄電したシェリーを見過ごすことは断じてできなかった。

			　そればかりかシェリーは逃亡する際に、王都警備隊の一部を蹴散らしている。

			　スキャパフロー王国の面目にかけても、見過ごせない相手であった。

			「――――あの女の逃亡先はどこだ！」

			　近衛騎士団長直々に問い詰められた迷宮管理所長ハインツは、困ったように頭を掻いた。

			「彼女は確かに迷宮管理所所属の探索者ではあるけど、実態は傭兵のようなものですからねえ」

			「雇い主が卿であることに変わりはない」

			　場合によっては責任を追及するぞ、という騎士団長の態度に、ハインツは少々お遊びが過ぎたことを認めた。

			　人が自ら破滅していくのを見るのが大好きなハインツだが、自分が破滅するのは大嫌いである。

			　今回はシェリーの執念を見誤った。

			　てっきりすぐに松田を独占するために飛び出していくと思ったのに、まさか迷宮を攻略してマーテルの生贄まで手に入れるとは思ってもみなかった。

			　――だが、だからこそ面白い素材に巡り合えた、という気持ちもある。

			　彼女の執念が、努力が、洗脳が、何をこの世界にもたらすか見届けたいと思ってしまうのだ。

			　もちろん、自分は安全な場所で。

			「彼女が執着しているとすれば、それはあのタケシ・マツダ以外には考えられない。おそらく王女殿下も、私と同意見だと思うよ？」

			「…………殿下から同様の話は伺っている」

			　苦虫を噛み潰したように騎士団長は渋面をつくる。

			　今や松田の名はスキャパフロー王国の重鎮で知らぬものはいないほどだ。

			　あの白狐を倒して迷宮を正常化したばかりか、伝説の絢爛たる七つの秘宝を詐取した――これは松田がフォウが絢爛たる七つの秘宝であることを報告しなかったから――として騎士団の最優先捜索目標でもあった。

			　デアフリンガー王国入りしたという情報は得ているが、戻ってこないとも限らないので、国境の捜索隊は張りつけたままにされている。

			「では、あの女もデアフリンガー王国へ向かうと？」

			「彼がデアフリンガー王国にいるならの話だけれどね」

			「違うとでも？」

			「彼がデアフリンガー王国へ行ったのは、そもそも師匠のハーレプストの結婚のためだ。結婚式が終わった後までいるとは限らないよ」

			「それをあの女は？」

			「まあ、知らないだろうね」

			　ということは、シェリーはまずデアフリンガー王国を目指すはずである。

			　そのあたりで網を張っていれば、捕捉することはそれほど難しいことではない。

			「……これは忠告だけど」

			　軍に携わったことのないハインツに忠告などと言われて、騎士団長は気分を害したように眉を顰(しか)める。

			「あの王女を正面から倒した女だよ？　いっそ逃がしたほうがいいんじゃないかな？」

			「デアフリンガー王国の軍に始末させるということか」

			　ハインツは静かに頷いた。

			　確かに損害を隣国に押しつけるという意味では良い手かもしれない。

			　しかしリスクがありすぎる。

			　シェリーがスキャパフロー王国から秘宝を奪って逃走した犯罪者であることがばれたら、責任問題になる可能性があった。

			　それに面子の問題もある。

			　シェリー逃走の過程で、王都警備にあたっていた騎士がダース単位で倒されていた。

			　もっともシェリーの武がマリアナを超えるというのなら、当たり前の結果ではある。

			「それに多分、面子うんぬん言っている場合じゃなくなると思うんだ」

			　他人の不幸が何より大好きなハインツは、ある気配を感じ取っていた。

			　この手の勘をハインツは今までに外したことがない。

			「…………どういうことだ？」

			「犯罪者一人を追いかけるのが、本来の軍の仕事じゃないってことさ」

			「何を言っているのかわからんが、あの女が持つ秘宝は危険すぎる。放ってはおけん！」

			　それから騎士団長はシェリーの特徴や得意なスキル、戦い方や癖を執拗にハインツに問いただした。

			　まるで尋問を受けるようであったが、それすらもハインツは楽しむ。

			　王宮へ戻った騎士団長は、すぐに軍務卿に呼び出され、シェリーの抹殺を諦めることになる。

			　ワーゲンブルグ王国から、対デアフリンガー王国参戦の要請の使者がやってきたのだ。

			　

			「――――軽々に乗るわけには参りませんぞ？」

			「当たり前だ！」

			　デアフリンガー王国は歴史的に南のワーゲンブルグ王国、西のリュッツォー王国と関係が悪い。

			　スキャパフロー王国とコパーゲン王国の仲の悪さと似たようなものだ。

			　これにスキャパフロー王国が加わり、三ケ国包囲網を作ろうというのがワーゲンブルグ王国の提案であった。

			　もちろん即答できることではなかった。

			　本当にリュッツォー王国も参戦するのか、どの程度の兵力を想定しているのか。

			　このところコパーゲン王国国境が緊張しているスキャパフロー王国としては、それほど多くの兵を動かしたくないのが本音だ。

			「この情報、デアフリンガー王国に売る、という手もありますな」

			「うむ」

			　実のところコパーゲン王国はリアゴッドとの戦いで大きな損害を受けているため、脅威のレベルは低下していた。

			　あとはワーゲブルグ王国側とデアフリンガー王国側、どちらに恩を売ったほうがスキャパフロー王国のためになるか。

			「ことは急を要する。で、件の女はその後どうなったか？」

			　国王に尋ねられた騎士団長は、背中に滝のように汗をかきながら、交戦すれば被害は甚大であることを断腸の思いで告げた。

			「ま、あのマリアナを下したのだ。さもありなん」

			　そこでジョージは何かを思いついたように悪戯っぽく笑った。

			「その娘の対処次第で、どちらにつくか見えてくるかもしれんな」

			　もしデアフリンガー王国がシェリーを相手に大損害を被れば、迷わずワーゲンブルグ王国側につく。

			　国家に真の友情は存在しない。古来からの鉄則であった。

		

	
		
			　

			第百三十九話　人狼の里

			　

			　ここで時間は少々遡(さかのぼ)る。

			　サーシャは自らの故郷ファリル支族の村へと帰還していた。

			「にわかには信じられぬ話だな」

			「こんな話、私が一番信じたくないわよ」

			　村長を中心にしてファリル支族の幹部が一堂に会していた。

			　戦巫女サーシャ、自警団長、神狼司祭、薬師長が左右に向かい合うようにして座る。

			　パズルの封印が解けた。

			　その事実確認のはずが、サーシャが持ち帰ったのは彼らの予想を大きく逸脱したとんでもないものであった。

			「絢爛たる七つの秘宝だと？」

			「しかも二つ？」

			「しかもライドッグの転生体というリアゴッドという男が暗躍していると？」

			　どれをとっても村の存続にかかわる一大事である。

			　人狼の血が不老不死に必要というのは、ライドッグが広めたことと伝えられる。

			　そのライドッグの転生体が現れたのなら、隠れ住む人狼の村を探さぬはずがない。

			「そのリアゴッドという男、どこにいるかわからんのか？」

			「残念ながらマツダに聞いた話だと、宝冠コリンを手に入れてて、どこかに転移してしまったらしいわ。コリンがあるんじゃ、事実上行方不明と同じことよ」

			「――――なんと厄介な……」

			　奇襲戦闘でもコリンの能力は恐ろしいが、本当に厄介なのは勝てないとわかればいつでも逃げられるということだ。

			　おそらくリアゴッド以上の戦力を用意することはできる。

			　しかしそんな戦力とは直接戦わず、逃げて奇襲して、というゲリラ戦をされると人狼側には打つ手がない。

			　最初から罠として強固な結界を用意し、そこにリアゴッドを閉じ込めるなら転移は不可能かもしれないが、罠に簡単にはまってくれる相手なら、人狼もここまで苦労していなかった。

			　パズルの迷宮の解放などよりよほど恐ろしいサーシャの報告に、ファリル支族は震えあがったといってよい。

			「……それにしても封印するより法がなかったあの絢爛たる七つの秘宝を支配下に置くとは、そのマツダというエルフ、何者だ？」

			「少なくとも名の知られた長老部に、マツダなる男の名はないはずだ」

			「信じがたいことだけど、どうやら天才の部類かと。驚くほど魔法の知識がなかったわ」

			「知識がないのに絢爛たる七つの秘宝を従えるなど……夢物語と言いたいところだが」

			「しかもその絢爛たる七つの秘宝に人間そっくりのゴーレムの身体を与えていて、見かけからは人間にしか見えないのよ」

			「…………そんなことがありうるのか」

			　サーシャが言う以上、事実なのだろう。

			　それでも納得しがたい驚きがある。

			　ただでさえゴーレムというのは廃(すた)れた技術であり、維持するのも非効率と考えられてきた。

			　そのゴーレムが人間そっくりの身体を手に入れ、人間と同じ生活をしているなど、恐怖でしかない。

			　自分のすぐ隣の人間がゴーレムかもしれない、と疑って生活するのは、彼らにとって悪夢に等しかった。

			　――――野放しにするべきではない。

			　人間社会にひっそりとゴーレムが紛れ込む前に、マツダという男は始末したほうがいいのではないか？

			　ふとそんな考えが村の幹部たちの脳裏をよぎった。

			「今、みんなが何を考えたかわかるわ。私も一度は考えたから。でも心配はないと思う。彼に知性ある秘宝(インテリジエントアーテイフアクト)は作れないから」

			「なるほど」

			　確かに、いくら人間そっくりでも、人間に紛れて生活するためには、それなりの知性が必要だ。

			　人間そっくりに作るだけなら人形師にだってできる。

			　実際、松田のゴーレム造形技術の大半は、師匠であるハーレプストが完成させた技法であった。

			「それに彼は敵にするより、味方につけるべき存在だと思うの。ライドッグの転生体がいつまでも私たちを放置しておくはずはないと思うから」

			「…………その転生体というのは本物なのか？　前世の記憶を意図的に保存したまま転生したなど聞いたこともないぞ？」

			「その辺は私にもわからないわ。ただ確かなのは絢爛たる七つの秘宝やライドッグの使い魔が、その転生体を契約者であると認識したということよ」

			　魔法士との間に結ばれた精神的な契約(パス)は、基本的に他者は決して偽造できない。

			　ゆえに魔法士同士や国家間の契約においても、この精神的契約(パス)が使用され、強制力を持たせるということがある。

			　だからこそクスコは契約の破棄でダメージを負い、狂気の狭間に取り残されることになった。

			「では、なぜそのマツダという男は、絢爛たる七つの秘宝を使えるのだ？」

			「本人は主のいない秘宝なら、なんでも使えると言っていたけれど？」

			「そんな馬鹿な話があるかっ！」

			　秘宝というものは上級なものになると、先祖伝来の家宝であり、大抵の場合、呪文や血統による鍵がかけられている。

			　マリアナが使用しているスキャパフロー王家伝来の秘宝だって、王家の血を引いていないと使えない。

			　秘宝が恐ろしく貴重なものであるにもかかわらず、あまり盗難や売買がないのはそのためだ。

			　無主の秘宝がなんでも使えるならば、倉庫で埃をかぶっている貴重だが誰も使えない秘宝がすべて実用化されることになる。

			　もしそれがスキルなら伝説級のとんでもないスキルだった。

			「ことの真偽はともかく……絢爛たる七つの秘宝が使えるというのなら、転生体との戦いには有用だな」

			「有用なんてもんじゃないわ！　秘宝がなくとも、彼は五百体以上のゴーレム軍団を同時に操れるんだから！」

			「お前は何を言ってるんだ？」

			「その反応はわかるけど、本当なのよ！　私はいっしょに迷宮に入ってこの目でみたんだから！」

			　やはり百を超えるゴーレムの同時制御というのは、その目で見た人間でなければ眉唾にしか聞こえなかった。

			　ミスリルで錬金された人型ゴーレムは、優秀な騎士団二十名に匹敵するという話がある。

			　ならば松田のゴーレム軍団は軽く一万の騎士団を凌駕する能力を持つということだ。

			「もしそれが本当だとすれば、各国もマツダを放置しておくことはできんぞ？　すでにそれは伝説級に匹敵する戦力だ」

			「左様、下手をすればマツダを味方につけた国が戦争に勝つ、ということもありうる」

			「いや、それ以前に彼を手に入れるために戦争が始まりかねない」

			　今のところ、松田が絢爛たる七つの秘宝を所有していることを知っているのはスキャパフロー王国だけだが、それもいずれはバレるだろう。

			　それを抜きにしても松田の持つ力は大きすぎる。

			「…………それだけじゃなく、強力な白狐の使い魔に、人狼の女の子もついてるしね」

			「どうしてエルフの探索者に人狼の子供がついておる！」

			「なんでも山賊に襲われて捕まっていたのを助けられたとか……」

			「里はわからんのか？　そのマツダという男に利用されているのではあるまいな？」

			「本人がすごく慕っていっしょにいたがってるから、それはないと思うけど……」

			　よくよく考えてみれば、ステラは危うい。

			　もし見つかればどうしたって里の情報を探られるだろうし、松田がその気になれば、いつでも実験に使うことだってできる。

			　あるいはステラを餌に、人狼の里を襲うことだって。

			「いったいどこの里だ？　このあたりにファリル以外の里はないはずだが」

			「それが……おかしいのよ。マフヨウ支族だっていうの」

			「そんな馬鹿な！　ありえぬ！」

			　ひどく興奮した様子で村長のカツコフは叫んだ。

			「どういうこと？」

			「マフヨウ支族はライドッグに滅ぼされ、この地上から消滅した。生き残りなどありえん！」

			「ありえないことがいろいろ起きてるからしょうがないでしょ？　なにかしら事情があったのよ」

			　ありえないというのなら、松田の存在自体がかなりありえない。

			　魔法には無知、なのに、使う魔法は伝説級。

			　さらに魔力も恐ろしく膨大で、ほとんど無尽蔵のように大魔法を連発する。

			　サーシャが思うに、ことゴーレムに関するかぎり、この世界で松田を凌ぐ魔法士は伝説級を含めても一人もいないだろう。

			「マフヨウ支族が全滅したのは確実だ。そもそも我々が身を隠したのはライドッグから身を守るためだが、その発端となったのが、マフヨウ支族の虐殺だったのだから」

			　仮にひとりふたり逃れた者がいたとしても、それではもはや支族とは言わない。

			　しかしステラには、父親をはじめ支族のコミュニティーについての記憶が確かにあった。

			　はたしてそれはいったい何を意味するのか。

			「――――ステラちゃん、貴女、いったいどこから来たの？」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あなた」

			「どうしたんだい？　ラクシュミー」

			　優しく答えるハーレプストの頬を抓り、ラクシュミーは拗(す)ねたように唇を尖らせた。

			「もう約束を破るつもりですの？」

			「い、いや、僕はその……なんというか、その場の勢いで君に約束させられたというか……」

			「それでも約束は約束です！」

			「ハ、ハニーには敵わないな」

			　顔を真っ赤に紅潮させて照れたハーレプストは、口ごもるようにしてそう言った。

			　ハーレプストとラクシュミーはまさに蜜月(ハニームーン)を過ごしている。

			　密かに入手した秘薬を使用し、ラクシュミーが妊娠したのはほぼ確実だが、今のところハーレプストには秘密である。

			　心優しいハーレプストは、過保護にラクシュミーをいたわるに違いないからだ。

			　もう少し蜜月を楽しみたい。主にラクシュミーの肉欲的に。

			　自分が女としてハーレプストに求められているという充足感と、独占欲を満足させる多幸感は、そう簡単に手放されるものではない。

			　とりあえず本当に妊娠がはっきりするまで、毎晩絞って絞って絞り切るつもりである。

			　どこかハーレプストの肌が潤いをなくしてかさついて見えるのは、きっと気のせいではないだろう。

			　そんな二人の甘い時間を、唐突に破る音があった。

			「何かしら？」

			「ハニーは下がっていなさい」

			　その音は天窓に近い壁面から響いている。

			　睨むようにして外を警戒していたハーレプストは、どっと脱力して肩の力を抜いた。

			「大丈夫ですの？」

			「ああ、これはマツダ君のゴーレムだよ」

			「もう、いい雰囲気だったのに！」

			「僕たちの時間はまだまだたっぷりあるだろう？　ハニー」

			　なんだかんだといってラクシュミーにメロメロなハーレプストであった。

			「それにしてもわざわざゴーレムを送ってくるとは、また何かあったかな？」

			　松田の控えめな性格なら、普通新婚生活中のハーレプストには遠慮するだろう。

			　こうしてゴーレムを送ってきたということは、よほど抜き差しならぬ何かが起こったということだ。

			　しかもその何かは、きっとハーレプストやラクシュミーと無関係ではない。

			　松田が送ったゴーレムは、一見本物の鷹のようであり、その足元には一通の便せんが結ばれている。

			　慎重に結び目を解くと、ハーレプストは急いでその文面に目を通した。

			　肩越しにラクシュミーものぞき込んでいる。

			　二人の顔色が蒼く変わるのにそう時間はかからなかった。

			　特にラクシュミーはクラウゼヴィッツ家の一員として、国家の中枢に関する情報を知っている。

			「パズルの迷宮復活、なれどギルド職員クロードは、情報を国外に流出させた可能性あり」

			　実際にデアフリンガー王国の探索者ギルドにパズル復活の報告はない。

			　もし届いていたら、クラウゼヴィッツ家がそれを知らぬはずがない。

			　ではいったい、どこに情報が流出したのか。

			　それはかつてパズルを領有していたワーゲンブルグ王国以外にはありえなかった。

			　ではその情報を手にしたワーゲンブルグ王国はどうするか。

			　いまだにデアフリンガー王国に対して情報を秘匿させているのが答えであった。

			　すなわち、ワーゲンブルグ王国は戦争を準備しているのである。

			「あと一か月くらい大人しくしていられなかったのかしら？」

			　不満そうなラクシュミーの頬を野太い指で撫でて、ハーレプストは苦笑する。

			「それはマツダ君に？　それともワーゲンブルグ王国に？」

			「この騒動を仕組んだ運命の女神に、よ」

		

	
		
			　

			第百四十話　デアフリンガー王国の事情

			　

			「――縁というものはなかなか馬鹿にできぬものだな」

			　ラクシュミーから一報を受け取ったデアフリンガー王国国王フェッターケアンは、自慢の髭をしごいて苦笑した。

			「しかりしかり。危うく出し抜かれるところでしたぞ」

			　宰相クラガンモアも国王の意見に同意する。

			　それほどに松田が届けたワーゲンブルグ王国侵攻の可能性という情報が与えた影響は大きかった。

			　すぐさま、パズルの迷宮復活を、デアフリンガー王国探索者ギルドが全く把(は)握(あく)していなかったことがわかる。

			　ギルド長のギリーは青筋を立てて憤慨し、すぐにもパズルへ詰問の使者を送ろうとしたが、それは止めさせた。

			　出だしで後れを取っている以上、ここでこちらが気づいていることを知られたくない。

			　まだこちらが気づいていないと思わせてこそ、奇襲で後れを取り戻すことができるというものだ。

			「根回しはされていると思うべきだな？」

			「空手形くらいは切っているでしょうな」

			　いくら密かに準備しているといっても、全面戦争となればワーゲンブルグ王国の勝率はそれほど高くないだろう。

			　まして前回の戦争では負けている。

			　少なくともリュッツォー王国には話を通しているはずだった。

			「そういえば妙な話が来ておったな」

			「と言いますと？」

			　ふと何かを思い出したような国王の言葉に、軍務卿のドロナックは尋ねる。

			「ふむ、スキャパフロー王国から国宝を盗んで逃亡中の探索者がそちらに逃げこむかもしれぬ、と危険を通告してきおった。何を盗まれたのかしれぬが、厄介なことだと思っていたが……」

			「もしや我が国の戦力を分散させるためだと？」

			「可能性はあろう」

			　強力な国宝を手にした宝石級の探索者は、十分軍隊の出動に値する。

			　ただでさえ動員で遅れているのに、少ない戦力をさらに分散させられては、ますますデアフリンガー王国の勝利はおぼつかない。

			「しかしわざわざ通告しますかな？　下手をすれば賠償問題ですぞ？」

			「どちらに転んでもよいのであろう」

			　フェッターケアンの予想は、ほぼ正確にジョージの思惑をついていた。

			「…………なるほど、我が国が下手を打てばワーゲンブルグ王国に加勢し、うまく対処するようなら我が国の味方をする、と」

			「スキャパフロー王国は特段ワーゲンブルグ王国と親しいわけではない。我が国を滅亡させるつもりならともかく、条件付き和平では旨味が少ないであろうしな」

			「性質(たち)の悪いことを」

			「それに関しては我々も人のことはいえん」

			　敵の敵は味方という言葉がある。

			　実はワーゲンブルグ王国がアイラ王国との海上覇権争いに敗れた陰では、デアフリンガー王国の援助があった。

			　もちろんコパーゲン王国とデアフリンガー王国が緊張状態にあるとわかれば、コパーゲン王国に親善の使者を送って意思疎通を図っている。

			　一見善良そうなフェッターケアンであっても、君主である以上こうした権謀術数と無縁ではいられないのだ。

			「たかが探索者の盗人に戦力を割く余裕はない。しばらくの間は放置で構わん」

			　このフェッターケアンの決断は、まさにデアフリンガー王国の未来を救った。

			　マーテルの生贄を手に入れたシェリーは、個人ではなく軍団である。

			　これを阻止しようとすれば、準備を万全にした軍が一万以上は必要であり、彼女を甘く見て二千や三千程度をぶつければ、犠牲者を出したうえ敗北して、各国に非常に悪印象を与える恐れがあった。

			　あえてシェリーに国境を突破させたスキャパフロー王国としても肩透かしに思うほど、何の抵抗もなくシェリーはパズルを目指した。

			　リアゴッドを倒し、松田と別れたあの日、ノーラが女の情念が宿った瞳で松田に話していたのを、シェリーは鮮明に覚えていた。

			「マツダ殿に使いを出せ」

			「なんと伝えましょう？」

			「我が国はマツダ殿の権利を擁(よう)護(ご)し、その自由を尊重する用意がある。必要であれば助力も惜しまぬ、と」

			「あまり気にしなそうな気もいたしますが……」

			　フェッターケアンは苦笑して頭を振った。

			「我が国だけならばな。しかし我が国と同じ対応を、ワーゲンブルグ王国に取れると思うか？」

			　ワーゲンブルグ王国には迷宮がない。

			　迷宮がないから探索者を管理するノウハウもない。

			　そして探索者ギルドと敵対したときのデメリットも知らない。

			　その状況で金の卵を産む鶏を前に、目先の利益を捨てても長期的な関係を築こうとするだろうか？

			　まずその可能性は低いとフェッターケアンは考えていた。

			　この世界は国王と貴族の力のバランスはともかく、平民の権利は低く見られがちである。

			　ましてエルフのような亜人の権利を、戦争中の差し迫った状況で尊重するとは思えなかった。

			　ヴィッテルスバッハ公国を、松田が個人の力で撃破したことを知っていれば話は別だが、おそらくワーゲンブルグ王国は知るまい。

			「……ことによるとあっさりと片付くかもしれんな」

			　とはいえ偶然にばかり頼っているわけにもいかなかった。

			　最悪の場合に備えるというのが君主の務めである。

			「リュッツォー王国との国境を警戒しろ。急いでパズルに遠征する軍を編成するのだ」

			「御意」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「少しペースをあげようか」

			「そ、そうか……ありがとうマツダ」

			　クロードの裏切りを知らされていないノーラは、単純に松田がマリーカのために頑張ってくれていると解釈した。

			　そのせいか、ますます態度がぎこちなくなって、そこはかとないラブ臭が漂う。

			「お父様、ひいきはだめです」

			「ステラも構ってほしいです。わふ」

			「そういう問題じゃない」

			　誰一人として現在の危機的状況を理解していないことに、松田は内心でため息を吐く。

			『主様、御心を安らかに』

			「わかってくれるか」

			　どうやらこのなかでクスコだけはそれなりに松田の心情をわかってくれているらしい。

			　使い魔として、ある程度独立行動が許されたクスコだからこその洞察であろう。

			　最初からステラとフォウには期待していなかったが、ノーラとディアナはもう少し大人になってもよいのではないか。

			　いよいよパズルの迷宮下層。

			　伝承ではこの下層から時間の流れはどんどん遅くなっていくという。

			　もしかしたら最下層は時間が停止状態に近いかもしれない、というのはサーシャの予想だった。

			　その根源が、名もなき人狼の王女にあることは間違いなかった。

			「それにしても、体感時間は本当に変わりがないんだね」

			　別段自分の身体の動きが遅くなるわけでもなく、空気の流れが重くなるわけでもない。

			　地上に戻らなければ、そもそも時の流れがおかしいことさえ気づかないだろう。

			　この謎がマリーカの状態に関係し、その謎にもうすぐ対面することになる。

			　ともすればピンク色になりがちな脳内を、ノーラは多大な精神力を費やして引き締めた。

			「天才としか言いようがないな。いったいどうやってるのか想像もつかん」

			　もとより土魔法しか使えない松田に時間魔法がわかるはずもないが、ディアナですら一端にも辿りつけていない。

			「――時間があてにならないせいか、アンデッドがメインのようだな……」

			「私の出番ですね！」

			　はりきるディアナに、松田は苦笑して頷いた。

			　松田の土魔法やゴーレムはアンデッド、特に肉体をもたないレイスや再生力に特化したハイスケルトンと相性が悪い。

			　霧化(チエンジミスト)を使用するヴァンパイアなども同様で、ステラの突進技も効かない種族が多かった。

			　回復不能な分解(デイスインテグレイト)などの火属性魔法を連射可能なディアナにとっては独壇場と言ってもいいかもしれなかった。

			「念のため禁呪はなしな」

			「お父様のいけず！」

			　せっかくの活躍の舞台を、できるだけ派手に決めたい。

			　特にこのところ松田を狙っている気配が濃厚なノーラに見せつけたい。

			　なぜかそう思ってしまうディアナである。

			　松田はディアナのお父様なのであって、ノーラの恋人ではない。それにお父様にノーラは相応しくない。

			　お父様のために一番役に立って、お父様の隣に立つのに相応しいのは、この私。

			　長く秘宝として、道具の役割だけを求められてきたディアナの情緒はまだ甚だ幼稚である。

			　それでも松田を慕い、独占したいという欲求は確実に育っていた。

			　同化した００６の父親に対する思いもそれを後押ししている。

			「見ていて！　お父様！」

			　高らかに、謳いあげるようにしてディアナは詠(えい)唱(しよう)を開始した。

			「天罰光(ジヤツジメントレイ)！」

			　白炎に浄化の力を付与した七筋の光が、扇形に広がりアンデッドの群れを燃やし尽くしていく。

			「ヒュオアアアアアア！　（ひどい！　あんまりだ！）」

			「アギャアアアアア！　（ああ……もうすぐお前のところに帰るよ……）」

			「グオオオオオオ！　（無念！　せめて一太刀なりとも……）」

			　この迷宮で失われたであろう命、そして迷宮の魔物が変質した可能性の高いアンデッドたちが浄化の光を受けて消滅していく。

			　未練と恨みを残して現世にとどまったとはいえ、生からの解放は救いでもあった。

			　長すぎる死者としての生から解放された一部のアンデッドは、どこか晴れ晴れとした表情で天へと還っていった。

			「…………あれでまだ残る者がいますか」

			　ディアナの天罰光(ジヤツジメントレイ)を食らってなお、立ち上がる影がある。

			　よほど強力な個体とみるべきであった。

			　ディアナの魔法の威力を知っているステラや松田も警戒の度を高めた。

			「うぉぉぉぉぉぉぉぉぉんんっ！」

			　騎士らしきアンデッドは慟哭する。

			　底知れぬ哀しみが腹の底に響くような、切なく苦しい叫びだった。

			「なぜだっ？　なぜ裏切った？」

			「我らは仲間ではなかったのか？」

			　もう一人のアンデッドは騎士の仲間なのだろう。軽装の姿からいって、戦士かスカウトのように思われる。

			　どちらもまともな人間であった頃の意識は残っていない。

			　あるのは深い未練と怨念。

			　とりわけ大きいのが、仲間と思われる人間の裏切りらしかった。

			「まさか…………」

			「どうしたノーラ？」

			　何かに気づいた様子のノーラに松田が問いかける。

			「あれ、宝石級の徽章じゃないか？　もしかしてあいつら、千年以上前にこの迷宮で戦ったっていう探索者なんじゃ」

			「ここの元凶になった王女と戦ったっていう精鋭か……手強い相手だな」

			「ああああ、俺は生きて帰るんだ。俺を待ってくれている妻と娘が……憎い、憎い、憎い！」

			「栄光が！　報酬が！　俺の将来は約束されているはずだったのに！」

			　騎士はともかくスカウトのほうは割と俗物だな。

			　アンデッドになるほど執着していたのかと思うと、なかなか欲望に忠実であったようだ。

			「憎い……憎い……生きている者が！」

			「させません！」

			　騎士アンデッドがスキルを使うより早く、フォウが盾を展開させる。

			　がん、と見えない壁にぶつかった騎士アンデッドは、激高して剣を抜いた。

			「なかなかやるが、この俺ほどではない！　我が名はウォルフ！　蒼月剣のウォルフぞ！」

			「アンデッドのくせに人間臭いやつだ」

			「強力なアンデッドは生前のスキルをすべて使える。油断するなよ？　マツダ」

			「そりゃ厄介なことだな」

			　不死性はそのままに生前のスキルを使えるというのはある意味チートだ。

			　とはいえアンデッド特有の弱点は引き継いでいるが。

			「星雲矢(ネビユラアロー)！」

			　騎士が名乗りをあげている間に、スカウトは無言で矢を放ってきた。

			　騎士に意識を向けていた分、フォウの盾の展開も間に合わない。

			「死ね！」

			　狙いは松田である。

			　このメンバーの中心が誰なのか、即座に見破ったところはさすがに選ばれた探索者メンバーということか。

			「ご主人様には触れさせないです！　わふ」

			　ステラは空中に飛びあがると、降り注ぐ雨のような矢を素手でひとつ残らず叩き落とした。
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			　相変わらず恐るべき身体能力である。

			　サーシャもそうだが、人狼の突出した力の源はこの身体能力と魔力量にある。

			　要するに力押しなのだが、これに対抗するのは容易ではない。

			　洗練された武術を使用する人狼ならば、さらに恐ろしい存在となるだろう。

			　まだステラはその領域にはないものの、その片鱗は見せつつあった。

			「むぅっ、この気配、人狼か？」

			「おのれおのれおのれおのれ！　裏切り者め！　憎い憎い憎い憎い憎い！」

			　――――途端に二人のアンデッドがさらに怒り狂いだした。

			　怨念が増大したせいか、体から溢れる鬼気が明らかに強まっていた。

			「なあ、裏切りってどういう意味だと思う？」

			「言葉通りの意味なら、同行したという人狼の女が裏切ったのでは？」

			　ディアナの言葉に松田は困ったように頭を掻いた。

			「やっぱり、普通そう思うよなあ……」

			　時間魔法を暴走させた王女以外にも、どうやら警戒しなくてはならない存在が増えたようである。

			　目撃者が誰もいない以上、実は迷宮の奥で何があったのかは永久に闇の彼方だ。

			　下手をすれば元凶は真逆の覆面(マスク)のほう、ということだってありえる。

			「ご主人様の敵は許さないです！　わふ」

			　ぐっと下半身に力をこめ、今まさに飛び出さんとするステラに、二人のアンデッドは侮蔑するような怒りの声を発した。

			　

			「また我らを殺そうとするか、ステラよ！」

			　

			　一瞬の沈黙があり、松田もステラもディアナも混乱した。

			　今奴らは何と言った？

			　どうして彼らがステラを知っている？　いや、彼らが言うステラとはいったい誰のことだ？

			　――わかっている。目の前のステラではなく、おそらく千年以上前の覆面（マスク）の名がステラなのだろう。

			　しかし、そんな偶然があるものだろうか？

			「――――わふ？」

			　そんな松田の葛藤も何もわかっていないステラの反応に、思わず松田は脱力した。

			　悩んでいたのが馬鹿々々しくなるほど無邪気でお子様な反応だった。

			「許さない許さない許さない！　お前も道連れにしてやる！」

			「よくわからないけど、ステラはお前たちに恨まれる覚えはないのです！　わふ」

			　そしてステラが大地を蹴る。

			　見事なダッシュでたちまち距離を詰めたステラは、スカウトのアンデッドへ拳を振りぬいた。

			「巨人の鉄槌(タイタンハンマー)！」

			「ぐばああああああ！」

			　ステラの小さな拳が、まるでビル破壊用の鉄球を音速で撃ちこんだような衝撃をもたらした。

			　完全に再生不可能な水滴レベルまで分解され、スカウトアンデッドは沈黙する。

			「またお前は我々を殺すのか？　災厄の魔女を倒すべき同志を裏切り、何をするというのだ？　それともやはり最初から魔女の仲間であったのか？　知っているぞ。覆面(マスク)、いや、魔女の双子の妹、ステラよ！」

			「――――千年以上前の人と、このお子様をいっしょにしないでくださいな」

			「ステラ、お子様じゃないです！　わふ」

			「もう安らかな眠りについてもよい頃でしょう」

			　ディアナは残る騎士アンデッドへと、杖を振りかぶった。

			「眠りなさい。終焉の静寂(エンドサイレンス)」

			「いやだ！　俺は死なぬ！　復讐して妻と娘に会うまでは……」

			「もうすべては終わったことなのよ」

			「いやだああああああああ！」

			　いかに強力なアンデッドといえど、わずか二体。

			　しかも一体を倒され万全の状態でディアナの魔法攻撃を浴びればひとたまりもない。

			　どれほどの恨みと未練を抱えていたにせよ、騎士アンデッドは抵抗むなしく消滅した。

			「――――聞き捨てならないことを言っていたんだけれど」

			「覆面(マスク)が魔女の双子の妹？」

			「伝承が歪みまくってるな……」

			「しかも魔女討伐メンバーの仲間を裏切って殺したのは覆面(マスク)みたいじゃない」

			　ノーラも難しい顔をして唸る。

			　単純に迷宮の奥に封印されているであろう、名もなき魔女を倒せばよいという話ではなくなってきた。

			「それじゃあいったい……覆面(マスク)が相討ちになって魔女を封印したって話は、どこまでが本当なんだ？」

			　結局のところ、すべては推測にすぎない。

			　迷宮からは誰も帰ってこなかった。

			　たまたま怪我のために途中から引き返してきた神聖魔法士(デヴアイントーラー)が、経過を伝えたのみである。

			　それでも迷宮の暴走が止まったことから、相討ちになって果てたのだろうと考えた。

			　暴走は止まったものの、迷宮内の時間の歪みは直っていない。

			　ならば魔女は倒されたのではなく、封印されたのだろう。

			　そんな確かめようのない憶測が、長い時間の経過で風化し、形を変えていった。

			　下手をすると本気で主客が逆転する可能性すらある。

			　そもそも相討ちに倒れた瞬間を誰も目撃していないから、封印されているのは実は覆面(マスク)の可能性があった。

			「とりあえず慎重に行動するしかないか。みんなこの先は予断を持つな」

			　味方だと思っていた者が、敵である可能性がある。

			　しかしそれは、元社畜の松田にとってはよくある日常の光景にすぎなかった。

		

	
		
			　

			第百四十一話　パズルの迷宮最下層

			　

			　パズルの迷宮下層の情報は、ひどく少なかった。

			　もともとこの先を攻略していたのはライドッグや魔女など、ごく一部の探索者だけであったからだ。

			　しかしここまでの経験則からいけば、上層から中層の深部にいくにつれて時間の流れは徐々に遅くなっている。

			　中層の最後では、迷宮内の一日は地上でのおよそ半日程度だった。

			　もしかすると最下層に近づくにつれて、限りなくゼロに近づいていくのではないか、と松田は思う。

			　攻略の時間に制限のある現状では、必ずしも悪いことではない。

			「少し身体を慣らしておかないと危ないさね」

			　ここにきてノーラは積極的に前線へ出た。

			　ステラやディアナに戦力としては劣るとはいえ、彼女には切り札である魔法完全無効化があり、フェイドルの迷宮で新たに手に入れた秘宝がある。

			　絢爛たる七つの秘宝には劣るが、フェイドルの迷宮を突破したノーラも、ひとつの秘宝を手に入れていた。

			　倍加の首飾り。

			　文字通り所有者の魔力、身体能力、スキルなどの任意のものを倍加する。

			　一日に使用制限が三回までというのが玉に瑕だが、十分に有用な秘宝であった。

			　何より完全魔法無効化の時間も倍加できることが大きい。

			　とはいえ使っておかなくては、その効果を体感することができないので、ノーラは身体能力の倍加を使用した。

			　強固な意志と不断の努力で練り上げた武力が、体内の奥深くから溢れる力で倍加され全能感がノーラを包む。

			「……やみつきになりそうだよ」

			　明らかにレベルの違う技のキレ。

			　普段なら切り裂くのが精いっぱいのはずの魔物が、あっさりと骨ごと両断される。

			　今ならあのマリアナにも勝てるだろう。

			　まさか、マリアナがフェイドルの迷宮でシェリーを相手に死線を潜り抜けているとは、夢にも思わないノーラはそう考えた。

			「まだまだ、です。わふ」

			　死角となった背後からノーラに襲いかかろうとする上級夢魔(ロードナイトメア)を、ステラは魔力をこめた足で蹴り飛ばした。

			　夢魔は肉体はあるものの、かなり精神体によった構造をしているので物理ダメージが通りづらいのだ。

			「すまない。助かる」

			　なんとか攻撃に身体は慣れてきても、防御のほうはまだまだのようであった。

			　倍の速度で動き回ることができても、集中力や警戒の勘は、そうそう倍にはできないということである。

			「お父様！　私も！　私も！」

			「ディアナ、ステイ」

			　ノーラとステラ、白兵戦闘を得意とする二人の連携とその防御を、フォウがどこまでフォローできるか。

			　その実験なので、今回ディアナとクスコはお留守番である。

			『ところで主様』

			「どうしたクスコ？」

			『間に合うと思いますか？』

			　それが何を意味するのかは、今のところ松田とクスコだけがわかっている。

			「とっとと終わらせておさらばしたいね。ラクシュミーさんには知らせておいたけど、国家間戦争にかかわりあう趣味はない」

			『この際、立ち位置を明らかにするのも手だとは思いますけど』

			　かつての主、ライドッグはいかなる国家とも妥協しなかった。

			　ただひたすらに己の魔法の研究のためだけに、邪魔をする国家を蹂躙した。

			　もちろん協力する国家もあったが、それはあくまでもライドッグの研究の協力であって、軍事的な同盟ではなかった。

			　ライドッグほどの戦力が、どう動くは想定できないのは気味が悪い。

			　国家とはスタンドアローンを嫌う。枠に収まる気がないのなら排除するというのが社会である。

			「なかなか我(われ)がままに、とはいかないもんだね」

			　ライドッグのような孤高の生き方は敵を生む、とクスコは言っているのだった。

			　そうでなければ他の伝説級探索者のように、迷宮のなかへ引きこもっているしかない。

			　松田は人間不信ではあるが、社会性をうしなったわけではないので、引きこもりは勘弁してほしいところであった。

			「ま、おいおい考えるさ」

			　もう少し人を信じられるようになったら――――。

			　ステラやディアナたちだけだった世界にドルロイ、ハーレプストが現れ、このところノーラがそこに加わりつつある。

			　そこから新たな世界が開ける可能性を、ようやく松田は考えることができる気がしていた。

			　

			　――――同じ頃。

			　デアフリンガー王国との国境に近いリベットの街では、ワーゲンブルグ王国の先発隊が一万二千にまで膨れ上がっていた。

			「後続の状況はどうか？」

			「今夜中には残る八千が到着の予定です」

			「急げ、補給と休息の後すぐに出発するぞ！」

			　パズルの街を攻略する第一次遠征部隊は総数二万、さらに王都から後詰として三万が出発することになっている。

			　もちろんそれ以上も動員できるが、初動で後れをとっているデアフリンガー王国を緒戦で圧倒するには十分な兵力であった。

			　移動手段と常備兵力が限られたこの世界の国家としては、ワーゲンブルグ王国はまずまず動員に成功したほうであるといえる。

			　どうしても騎士団以外の貴族へ軍役を命じるとなると集結には時間がかかるものだ。

			「斥候から報告は？」

			「パズル周辺に異常なし、とのことです」

			「引き続き警戒を続けろ。少しでも変わったことがあれば、すぐに報告を怠るな！」

			「了解しました！」

			「…………うまいこと時間が稼げればいいが……」

			　ワーゲンブルグ王国としては、デアフリンガー王国と全面戦争に及ぶつもりはない。

			　有利な状況でパズルの領有を認めさせられればそれでいいと考えている。

			　遠征軍の司令官であるプルトニーは、現状をいささかも楽観していなかった。

			　海洋国家であるワーゲンブルグ王国は、海上交易が弱体化し、いわば身体が衰えた状態にある。

			　そのため栄養をパズルに求め、病身に鞭(むち)を打っているようなものだ。

			　長期戦になればデアフリンガー王国優位になることは想像に難くなかった。

			　隣国が味方したくなる程度に、初動でどれだけ成果をあげられるかが鍵である。

			　特にデアフリンガー王国と仲の悪いリュッツォー王国の協力は欠かせない。

			　勝ち目がないとわかって味方してくれるような、おひとよしな国家は存在しないからだ。

			「デアフリンガー王国の国境警備隊は精々数千、パズルに駐留しているのも五百足らずというのが救いだな」

			　まず敗北するということが考えられない兵力差である。

			　緒戦でまず勝利宣言するのはほぼ問題あるまい。

			　そして神経をすり減らせながらいよいよ出発となったプルトニーは、自分の目論見が甘すぎたことに気づかされることになる。

			「国境に兵力なし！」

			「パズルももぬけの殻になっている模様！」

			　戦うべき相手が目標から根こそぎいなくなっていた。

			「やられた！　わかっていたのか！」

			　おそらくは事情を知ったのは、ごく最近のことなのだろう。

			　だから迎撃するだけの兵力を用意することができなかった。

			　どうせ負けるくらいなら、と最初から兵力をすべて撤退させたのだ。

			　果断というべきであろう。

			　みすみす領土への侵入を許すのは、よほどの胆力が必要である。

			「…………やむをえん。少し痛めつけておきたかったが、まずはパズルを手に入れたことでよしとするか」

			　デアフリンガー王国とて、いつまでも自国の領土を占領されて放置していては沽(こ)券(けん)にかかわる。

			　このまま先行の優位を利用して、決戦に勝利するしかない。

			　そのためにも…………。

			「パズルの迷宮は有効に利用させていただく。魔石にしろ秘宝にしろ戦力の維持には欠かせんからな」

			　

			◆　◆　◆

			　

			「あれがガーディアンか」

			　下層が平原型の迷宮であったために、飛行ゴーレムを使って大幅に時間を短縮することができた。

			　非常に便利なので、これまで使用者がいなかったのが不思議なくらいだが、基本的にパーティーで行動する探索者では、一人だけ飛行魔法が使える魔法士がいても無駄らしい。

			　仮にパーティー全員を魔法士が飛行させても、飛行中の制御は魔法士頼りになるから、戦士や弓士なども地上のように思うように動けない。

			　結果魔物に襲撃されたら、下手をすると詰む。

			　飛行型の秘宝は、それこそ国宝級なので、松田のように飛行ゴーレムを乗り物にして移動するというのは、本当に反則レベルの方法なのだそうだ。

			「これまでのガーディアンとはタイプが違いますね」

			「小さいから弱い……ってことはありえんよな」

			　見るからに巨体で、異形が多かったこれまでのガーディアンと違い、パズルの迷宮のガーディアンは仮面を被った一人の騎士のようにも見える。

			　しかしそれが生きた人間でないことは明らかで、騎士にはあるべき首がなかった。

			「デュラハン……なのか？」

			「騎乗していないデュラハンなんて聞いたことがないわ」

			「そんなことより早く殲滅しましょう！　お父様！」

			「本当にブレないな、お前は」

			　とはいえ、いつまでも睨みあっているわけにもいかない。

			　ここはディアナに任せてみるのもひとつの手だ。

			「まあいい。やってみろ」

			「ありがとうございます！　お父様！」

			　心底うれしそうに笑ってディアナは詠唱を開始した。

			　同時に、急速に松田の体内から大量の魔力が失われていくのがわかる。

			　これはディアナが松田の魔力をも使用する禁呪を唱えるときのいつものことだった。

			「星振る力よ。天空の大いなる鐘よ。その波動もて我が敵を焼き尽くせ！　星振波(スターウエイブ)！」

			　その力は圧倒的だった。

			　空から一条の光の柱が降りてきたかと思うと、首なし騎士の頭上で一気に爆発し流星群のように降り注いだ。

			　ひとつひとつが致死級の魔法である。

			　魔法耐性が強かろうが、結界を張り巡らせていようが、全くお構いなく光の雨は貫いていく。

			　騎士の姿は大量の雨に飲み込まれるようにして、溶けるように原形を失い、指先ひとつ残さずに消え去った。

			「なんだ、思ったよりあっけなく……」

			「ご主人様、まだです！　わふ」

			　気を抜きかけた松田を背中に守るようにステラが走った。

			「なっ！」

			　失われた騎士の代わりに、不気味に蠢く黒い闇の水たまりがある。

			　不定形のそれは、あっという間に増殖を開始して数十メートルの沼に変わった。

			「召喚(サモン)ゴーレム！」

			　慌てて松田はグリフォンゴーレムを召喚して空中に逃れる。

			　その間にも闇の増殖は止まらない。

			　すでに沼から池へ、このまま増殖が止まらなければ湖へと拡大していくのは明らかだった。

			「……あの騎士に見えた姿は罠か」

			　現在起こっている現象から、松田はそのように推理した。

			　あの鎧は内なる闇を閉じこめておくための拘束具で、敵の攻撃を吸収して器が破壊されたら一気に溢れるタイプの魔物なのだろう。

			　よりにもよって禁呪という最大級の餌を与えてしまったというわけだ。

			「性質(たち)の悪い……」

			「ぼやいてる場合じゃないぞ！　マツダ！」

			　ノーラは闇から飛んでくる水しぶきを浴びたグリフォンゴーレムが、酸っぱい匂いとともに焦げるのを見て叫んだ。

			　どうやらあの闇は強酸性か、それに匹敵する毒性を持っている。

			　しかも下手をすると通常の武器ではダメージを与えられない可能性が高い。

			「もう！　もう！　せっかくお父様にいいところを見せるのでしたのに！　不定形生物の分際で！」

			「あまり騒ぐと落ちるぞ？」

			「種が割れてしまえば、あんなの、この私には雑魚同然です！　汚名返上と参りますから！」

			　あの化け物が魔力(マナ)を吸収する性質を持つというのなら、物理による飽和攻撃を仕掛けようと考えていた松田である。

			　ディアナは完全に魔法戦闘に特化されており、相性は最悪だと思ったのだが。

			「暗黒劫洞(ブラツクホール)」

			　松田が止める間もなく、ディアナは魔法を発動した。

			　するとディアナが放った闇の玉が、闇の水を吸い上げ逆に大きくなっていくではないか。

			「どういうことだ？」

			「魔力吸収の専用術式ですわ！」

			　一切の攻撃力はなく、ただ魔力を吸い上げ溜めこむだけの魔法であるらしい。

			　その点、攻撃手段としての機能も持つ闇の水より吸い上げる力が強いようだ。

			　せっかく小さな湖に近くまで大きくなった闇の水は、少しずつその体積を減らしていく。

			　抵抗するかのように水が触手のようにうねり松田やディアナを襲うが、その程度の攻撃では到底フォウの防壁を突破することはできない。

			　徐々に闇の水は池となり、沼となり、最後は小さな水たまりに戻って大地の染みとなってついには消えた。

			「私、完全勝利っ！」

			「うん、これはさすがに文句がつけられない」

			　松田も驚きのディアナ完封勝利であった。
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			　ガーディアンが倒されたことで、サイクロプスの背丈ほどもある巨大な扉が開いていく。

			「いよいよ最下層だ」

			　松田たちはグリフォンゴーレムから下りると、互いに視線を交し合ってゆっくりと頷いた。

			「行こう」

		

	
		
			　

			第百四十二話　迷宮の魔女

			　

			　五十メートル四方ほどはありそうな広い室内に、見るからに怪しい雰囲気の鉄柱が立ち並んでいる。

			　さながら鉄柱は檻のようであり、ここが封印の牢獄であることを示しているようであった。

			　そして中央には、人が一人入れそうな箱が置かれている。

			「いつでも発動できるようにしておいてくれ」

			「任せな」

			　松田はノーラに魔法完全無効化をいつでも発動できるように促す。

			　どういう術式かはわからないが、いつ魔女がこちらの時間を停止させにくるとも限らない。

			「――――召喚(サモン)ゴーレム」

			　円卓の騎士を召喚し、守りを固めるのに合わせ、箱を開けるための騎士ゴーレムを召喚する。

			　緊張でごくりと松田の喉が鳴った。

			　ノーラの魔法完全無効化の効果時間は短い。

			　魔女が時間魔法を使おうとしたら、その短い時間の間で決着をつけなければ、まず勝ち目はなかった。

			　これがリアゴッドのように、転移や魔法攻撃なら、なんとか対応はできる。

			　しかし時間を止めるような奴にどう戦えばいいのか。

			　この世界に来たばかりの松田なら、あるいは戦うことを避けていたかもしれない。

			「…………開けるぞ？」

			「ああ」

			　騎士ゴーレムが箱の縁に手をかけ、ゆっくりとその蓋を持ち上げていく。

			　箱のなかへ光が射しこみ、銀髪の美しい人狼の女性の顔が窺えた。

			「生きているのか？」

			　本当に血が通っているのか疑問に思うほど、女性の肌は白く透き通っていた。

			　同じ人狼だからだろうか。

			「…………ステラに似てるな」

			　あと十数年経てば、ステラはこんな女性に成長するのではないか。

			　そんな感想を抱かせる顔立ちであった。

			　――――と、そのとき。

			「ライドッグ様はどこじゃ？」

			　神経質そうな甲高い声で、人狼の女性は誰に言うともなくそう呟いた。

			　意識がはっきりとしてないのだろう。

			　どこか遠い目をしていて、松田たちを敵視する気配がない。

			　剣を手に駆け出そうとするノーラを制して、松田は女性に語りかけた。

			「ライドッグ様とは？」

			「決まっておろう！　わが伴侶にして、古今無双の魔法士ライドッグ様なるぞ！　どうしてライドッグ様はおられぬ？」

			「さて、存じ上げませぬ。失礼ながら、お名前をお聞きしてもよろしいか？」

			「妾の名も知らぬとは下賤の者どもよ。妾はパズル王国第十三王女エレノラぞ」

			「田舎者ゆえ無知で申し訳ございません。王女殿下にお伺いしますが、もう一人の王女はご存知ありませんか？」

			「うむ？　ああ、ステラのことか。とんだ愚か者よ。ライドッグ様の悲願を知りながら、まさか転生などという欠陥魔法に熱をあげおって」

			「――――転生とは？」

			「記憶を維持したまま生まれ変わるなど、愚の骨頂。どうして妾の時間停止こそ唯一の道だとわからぬのか」

			「転生は愚か者の選択ですか」

			「考えてみればわかるはずじゃ。転生では生まれ変わる先を選べぬ。生まれたばかりの貧弱な脳では、前世の記憶量には耐えられまい。では成長してから記憶を取り戻させるのか？　愚かな。身体能力も容姿も違う身体で、全く別人の人生を歩みながら、記憶が戻ったからといって、同じ人間といえようか！」

			　なるほど、と松田は思う。

			　確かに経験の浅い人格は、前世の人格に簡単に飲み込まれてしまうだろう。

			　しかし、だからといって百パーセント果汁のジュースに少量の人工甘味料が混ざれば、もはやそれは別の飲み物だ。

			　まして外見、特徴、能力がすべて前世と違うのに前世と同じ人格として新たな人生を生きるのは不可能にも思える。

			　おそらくはリアゴッドの暴走ぶりにも、そうしたことが影響しているのではないだろうか。

			「それを……ライドッグ様を転生させたいだと？　探索者と妾を生贄にして、自分も転生するだと？　身の程知らずも甚だしい！　許さぬ！　妾は断じて許さぬぞ！」

			　徐々にエレノラの気配がおかしくなってきた。

			　松田との会話には応じているものの、その目は松田ではないどこかを見ている。

			　封印の後遺症なのか、それともその前からの精神的疾患なのか、松田には判断がつかなかった。

			「ライドッグ様は妾のものじゃ！　同じ時間軸で生きられないからといって、それがどうした？　この世界から切り離された時間を生きる喜びを理解できぬとは……」

			「ふざけるな！」

			　都合のいいエレノアの台詞に、ノーラは激高した。

			「そんなに世界から離れたいのなら一人で行きな！　そんなくだらない夢のために、人を犠牲にするんじゃないよ！」

			「――時間を停止させるのではなく、時間軸から切り離すのか。確かにそれで時間は無限に増えるかもしれないけれど、それは生きていることになるのかな？」

			　マリーカたち犠牲者は永遠に近い時間の牢獄に捕らわれ、家族たちにとっては死んだも同然の状態である。

			　誰とも交われない、無機物のような生になんの意味があるのだろうか。

			　おそらくは、エレノラの試みは失敗したのだ。

			　切り離された時間軸の研究の結果が、この迷宮の時間の流れの差異であろう。

			　体感時間と時間の経過に差があればあるほど、理論的には限りなく永久の命に繋がっていく。

			　しかし迷宮内の莫大な魔力をもってしても、精々半分に時間の経過を遅らせるのが精いっぱいだった。

			　――――無理に時間を遅らせればマリーカたちのように生きた化石になる。

			　あるいは千年研究を続ければ、さらにブレイクスルーができたのかもしれないが、エレノアには不可能だったに違いない。

			「黙れ黙れ黙れ黙れ！」

			　エレノアは狂したように髪を振り乱して言った。

			「妾はライドッグ様にかけられた呪いを解き、あの方の傍らで添い遂げるのだ。ステラ、お前のような性悪には渡さぬ。転生などで、ライドッグ様を変質させることなど許さぬぞ！」

			「ステラはライドッグを転生させようとしていた？」

			「とぼけるな！　そのために妾の時間座標固定の秘宝を奪いにきたのだろうが！　いつどこに転生するかわからなければ、再会することも叶わぬからな！」

			　どうしてステラと呼ばれた女性が再びこの迷宮を訪れたのか、理由がわかった。

			　おそらくは何らかの事情でライドッグが呪いを受け、死に瀕した。

			　そのため、ステラは転生させることでライドッグを救おうとしたが、助けるためにはエレノラの力が必要であったのだろう。

			　さらには代償としての生贄も。

			「愚かな妹よ。お前の力など、到底妾には及ばぬ。忘れたのか？　王国で称えられた華はただ一輪であったことを！」

			「それでも貴女は封印された――――なぜです？」

			「妾が封印？　なんのことだ？　お前たちは誰だ？　ライドッグ様はどこにおられる？」

			　再び取り乱し始めるエレノラ。

			　相変わらず、その瞳は松田たちと正面から向き合っていない。
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			「妹さんはどうしてここにいないのですか？」

			「あんな愚妹は妾があっさり殺してやったわ！　殺した？　妾は確かに殺したはず。どうしてそれなのに……」

			「それはきっと貴女を封印したのが妹さんではなく、彼女が被っていた覆面(マスク)――の形をした秘宝であったからでしょう」

			「それは――まさかあの趣味の悪い覆面(マスク)が――」

			「その覆面(マスク)こそが、おそらくはステラさんの人格をコピーした意思ある秘宝……名無しのゼロじゃないかと思うんだが、どうかな？　ディアナ」

			　松田に問われたディアナは、蒼白になって頷いた。

			「……可能性はあります」

			「それに、殿下は正確には封印されたのではありません。貴女もまた、妹のように秘宝に転写されたのです。本体は残念ながら……もう生きてはいないでしょう」

			「違う！」

			　悲鳴のようにエレノラは叫んだ。

			「違う！　違う！」

			「強制的な転写で、人格のコピーに障害が出た。もう、貴女は記憶と認識を制御できない」

			「妾は生きている！　ライドッグ様を手に入れる日まで死んでなるものか！」

			「もう終わってるんです。ライドッグは千年以上前に死にました。貴女の生きた王国もすでにない」

			「世迷言もいい加減にしろ！　誰か知らんがもう容赦せぬ！」

			　今まで松田たちを敵とすら認識していなかったエレノラが、初めて敵意を露わにした。

			「言ったでしょう？　もう終わってるんです」

			　ステラによく似たエレノラを哀しい目で見つめて、松田は最後の言葉を発した。

			「秘宝支配(アーテイフアクトコントロール)」

			　所有権のない無主の秘宝ならば、いかなる秘宝であろうと使用できる。

			　このスキルはとても感覚的なもので、見ただけでこの秘宝は使えるか使えないかがわかった。

			　だから松田は、一目見た瞬間から、エレノラが秘宝であることに気づいていた。

			　そして彼女を操る所有者が誰も存在しないことも。

			　まさか、という驚きの表情でエレノラは固まった。

			　自分が秘宝であることなど夢にも思わなかったという表情だった。

			「妾は――秘宝なのか。もう死んでいるのか？」

			「お気の毒ですが…………」

			「愚妹(ステラ)は……？」

			「おそらくは貴女に殺されるのがすでに計算のうちで、今は転生しているものと思われます」

			「そうか…………」

			　エレノラはそれ以上言葉もなく項垂れた。

			「我が秘宝として契約(コントラクト)を望みますか？　それとも拒否(リジエクト)しますか？」

			　松田のスキル秘宝支配は、秘宝としての機能には及ぶが、そこに転写された人格には及ばない。

			　長い沈黙のあと、エレノラは答えた。

			「妾は秘宝である自分を認められぬ。妾が妾であるためには、生きている実体があってこそ。オリジナルではなく粗悪なコピーであると了解して、この世界にとどまることは拷(ごう)問(もん)じゃ」

			「我思うゆえに我あり、という言葉もあります」

			「良い言葉じゃ。だがその我、という存在に疑いをもって生きるのは、妾には無理じゃ。眠らせてくれ」

			「――――殿下の御意のままに」

			　エレノラが瞳を閉じると、その体が儚い蛍のように発光した。

			　生きているという幻想が身体を維持していたかのように、空気に溶けるようにしてエレノラの身体は消え、カランと乾いた音をたてて、白い覆面だけがそこに残されていた。

			「――――掌握」

			　その覆面を拾い上げ、松田はその機能(スキル)を掌握する。

			　誰も管理するどころか、仮想人格まで眠りについていたことによる暴走は、松田の制御を受けたことで停止した。

			「……もう、大丈夫だよ」

			　マリーカたちが解放されたことをノーラに告げると、ノーラは感極まって号泣した。

			　彼女が人生を懸け、人並みの幸せを捨ててまでやってきたことは報われた。

			「ありがとう！　ありがとうマツダ！」

			　美貌をくしゃくしゃにしてノーラは松田の胸にすがりついた。
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			　このときばかりは空気を読んだのか、ステラもディアナも止めようとはしない。

			　それ以上に、ディアナは恐ろしい想像にとり憑かれてそれどころではなかった。

			　名無しのゼロの正体が、人狼の王女ステラの人格転写であるとするならば、自分も何者かの人格転写である可能性が高いからだ。

			「私はいったい…………」

			　ディアスヴィクティナとは、いったい誰なのか？

			　今の自分の意思は、コピーではなくオリジナルであると言い切れるのだろうか？

			　この松田に対して抱いている言葉にならない気持ちは、ほかの誰かの転写なのだろうか？

			　だがディアナ以上に、松田には大きな懸念材料があった。

			　こんなときばかりは自分の性格がうらめしい。

			　一度疑問をもってしまうと、それを無視して忘れることができない。

			　それは、エレノラの妹ステラは、いったいどこに転生したのかということだった。

		

	
		
			　

			第百四十三話　地上の異変

			　

			　地上へと戻るや否や、ノーラは洞窟の奥に安置されているマリーカのもとへと駆け出して行った。

			　姉妹の再会に水を差すつもりはない。

			　松田はノーラと別れ、クロードが座る窓口へと足を向けると、そこには見慣れぬ壮年の男がいた。

			「ノーラはいないのかな？」

			　松田の傍にノーラがいないことに気づいたクロードは、気まずそうに薄笑いを浮かべた。

			「今頃は妹と再会していると思いますね」

			　その言葉に驚いたようにクロードは目を瞬かせた。

			「まさか……このパズルの迷宮を攻略したというんじゃないだろうね？」

			「その通りですが？」

			　そこでクロードの隣にいた壮年の男が、いやらしい笑みを浮かべて身を乗り出してきた。

			「それで？　さぞ素晴らしい秘宝が手に入ったのだろうね？　魔石も」

			「――――あなたは？」

			「今日からここに正式に探索者ギルドを立ち上げるためのコンサルタントのようなものだ。リトルミルという」

			「ではリトルミルさん。このギルドはまともに換金作業さえ行えない有様です。溜まっていた換金費用をお支払いいただけますか？」

			「それはできない」

			　悪びれもせずリトルミルは断言した。

			「今日からこのギルドはワーゲンブルグ王国が管理することになったのでね。当然報酬の支払いは、こちらの規定に従ってもらう」

			「と、言うと？」

			「今は戦時だ。探索者といえど戦費供出には協力してもらう。なに、戦争が終わればちゃんと正規の料金を払ってやるさ」

			　仕事が欲しかったらサービスしろ。

			　予算がこれしかないから、値引きしろ。

			　仕事もらってるんだから、少しは気を利かせるのが社会人ってもんだろう？

			　大口の取引先にされたパワハラの数々を思い出して、松田は無言で眉を顰める。

			「あまり余計なことは考えないほうがいい。この街はすでに、ワーゲンブルグ王国軍に完全に占領されているのだからね」

			　さっさと迷宮での素材を出したまえ、と言われて松田は首を振った。

			「占領しているから言うことを聞け、と言われても素直には従えませんね」

			「なんだとっ！　貴様！」

			　リトルミルには答えずに、松田は残念そうな目でクロードを見る。

			「デアフリンガー王国から応援が来なかったのは、こういうわけですか」

			「……許してもらおうとは思わんよ。あの連中に復讐するためなら、君たちに迷惑がかかってもいいと考えたことは確かだ」

			「ワーゲンブルグ王国が負けたら追われますよ？」

			「こんな何の力もない爺を？」

			「それこそ貴方が復讐したかった連中が、血眼になって見せしめにするでしょう」

			　そこまで松田に言われてようやく、クロードは自分の危うさを自覚したらしかった。

			　もしワーゲンブルグ王国が負けるようなら、報酬の大金を使ってどこかの田舎に引きこもろうと思っていたのである。

			　しかし、探索者ギルドが賞金を出して捜索させるとするならば、たとえ他国に逃げても安住とは言えない。

			　早まったか、とクロードは考えの浅さを悟った。

			「探索者風情が！　痛い目を見たあとでなければわからぬか！」

			「最近は大企業が中小企業をいじめようとすると、倍返しされるのが流行りらしいですよ？」

			「わけのわからんことを言うな！　従えないというのなら、実力でいうことを聞かせることになるぞ！」

			　ギルドの倉庫にはこれまで松田たちが持ち帰った素材が大量に保管されていたため、百人以上の部隊が派遣されていた。

			　彼らを呼びつけようとしたそのとき――

			「マツダ！　マリーカだよ！　可愛いだろう？」

			「マツダお兄ちゃん？　助けてくれてありがとう。マリーカです」

			　にぱっ、と無邪気に笑ってマリーカは松田に頭を下げた。

			　ちょっとノーラとの距離によそよそしさを感じるのは、やはり自分の気づかない間に十年以上が経過してしまったことを、完全には受け入れられずにいるのだろう。

			　それにしても確かに可愛い。

			　この子も成長するとノーラのように、すれてやさぐれてしまうのだろうか。

		

	
		
			[image: 198.jpg]
		

	
		
			「今何か言ったかい？」

			「いいえ、何も」

			　松田にあっさりと無視された格好になったリトルミルは、我慢の限界を超えていた。

			　自分のほうが立場が上だと思っている人間は、その立場を無視されることに耐えられない。

			「その目障りなガキともどもひっ捕らえろ！　身ぐるみ剥いで牢にぶちこんでおけ！」

			　リトルミルはワーゲンブルグ王国の官僚である。

			　つまり国家権力を行使することに慣れている。

			　国家の前に個人の反抗などむなしい。言うことを聞かす術はいくらでもあるのだ。

			　だから想像もできなかった。

			　突出した個人が、国家に反抗するどころか、勝利することすらあるのだと。

			「てめえ、今なんて言いやがった？」

			　マリーカに危害を加えると宣言されたノーラが、怒りも露わに剣を抜こうとするのを珍しく松田が止めた。

			「まさか言うことを聞くつもりじゃないだろうね？」

			　ようやく再会できた最愛の妹である。

			　誰が相手だろうと、たとえ国家だろうと逆らうことに躊躇いはない。

			「――いや、少々俺もストレスが溜まってるんでね。自重を止めようと思うんだ」

			「おい、誰か！　この馬鹿どもを――――」

			「召喚(サモン)ゴーレム！」

			　最後まで言い終わる間もなく、リトリミルは驚愕に言葉を失った。

			　その数およそ八百。松田が召喚できる限界数である。

			「ば、馬鹿な！　ゴーレムが……こんな数！」

			「逃げろ！　こんなの勝ち目があるか！」

			　素材を運び出そうとしていた部隊が、我勝ちに逃げ出すのを見てリトルミルは叫ぶ。

			「逃げるな！　私を置いていくな！　貴様らっ、あとで処罰してくれるぞ！」

			「――――誰が誰を処罰するって？」

			「ふえ？」

			　リトルミルは冷たい松田の声で現実に引き戻された。

			　部屋を埋め尽くす騎士ゴーレムの集団。

			　明らかに特殊な材質を使用された騎士ゴーレムは一騎でワーゲンブルグ王国騎士の何倍もの実力を持つだろう。

			　いや、はたして何倍で足りるものか？　話には聞いたことがあるが、こうして動くゴーレムを見たのはリトルミルも初めてのことである。

			「こんなことをしてただで済むと思っているのか？　このパズルの街には、二万の兵力が駐留しているのだぞ？」

			　そう、いかにゴーレムが強力といえど所詮は八百。二万の軍勢には対抗できない。

			「そっちこそ、いいのかい？」

			「何をだ？」

			「これからデアフリンガー王国との戦いを控えているのに、兵力を消耗してしまうことが、さ」

			　松田に言われて、リトルミルは全身の血が逆流する思いであった。

			　はたして八百のゴーレムを壊滅させるために、どれほどの犠牲が出る？

			　二千か、三千か、それとも五千か。

			　そんな疲れ切ったところにデアフリンガー王国が攻め寄せてくれば悪夢だ。

			　自分が知らずに虎の尾を踏んでしまったことに、リトルミルは気づいた。

			「ま、待て。待ってくれ。我が国は君と敵対しようというわけではなく……」

			　つくづく今日という日はワーゲンブルグ王国にとって災厄の日だった。

			　災厄が発生しているのはここだけではなかったのである。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「――――私の邪魔をするな！」

			　

			　スキャパフロー王国にもデアフリンガー王国にもスルーされたシェリーが、奇跡的に何の妨害もなく、松田のいるパズルの街へとやってきたのだ。

		

	
		
			　

			第百四十四話　シェリー襲来

			　

			「待て！　どこへ行くつもりだ！」

			　デアフリンガー王国からの反撃に備えていたワーゲンブルグ王国軍の一兵士が、シェリーを発見したのは偶然だった。

			　たった一人でやってきた美女である。

			　二万の軍勢が目くじらを立てるような存在ではない。

			　それを見とがめてしまったのは、シェリーが武装していたこともあるが、明らかに尋常ではない強者のオーラを纏っていたからであった。

			「マツダはどこにいる？」

			「マツダ？　知らんな。ここは我がワーゲンブルグ王国の領地となったのだ。デアフリンガー王国の民が入ってよい土地ではないぞ！」

			　当面の間、両国民の自由な行き来を認めるつもりはない。

			　かくなるうえは戦ってこのパズルの帰属を争わなければならないのだ。

			　兵士はシェリーを追い返そうと槍の石突でシェリーの腹を突いた。正確には突こうとした。

			「ぐはっ！」

			　気がついたときには、いつの間にか自分が口から内容物をまき散らして悶絶していた。

			「貴様！　何をする！」

			　仲間の兵士が次々にシェリーへと槍を向けるが、シェリーは意にも介さず静かに問いかけた。

			「もう一度聞く。マツダはどこだ？」

			「もう女だとて手加減はせぬぞ！」

			「知らぬなら、せめて邪魔をするな。死ぬぞ？」

			　乾坤一擲の勝負に出たワーゲンブルグ王国の軍勢である。

			　彼らは士気が高揚し、勝利に飢えていた。

			　ゆえにこそ、シェリーのような女性に侮りを受けることに耐えられなかった。

			「身の程を教えてやる！」

			　治安任務にあたっていた憲兵がわりが数人、槍をシェリーの背中に叩きつけて制圧しようとする。

			　問答無用で殺そうとしない程度には、まだ彼らの理性も働いていた。

			　だがその理性は、結果的に間違いだった。

			「…………警告はしたぞ」

			　もはや相手をするのも面倒だとばかりに、シェリーは黙々と歩きだす。

			　不思議なのは、その彼女のあとを追おうとしたワーゲンブルグ王国兵士が、ばたばたと倒れていくことだ。

			「なんだ？　何が起こっている？」

			　騒ぎに気づいた部隊長が、倒れた兵士を抱き起こすと、彼らは一様に極限まで衰弱しきった状態であった。

			　こんな魔法は聞いたことがない。そもそもあの女は剣士にしか見えないではないか。

			「……仲間がいるのか？」

			　慌てて周囲を見渡すが、当然ながらシェリー以外には誰の姿もなかった。

			　であるならば、やはりこの現象はあの女が引き起こしているのだ。

			　そんな部隊長の様子も意に介さず、シェリーは怯えて震えている露店の男に話しかける。

			「探索者ギルドはどこにあるか知らないか？」

			「み、湖の大きな岩の洞窟がある手前にあります！」

			「そう、ありがとう」

			　そこに松田はいるだろうか。

			　シェリーの頭にはもう松田に会うことしかなかった。

			　会ってどうするのか。

			　スキャパフロー王国にいた頃にはそんなことも考えていたはずだったが、先日以来何も考えられなくなりつつある。

			「ハリネズミにしてやる！　弓隊構え！」

			　シェリーが正体不明の魔法を使うのではないか、と警戒して遠巻きに弓士が進み出た。

			　その数およそ二百名。まともな人間なら避けることも防ぐこともできない数だ。

			「死霊の呪い(レイス・カーズ)」

			　先ほどから兵士が衰弱しているのは、このマーテルの生贄のスキルである。

			　目に見えない死霊が、生気を根こそぎ奪う。

			　魔法耐性があればともかく、一般の兵士がこれを避けることはほぼ不可能だった。

			　弓を引くよりも早く、二百の兵士の半分以上が倒れ、慌てて引いた矢は、シェリーが振り返ることすらせずに魔剣で弾き落とした。

			「ば、化け物か…………！」

			　まるで相手にされていない。

			　脅威と思われてもいない。

			　暴力装置である軍から恐怖をなくしてしまったら、もはやそれは軍隊ではなかった。

			　たった一人の女も止められないようでは軍の沽券にかかわる。

			「魔法士隊を呼べ！　騎士団長に報告を！」

			　だからといって迂闊に仕掛けるわけにもいかない。

			　すでに無視できぬ損害を被っており、にもかかわらずシェリーは、全く本気を出していないように見える。

			　下手に手を出して千単位で損害を出せば、今後に控えるデアフリンガー王国との戦争が危機になることは明白であった。

			「手は出さなくていい！　絶対に見失うな！」

			「――待っていろ、マツダ」

			　恐る恐る自分のあとをついてくるワーゲンブルグ王国兵士には目もくれず、シェリーは青く輝く湖畔へと足を向けるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　リトルミルの懊悩している間にも、突如出現した八百ものゴーレム兵団は、戦争で緊張していたワーゲンブルグ王国軍を大いに刺激した。

			「――――迷宮付近にゴーレムの軍団が出現！　その数、およそ八百！」

			「八百だとっ？」

			　遠征軍を任されたプルトニーは神を呪ったといってよい。

			　彼はデアフリンガー王国と決戦するためにやってきたのであって、迷宮の魔物と戦うためにやってきたのではないからだ。

			　そもそもそれなら、デアフリンガー王国が行うべきであった。

			「いったいなんだ？　迷宮がまた暴走したとでもいうのか？」

			「それが……どうも一人の探索者が召喚していると」

			「バカも休み休み言え！」

			　ゴーレムの召喚は一人一体が常識だ。

			　八百体なら八百人の魔法士が必要になる。

			　通常八百人の魔法士がいれば、一万人近い軍勢がいる。

			　いくらなんでもそんな非常識なことが……と考えたところで、プルトニーは猛烈に嫌な予感に襲われた。

			「まさかヴィッテルスバッハ公国の……眉唾話じゃなかったのか？」

			　デアフリンガー王国とリュッツォー王国に挟まれた小国、ヴィッテルスバッハ公国が、デアフリンガー王国の属国となったのはつい先日の話であった。

			　その過程で公国騎士団がゴーレム軍団に壊滅させられたというのがもっぱらの噂だった。

			　いや、噂というよりは、報告として外務省から軍部に情報はあがっていたが、誰一人まともに取り合おうとはしなかった。

			　もしそれが事実であったなら、小国の軍事力を軽く凌駕する存在が、このパズルにいたことになる。

			「あっ…………！」

			　プルトニーはふと、とんでもないことに気づいてしまった。

			　手が震え、立ち眩(くら)みすら覚える。

			　片手を机の端にかけ、かろうじてプルトニーは倒れずに済んだ。

			「いかん！　一刻も早くギルドに向かい、一切探索者に手を出さぬように言え！」

			　この街を占領するにあたり、略奪や暴行は禁じていたが、同時に戦略資源を提供するようにと命じてもいた。

			　当然それは探索者ギルドも同じで、そこに収められた素材は、一時軍が徴集することになっていた。

			　件の探索者にも同じことを要求して、怒らせるようなことがあったとすれば…………。

			　まずいまずいまずいまずいまずい！

			　下手に拘束してものを奪おうなんてことをしてたら、即座に戦闘もありうる。

			　そうなれば、被害甚大は確実だ。

			　そんなことになれば今度はプルトニーの責任問題になる。

			　デアフリンガー王国との戦いに敗北すれば戦犯扱いだろう。

			　冗談ではなかった。

			　早く部隊に伝えなければと焦燥を募らせている間に、さらに凶報は続いた。

			「大変です！　デアフリンガー方面から剣士らしき女が前面の部隊を蹴散らして湖へ向かっています！」

			「さっきから何を言っていやがる！」

			　プルトニーは本気で神に呪われるようなことでもしたのか、と怒鳴り散らしたかった。

			　女が一人やってきて、二万の軍勢が右往左往させられるとはどんな悪夢だ？

			「正体不明の魔法を使うらしく、すでに数百名の損害が出ています！　至急魔法士部隊を送ってもらいたい、と」

			「たった一人の女相手にか？」

			　まだデアフリンガー王国軍は姿を現す気配すらないというのに、どうしてこんな問題ばかり起こるのか。

			　

			　ドゴオオオオオッ！

			　

			　轟音が響いてプルトニーと副官は思わず身を乗り出して窓の向こうを見た。

			　大きな土煙と火柱が湖のほとりから空へとぐんぐん伸びていくのがわかる。

			「――――遅かったか」

			　プルトニーは落胆し、がっくりと椅子に腰を下ろして両手で顔を覆った。

			　いったいどうすればこの事態を収拾できるのか、いくら考えても名案は浮かばなかった。

		

	
		
			　

			第百四十五話　破滅の序曲

			　

			　リトルミルは、松田とこの場で完全に敵対するのを避けるつもりだった。

			　正面から敵対するには犠牲にするものが大きすぎると思ったからだ。

			　そもそもここに八百ものゴーレムに対抗できるような戦力はない。

			　しかし間の悪いということはあるものだ。

			　全くの善意で、最悪のタイミングで最悪の失敗をやらかすということがある。

			　今まさにそれが起きていた。

			「動くな！」

			　洞窟へ向かっていた兵の一部が、ぞろぞろと子供や老人を拘束してやってきたのである。

			　それはマリーカ以外の、時間を止められてしまって、安置されていた人々であった。

			　彼らは意識を取り戻したものの、ここがどこで何が起こったのかわからぬままに、洞窟から外へ出てきていたのである。

			　出てきてみれば、いかめしい兵隊がうろついており、話を聞こうと事情がわかっていたようなノーラを探していたら捕まったということらしかった。

			「このゴーレムを操作しているのは貴様か？　一刻も早くゴーレムを消して投降しろ！」

			　分隊を率いていた指揮官は、リトルミルの困惑をよそに松田へそう言い放った。

			「――――敵対行動と受け取るけどいいかい？」

			「ま、待て！　待ってくれ！　いいからその人質を放すんだ、ローズバンク！」

			　味方のはずのリトルミルに詰め寄られて、ローズバンクは鼻白んだように顔を歪めた。

			「こんな戦力を放っておけるか！　そもそもリトルミル、官僚である貴方に軍の指揮権はない！」

			「そんなことはわかっている！　わかっているが、あえて言っている事情を考えてくれ！」

			　ここで松田と決定的に決裂することは、いかにもやばいのだ。

			　司令官であるプルトニーもきっとそう考えるはずだ、とリトルミルは確信していた。

			　その考えは当たっており、この時点ですでにプルトニーは伝令を発していたのだが、いかんせん到着が遅かった。

			「その人たちは他人ですが、時間の流れから切り離され、大切な時間を失った犠牲者です。見過ごすわけにはいきません」

			「それならさっさとゴーレムを還せ！」

			「――――ステラ」

			「はいです！　わふ」

			　電光石火、可視限界を超えた速さでステラが走る。

			　これはステラの身体能力が規格外であること以外に、もうひとつの要因があった。

			　エレノラの人格が消えた覆面(マスク)。

			　それは秘宝として時間を多少なりとも制御するスキルが備わっていたのである。

			　兵士たちの時間の流れを遅くし、ステラの時間の流れを速くすればその差は四倍以上。

			　さらにステラの身体能力が加われば、もうそれは目で追えるレベルではない。

			　いや、認識すらできないだろう。

			「さあ、早くしないか！」

			「何を？」

			「人質がどうなってもいいのか？」

			「だから何を？」

			「ええいっ！　見せしめに一人くらい斬り殺して……い、いつの間に？」

			　部下に命じようとしてローズバンクは驚愕した。

			　二十人はいたはずの人質が一人もいない。いや、それどころか、部下が一人残らず倒されていた。

			「貴様……何をした？」

			「その前に何か言うことがあるだろう？」

			　周囲を騎士ゴーレムに囲まれたローズバンクは、それでも抵抗を止めようとはしなかった。

			「わかっているのか？　二万、二万だぞ？　おっつけ三万の援軍もやってくる。粋がってもどうせ勝ち目などないのだ！」

			「そこのおっさんは、もう少し理屈がわかってくれたんだがなあ」

			　リトルミルは松田とここで争うことの愚かさがわかっているが、ローズバンクはそれ以上に軍の威信が優先するようであった。

			　確かに軍隊というものは、嘗められたら終わりという部分が多く存在する。

			　とはいえ、それも相手によるのだ。

			「たとえここで俺が死すとも、残る仲間が決して貴様を生かして帰さん！」

			「それフラグだろ」

			　呆れた松田がローズバンクの意識を刈り取ろうとゴーレムに命じた瞬間、衝撃がやってきた。

			　

			「――――火具土」

			　

			◆　◆　◆

			　

			　複数の悲鳴が響き、余波が振動とともに湖面に波を蹴立てていった。

			「だから邪魔をするな、と言ったろう？」

			　二万もの大軍となると、命令が行き渡るまでに時間がかかる。

			　戦争で気が立っていた兵士が、勝手にシェリーへ手を出すのを完全に止めることはプルトニーにも不可能だった。

			　たった一人の美女がそこまで強敵であるなど予想するのは、平凡な兵士にできるはずがなかった。

			　制止しようとして戦友を倒された仲間が激高する。

			　そして連鎖するようにしてシェリーを包囲する兵士の数は激増していった。

			　しかしそれは、司令部の命令ではない自然発生的なもので、シェリーにとって脅威というほどでもなかった。

			　とはいえ、いい加減邪魔であるのも事実である。

			　何より皮膚感覚で松田との距離が近づいていることに、シェリーは気づいていた。

			　これ以上ついてこられるのは迷惑だ。

			　そう判断してシェリーは明確にワーゲンブルグ王国軍の敵となった。

			　それは松田が敵対を決断しかけたのと、ほぼ同じ時刻だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　派手な爆発。怒号と悲鳴。

			　まさか早くもデアフリンガー王国軍が到着したのか、と松田たちはギルドから外へ駆け出した。

			「マリーカたちは隠れておいで」

			　二体の騎士ゴーレムをつけてマリーカたちは再び洞窟のなかへと避難させた。

			　あそこなら大抵の攻撃はミスリルの扉が守ってくれる。

			「――――そこにいたか」

			「……シェリーさん、なのか？」

			　記憶にあるシェリーとは何もかもが変わっていて、松田は言葉を詰まらせた。

			　存在感が違う。

			　覇(は)気(き)と自分への自信が違う。

			　そしていつも何かに満たされず苦悩を胸に秘めていた憂いが完全に払しょくされていた。

			　これによく似た人間を松田はよく知っている。

			　上昇志向の強い人間が、道を踏み外して成功を手に入れてしまったときと、今のシェリーはよく似ていた。

			「どうだ？　私は強くなっただろう？　マツダ」

			　あのマリアナですら倒したのだ。

			　もう宝石級どころじゃない。伝説級にだって、自分は負けない強さを手に入れた。

			「あんた……いったい何をやったんだい？」

			「ノーラか。お前程度の強さでマツダの傍にいるのは不釣り合いも甚だしいのではないか？」

			「なんだって！」

			　以前のシェリーは強さに焦がれていたが、それだけが人間の判断基準ではなかった。

			　戦いの強さだけが人間の価値ではないと十分にわかっていた。

			　だから他人に対する敬意を忘れなかった。

			　それでもなお自分は強くなりたいという欲求を抑えることができずにいた。

			「――本当にどうしたのですか？　シェリーさん、貴女はそんなことを言う人ではありませんでした」

			「ディアナか。そう、私は変わった。もうあの頃の脆弱な私ではないのだ！」

			「なんのために強くなったんですか？　シェリーさん」

			　強くなる。それだけが目的なら、強くなるための手段はなんであっても構わない。

			　何を犠牲にしようと、誰を犠牲にしようと、それは目的のために正当化される。

			　出世欲の強い人間が往々にしてこれをやる。

			　とにかく出世するためには客を騙そうと、人間関係を破壊しようと、尊厳を捨てて上司に媚びようと構わない。

			　ただ出世ができればそれでいい。

			　そして出世をしたら、それを守るためにはあらゆる手段を使ってライバルを蹴落とす。

			　そんな自分の地位を守ることだけは妙に才能を発揮する上司がいた。

			　おそらくは最初からそうだったわけではあるまい。

			　人はどこかで何かを踏み外す機会があるものだ。

			　シェリーはそれを踏み外した。ノーラは妹を助けるという目的があったから、ギリギリのところで踏み外さないでいられた。

			　踏み外さなかったから今、松田の傍にいることを許されている。

			　それがシェリーには理解できない。

			　いや、かつては理解できていたはずだが、道を踏み外したときから理解できなくなってしまった。

			「早く出ていけノーラ。そこはお前がいるべき場所じゃない。弱い者は弱い者同士で群れていればいいのだ」

			「生憎と惚(ほ)れた腫れたは強い弱いじゃないのさ。お子ちゃまにはわからないかもしれないけどね」

			「お前にその資格はない」

			「あははっ！　自分にはその資格があるとか思ってる？　私に言わせりゃスキャパフローに残ってついてこなかった時点で、あんたにマツダを好きになる資格なんてないね！」

			　ノーラの台詞はシェリーの痛い部分をついた。

			　シェリーにだって、松田の旅についていくことはできた。

			　しかしついていけば実力の差を見せつけられる。足手まといになってしまう。その事実が自分のプライドを守れなくてつらい。

			　だからシェリーは残った。

			　そして以前にもまして強くなることを誓った。

			　どんな犠牲を払おうとも強くなる。強くなってもう一度松田の傍に立つ。

			　――――そう頑なに信じてきた。自分の心を守るために。

			　ノーラはまさにそれをシェリーに指摘したのだった。

			「たかがその程度の腕で！」

			　シェリーは歯噛みする。

			　こんなに強くなったのに思うようにいかない状況に。

			「見ろ！　これが今の私の力だ！　死霊氾濫(パンデモニウム)！」

			　地中から湧き出すように現れる数千の死霊の群れに、目撃していた兵士から動揺が広がった。

			「なんだあれは……生きている人間じゃないぞ！」

			「まさか迷宮が溢れたんじゃ……」

			「冗談じゃねえ！　わざわざよその国まで来て、そんなことの後始末なんてしてられるかよ！」

			　彼らは王国の命令もあるが、敵国の領地を奪い成果を奪い取るためにやってきた。

			　ところが本来敵国が負うべき災厄の後始末を押し付けられようとしている。

			　そんなことのために命を懸けられるはずがなかった。

			「逃げろ！」

			　もうシェリーや松田のことなど、どうでもよい。

			　誰にも褒められない無為の死から逃れようと、兵士たちは我がちに湖から遠ざかっていく。

			「それが、貴女が得た力か？」

			「そうだ！　死霊という眷属も！　魔力も！　技も！　何もかも以前までの私ではない！」

			　だから松田の隣には自分が相応しい、とは言いだせなかった。

			　力とは、他人が認めてこそ価値があるものだからだ。

			「そうですね。前よりも弱くなりました」

			「――――えっ？」

			　松田の言葉が信じられずに、まるで子供のようにシェリーは問い返した。

			「貴女は強くなっていない。弱さを捨てただけです。捨てた弱さのなかに、貴女の人間性があったのに」

			　なりふり構わず強さを求め、マリアナもナージャも捨てたのだとしたら、そんなシェリーを誰が必要とするだろう。

			　捨てない強さ、諦めない強さこそが本当の強さだと松田は思う。

			　何もかも諦めて生きてきたからこそ、この新たな人生では諦めたくない。

			　もう一度人を信じて、絶望より希望を友にしたいのだ。

			　それが我がままに生きることだと、松田は今こそ理解した。

			「お前まで――お前までそんなことを言うのか。お前ほど強さを持ちながら……今さら弱さを認めるようなことを言うな！」

			　松田が強いからこそ、その高みに達したいと願ったからこそ、自分は外道の秘宝を奪い、仲間であったマリアナとナージャを殺した。

			　もう後戻りなどできるはずがない。

			「認めないというのなら、力ずくで認めさせてやる！　所詮、弱き者は強き者に従うものなのだから！」

			　もうシェリーには、この力にすがるしか選択肢がなかった。

			　そして、たとえ心は手に入れられなくても、松田さえ手に入れることができれば、それでいい。

			　手に入らないのなら、この手でこの世界から消し去る。

			　そうすればもう誰も、松田を手に入れることはできないから。

			「渡さない。マツダは私のもの。強き者だけが手に入れられるもの」

			「そういう痛い考えは嫌いだよ」

			　

			「――――死ね」

		

	
		
			　

			第百四十六話　決着

			　

			　互いに戦闘が避けられないことを悟ると、二人は同時に距離を取った。

			　これまで待機していた数千の死霊と、八百のゴーレムが衝突する。

			　まさに異形の軍勢と異形の軍勢。

			　遠目に見守っていたワーゲンブルグ王国軍は、その非常識な光景に絶句し、恐怖した。

			　こんなものと戦って勝てるはずがない。

			　死霊はもう死んでるし、ゴーレムに至っては殺してもすぐにまた召喚されてくる。

			　それでは死んだ兵士は死に損だ。

			　デアフリンガー王国と戦うよりも先に、ワーゲンブルグ王国軍の士気は完全に崩壊した。

			「無理だ……こうなってはもうどうにもならない……」

			　二万の兵士のうち半分を犠牲にする気になれば、あるいはあの二人を討伐することも可能かもしれない。

			　しかしもう兵士はプルトニーの言うことなど聞かないだろうし、そんな損害が許容できるはずもなかった。

			　もう戦争そのものを諦めるよりほかに、選択肢がない。

			「全軍に伝達せよ。速やかに後続と合流し、この地から撤退するぞ」

			「了解！」

			　束の間の栄達だった。

			　本国に戻ったら処分は避けられまいな、と皮肉気にプルトニーは嗤った。

			　

			　数は多くとも死霊と騎士ゴーレムでは質が違う。

			　まして騎士ゴーレムは松田の分身であり、ひとつひとつが自らの意思を持ったかのように動かすことができる。

			　たちまち死霊の軍勢は、その数を減らしていった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「なるほど、集団戦ではそちらに分がある、か」

			　憮然としてシェリーは呟く。

			「お父様、根こそぎ吹き飛ばしましょう！」

			　ディアナの禁呪をもってすれば、死霊ごとシェリーを焼き払うことが可能だ。

			　シェリーのような剣士タイプは攻撃のスキルは豊富でも、防御スキルには乏しい。

			　攻撃こそは最大の防御であるとディアナは思う。

			「だめです。わふ」

			「どうして？」

			「それじゃ、シェリーを殺してしまうです。わふ」

			「あれはお父様の敵なのよ？」

			　シェリーがかつて仲間であったことなど、敵対した者に容赦する理由にはならない。

			　まして松田を殺す可能性のある敵など、微(み)塵(じん)の容赦もなく殺すべきだ。

			「――――ステラはシェリーが秘宝に操られていると思っているのだろう」

			　何の原因もなくシェリーのあの狂乱ぶりはありえない。

			　あの禍々しい光を放つ剣が、シェリーを変えた原因である可能性は高かった。

			「違いますよ？」

			「うん？」

			　違ったのか。ステラにしては珍しい洞察力だと思ったのだが。

			「今のご主人様は、シェリーさんを殺してしまったらつらいと思ったです。わふ」

			「そうかな？」

			　シェリーに関しては、彼女の自業自得だと思う気持ちがないではない。

			　しかし――。

			　フェイドルの迷宮では命を救われたし、リアゴッドとの対決でも多少は助けてもらった。

			　……それでも、自分が殺されそうなのに手加減をするほどの義理はあるだろうか？

			「いや――そういうことか」

			　今の松田はどういうわけか、もう一度人を信じたいと思ってしまっている。

			　シェリーには、マクンバでは裏切られたが、血のにじむような努力をして、一度は松田を助けるために危険を冒してくれた。

			　おそらくは秘宝に洗脳されているであろうシェリーをここで殺してしまえば、松田の心は再び閉ざされるかもしれない。

			　近しい人間が死ぬということは、存外精神的なダメージを受けるものだ。

			　ステラが言っているのは、そういうことなのだろう。

			　松田自身も気づいていないようなことを、本能だけで察するとは、子供というのは恐ろしい。

			「それじゃあ、我がままに捕まえるとしようか」

			「はいです！　わふ」

			　ステラが弾丸のように飛び出していく。

			　一方、ディアナはショックが収まらなかった。

			　秘宝には、主人を守るという基本的なプログラムがある。

			　だから、敵であるシェリーを殺し、松田を守ることは当然の結論だった。

			　それが松田を傷つけるなど、想像もしなかった。

			　秘宝である自分と、人であるステラの差を見せつけられたような気がした。

			　今でも、シェリーは許すべきでないという確信はある。

			　つい先日まで、そうした秘宝としての自分に誇りを抱いたはずだった。

			　それなのになぜ、こんな敗北感のような苦い感情を味わわなければならないのか。

			（いけない……今は戦うことに集中しなくては）

			　小さな頭を揺らして、ディアナは詠唱を開始した。

			「なんだこれは？」

			　シェリーは思い通りにならない戦況に、戸惑いを隠せずにいる。

			　松田相手ならばともかく、先ほどからステラに攻撃が全く通じないのだ。

			　あたると思った攻撃は当たらず、当たらないと思ったステラの攻撃は当たる。

			　松田が絶妙なところで時間を操作しているためだった。

			　ステラの目標が独占(モノポリー)にあるのが明確なため、すんでのところで回避しているが、このままでは捕まるのも時間の問題だろう。

			「生贄どもよ。生あるものを奪いつくす盾となれ！」

			　やむを得ず軍勢としての死霊を解除し、生気を奪うための結界を張る。

			　接近戦を挑むステラにとっては、いるだけで消耗させられる厄介なものだ。

			「わふぅ」

			　脱力感を覚えて肩を落とすステラに、ディアナは後ろから叱咤した。

			「ステラ！　お父様を危険にさらした責任くらいとりなさい！　生命賦活(ライフエナジー)！」

			　奪われた生気を戻して、ステラはすぐまたもとのように元気になった。

			「ありがとうです！　ディアナ！　わふ」

			「貴女のためじゃなく、お父様のためですからっ！」

			　ステラに気を取られていると、クスコが突撃してくる。

			　なんとか松田を攻撃しようとするのだが、強固な土壁とフォウの盾に阻まれて手も足も出ない。

			「こんなはずは…………」

			　自分は強くなったはずだ。

			　人として大切にしていたものを投げ捨ててまで強くなったのに、松田には歯が立たない。

			　これが生まれ持った格差なのか？

			　やはり才ある者には、どんな努力をしても敵わないのか？

			「そんなのは理不尽だ！　私は、私は――絶対に認めない！」

			　もう後先のことなどどうでもいい。

			　残った魔力をマーテルの生贄からすべて引き出し、それを独占(モノポリー)に回す。

			　理不尽を打ち破るにはより強い理不尽な力しかない。

			　そうシェリーは信じた。

			　

			「暴食紅炎(グラトニープロミネンス)！」

			　

			　あのマリアナの国宝すら破壊したシェリー最大の魔法。

			　その最大出力を一気に解き放つ。

			「――――悪いが距離がありすぎる」

			　威力はすごいが、自動追尾式でもないかぎり、今の松田には通じない。

			　松田は時間を操作して暴食紅炎の軸線から一瞬にして逃れ、攻撃に意識を集中していたシェリーの手元をステラが襲った。

			「いい加減目を覚ますです！　わふ」

			　

			　――――――パキリ。

			　

			　乾いた金属音とともに、魔剣独占(モノポリー)はその根元からあっさりと折れた。

			「あっ！」

			　驚きに続いて言葉が出ない。

			　独占に奪われていた理性が戻ったせいもあるが、自分の強さを保証していたものが壊れたという衝撃が、シェリーの自由を奪ったのだった。

			　マーテルの生贄の魔力は底をつき、そして今、魔剣独占も失われた。

			　がくりと膝をつき、シェリーは折れた独占を手に取る。

			「私の負け――――か」

			「どうして負けたと思いますか？」

			「凡人はどれだけ努力しようと天才には敵わない。それがすべてだ」

			「私が一人なら、勝てたかどうかはわかりませんよ？」

			　ステラが、ディアナが、クスコが、フォウがいてくれたから安心して戦えた。

			　ノーラは存在感がなかったがそれは仕方がない。今回は彼女の完全魔法無効化を利用する機会がなかった。

			「本当に強い人なら、誰の助けも借りず、なんでも一人でできてしまうのかもしれません」

			　英雄は常に孤高だ。

			　逆に言えば、孤高でなくては英雄ではない。

			「でも私は弱いから助けを借りようと思います。そんな自分の弱さが嫌いでした。でも、弱さを捨てたらそれはもう自分じゃない。受け入れて乗り越えないと自分を偽るだけです」

			「――――私はお前ほど強くはない。弱い自分を受け入れてしまったら、もう乗り越えるなんて考えられないんだ」

			　だから目を逸らした。

			　目を逸らしているうちは強くなれると信じられたから。

			「自分を偽ったまま生きていくって、割とつらいことですよ。それで一度死んでる私が言うのだから間違いありません」

			　なんのことだかシェリーにはわからなかったが、それでも松田の真(しん)摯(し)な思いだけは伝わった。

			「――――殺してはくれないのか？」

			「目を逸らしたまま死にたいと言われても、手伝う理由はありませんよね？」

			「そうだな」

			　強さを求めてすべてを捨てたが、その強さは偽物だった。

			　ならばせめて納得のできる死に方がしたい。

			「――――ああ、今ならわかる」

			　ふと気づいたようにくすり、とシェリーは笑った。

			　とても無邪気な、松田も初めてみるシェリーの笑顔だった。

		

	
		
			[image: 231.jpg]
		

	
		
			「諦めるというのは、自分を受け入れるということでもあるのだな」

			「それがわかればシェリーさんも自分らしい人生が見つけられますよ」

			　それは無理だろうな、とシェリーは思う。

			　理由はどうあれ自分はマリアナとナージャを殺してしまった（……とシェリーは思っている）。

			　その罪は償われるべきだ。おそらくスキャパフロー王国は自分を処刑するだろう。

			　それでもいいと素直に思えるのが不思議であった。

			「もう縁はないと思うから言っておくが……ノーラはやめておけ。こいつは重いぞ？」

			「ふざけんな！　自分が退場するからって私まで道連れにするんじゃない！　絶対に私はマツダを諦めないからな！」

			「いやいや、ノーラはお父様にふさわしくないのです」

			「ご主人様はステラのです！　わふ」

			「あはははははは！」

			「笑い事じゃないよ！」

			　腹を抱えてシェリーは笑った。

			　なんだ、強くなくたってこんな簡単に受け入れてもらえたんじゃないか。

			　それがわかっただけでも自分の人生には価値があると思えた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　結果的にではあるが、スキャパフロー王国に出頭したシェリーを、王国が処刑することはなかった。

		

	
		
			　

			閑話　　とある異世界の物語

			　

			　松田を転送しようとして逆に飛ばされてしまったリノアがふと気がつくと、そこは見たこともない建造物が林立する異世界だった。

			「やっぱり日頃の行いがいい私は違うわね」

			　松田を火口や深海、あるいは雪に閉ざされた高山の頂上へ送ろうと考えていたリノアは、比較的穏やかそうな環境であることに安堵し、自信を深めた。

			　やはり神様は見ている。

			　しかしリノアは知らなかった。

			　そこが、全く別種の地獄であることなど。

			　

			　時間が経つにつれてわかったのは、この世界には全く魔力が存在していないため、魔法が使えないこと。

			　そして重力が大きいせいか、以前の半分ほどしか力が出ないことであった。

			　そうなるとリノアも、多少強い女の子にすぎない。

			「お、お腹すいた…………」

			　その夜、リノアは運命に出会う。

			　

			　リノアが出会ったのは小松崎という男だった。

			　なんでも神待ち、と呼ばれる少女たちを保護するＮＰＯに所属しているらしい。

			　随分と人のよい男だ、と思ったリノアであったが、その直感はある意味で正しく、ある意味で間違っていた。

			　小松崎が経営するホームに入居したリノアは、恩を返すべく仕事を手伝うと提案する。

			　それがすべての始まりだった。

			「明日までにお弁当を三十人分作ってくれるかな？」

			「はい？」

			「シングルマザーの子供たちを集めて、パーティーを開くんだ。きっと子供たちも喜ぶよ？」

			「そうですね……」

			　

			「先日保護した子がまた家出したらしい。いっしょに探しに行こう！」

			「はいっ！」

			　

			「保護している子が熱を出したから看病してくれないか？　私はもう一人を保護者のところまで連れて行かなければいけないんだ」

			「わかりました……」

			　

			　リノアに降りかかった負担は彼女の想像を超えていた。

			　しかも給料はスズメの涙。

			　戸籍のないリノアを雇ってくれるような企業はなく、さらに、そもそもリノアはこの世界の常識を知らない。

			　胡(う)散(さん)臭(くさ)そうな顔をせずに対応してくれたのは、小松崎だけである。

			　魔法が使えればまだほかの選択肢もあったかもしれないが、今のリノアは無力な少女にすぎなかった。

			「明日は夜回りに行くよ」

			「それ何時までですか？　いつ寝るんです？」

			「大丈夫、大丈夫！　二時間寝ればいけるって！」

			「昨夜もほとんど寝てないんですよ？」

			「僕たちがいかないと、その分苦しむ子供たちがいるんだよ？　それでもいいのかい」

			「それは……わかりました。行きます！」

			　

			　方向性はともかく根っこのところが真面目なリノアは、小松崎の正論に逆らうことができなかった。

			　たまに疲れが溜まって、もうどうでもよくなると――

			　

			「この間保護した〇〇ちゃんからお礼が届いたよ！　リノアちゃんの優しさを忘れないってさ！」

			「そうですか、良かった……！」

			「ちょうどいい機会だし、今日は休暇にしよう。食べたいもの食べに連れていってあげるよ！」

			　

			　リノアは気づいていないが、遣り甲斐と罪悪感と報酬のコンボでますます小松崎に対する依存が高まっていく。

			　とうの昔に、元居た世界のことなど忘れた。

			　年齢より二十近くも老けて、身体は別人のように痩(や)せてしまっても、彼女は爛々とした目で働き続けた。

			　

			「私がやらなかったら誰がやるの？」

			「そうだよ（小並感）」

			　

			　

			　それからしばらくして、一人の女性が保護されてきた。

			　なんでもブラック企業でストレスから鬱状態になったらしい。

			　同じ女性同士ということで、互いにお茶を飲みながらリノアは優しく聞いた。

			　

			「いつもいつも最終電車まで働かされて、睡眠時間も四時間くらいしか取れなくて……」

			（四時間ならまだ寝れているほうじゃ……）

			「事務用品はすべて自己負担で交通費も出ません。だから月々の生活を維持するのが精いっぱいで……」

			（事務用品って自分で用意するものじゃないの？）

			「仕事が終わらないのはお前のせいだからって、寝ないで働いてもお給料がもらえないんです」

			（お給料って増えたりするものなの？）

			「私だって幸せになりたいんです！　仕事より大切なものがあるんです！」

			（ええええええええええええええええ!!）

			　

			　

			　彼女の相談に乗っているうちに、リノアは自分の置かれた環境が、いかに非常識で搾(さく)取(しゆ)されているかを悟った。

			　社畜という言葉の意味を、リノアは初めて知った。

			　だがしかし！　そのときにはすでに、この世界に来てから十数年の時が経過した後だったのでした。

			　残念！

			　

			「いやああああああああああああああああああああ！」

		

	
		
			高見梁川（たかみ りょうせん）
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